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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史が生み出した記録であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに欠くことのできない歴史遺産です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将

来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたつては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求

められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査成果を記録保存する措置をとってま

いりました。

本報告書は、三陸縦貫自動車道宮古道路建設事業に関連して平成20。 21年度に実施された宮古市金

浜 I遺跡及び金浜Ⅱ遺跡発掘調査の調査成果をまとめたものです。今回の調査では、縄文時代早期～

弥生時代後期の上器や石器、古代の竪穴住居・掘立柱建物や鉄生産関連炉・炭窯といった鉄生産関連

の遺構、近現代の炭窯など各種の遺構・遺物を検出しており、本遺跡が縄文時代から現代に至るまで

の生活の痕跡を留めた遺跡であることが判明しました。本書が広 く活用され、埋蔵文化財についての

関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました国土

交通省東北地方整備局三陸国道事務所、宮古市教育委員会をはじめとする関係各位に対し、深く感謝

の意を表します。

平成22年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長  武 田 牧 雄



例   言

1 本報告書は、岩手県宮古市大字金浜第 2地害J字古舘16ほ かに所在する金浜 I遺跡、岩手県宮古市

大字金浜第 2地割字古舘17ほかに所在する金浜 Ⅱ遣跡の発掘調査成果を収録 したものである。

2 岩手県遺跡台帳に登録されている遺跡番号 と遺跡略号は、以下の通 りである。

金浜 I遺跡 ―・遺跡番号 :LG43-2342/遺跡略号 :KHI-08・ KHI-09

金浜 Ⅱ遺跡 ―・遺跡番号 :LG43-2363/遺跡略号 :KHⅡ -08

3 両遺跡の調査は、三陸縦貫自動車道宮古道路建設事業に伴う事前の緊急発掘調査である。調査に

あたっては国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所 と県教委事務局生涯学習文化課 との協議を経

て、側岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センターが委託を受け、受託事業 として実施 した。

4 発掘調査対象面積・調査期間・担当者は、以下の通 りである。

金浜 I遺跡 …。3,800言 /平成20年 4月 8日 ～ 5月 31日 /村田 淳 。高橋聡子

101∬ /平成21年 4月 14日 ～ 5月 1日 /村田 淳

金浜 Ⅱ遺跡 …Ⅲ5,500雷 /平成20年 6月 2日 ～ 8月 28日 /村田 淳・高橋聡子

5 室内整理期間・担当者は、以下の通 りである。

金浜 I遺跡 ―・平成20年 11月 4日 ～平成21年 2月 27日 /高橋聡子・村田 淳

平成21年 6月 1日 ～ 7月 31日 。12月 1日 ～12月 28日 /村田 淳

金浜Ⅱ遺跡 …・平成20年■月 4日 ～平成21年 3月 31日 /村田 淳

6 本報告書の執筆は、 Iを 国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所、Ⅱを高橋、Ⅲを村田が行い、

Ⅳ・V・ Ⅶは村田と高橋が分担 して行った。項目毎の文責は文末に記 した。

7 野外調査における写真撮影は、村田・高橋が行った。遺物写真撮影については業務委託を行つて

いるが、一部については村田が撮影 した。

8 基準点測量及び航空写真撮影は、以下の業者に業務委託 した。

基準点測量 …・m鈴木測量設計

航空写真撮影 ―・東邦航空蜘

9 自然科学関連の分析 。鑑定及び保存処理は、以下の機関に委託 した。

火山灰分析 (Ⅵ -1)・ …パリノ・サーヴェイ仰

胎上分析 (Ⅵ -2)・ …爛第四紀地質研究所

炭化材樹種・炭化種実同定 (Ⅵ -3・ 4)・ …m古環境研究所

放射性炭素年代測定 (Ⅵ -5)・ 中帆加速器分析研究所

鉄製品保存処理及び鉄関連資料の化学分析 (Ⅵ -6)・ …岩手県立博物館

石質鑑定 ―・花南岩研究所

10 発掘調査及び報告書作成にあたり、下記の方々にご指導・ご助言を賜つた。 (五十音順、敬称略)

井上雅孝、鎌田祐二、佐藤良和、佐藤嘉広、竹下将男、長谷川真、安原 誠、奥州市埋蔵文化財

調査センター、宮古市教育委員会

11 両遺跡の調査成果は、当センター主催の現地公開及び岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告

書第546集 F平成20年度発掘調査報告書』で公表 しているが、本書の記載内容がそのいずれにも優先

する。

12 調査で得られた一切の資料は、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管 している。
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調査に至る経過

金浜 I・ Ⅱ遺跡は、一般国道45号宮古道路事業の事業区域内に位置しているため、当該事業の施工

に伴い、発掘調査を実施することとなったものである。

宮古道路事業は、宮古市内の国道45号の線形不良及び除路箇所を解消し、増大する交通需要に対応

するとともに、三陸沿岸地域への高速交通サァビスの充実を図り、地域経済の発展、連携・交流の促

進のために、平成15年度から事業化している。

これに係わる埋蔵文化財包蔵地の取り扱いについては、平成19年 8月 1日 付国東整陸調第21-2号

により、三陸国道事務所長から岩手県教育委員会生涯学習文化課長に、埋蔵文化財包蔵地の確認依頼

を行い、金浜 I遺跡については平成19年 9月 10日 ～9月 27日 、金浜Ⅱ遺跡については平成19年 9月 25

日～10月 10日 にわたり試掘調査を行い、平成19年 12月 17日 付「教生第1110号」により、宮古道路建設

事業に関連する包蔵地として回答がなされたものである。

その結果、本発掘調査が必要となったことから、岩手県教育委員会と三陸国道事務所が協議を行い、

財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターに発掘調査を委託することとなったものである。

(国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所)

第 1図 遺跡の位置
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Ⅱ 遺跡の立地・環境

地 理 的 環 境

(1)遺 跡 の 位 置

金浜 I・ Ⅱ遺跡の所在する宮古市は、岩手県沿岸部のほぼ中央に位置し、北緯39度29分57秒～39度

49分52秒、東経141度36分 10秒 ～142度04分21秒の地域に所在する。平成17年の旧宮古市・田老町 。新

里村による新設合併により誕生した宮古市は、下閉伊郡岩泉町、田野畑村、川井村と隣接しており、

面積696.82k� (平成17年現在)、 人口58,607人 (平成20年 9月 現在)を数える。東側は太平洋に面し、

北東側へ突出した重茂半島の能ヶ崎は本州最東端の岬として知られる。多くの漁業資源に恵まれた宮

古市は、近海漁業や湾内での水産養殖、水産加工業の拠点として栄え、陸中海岸国立公園である浄土ヶ

浜をはじめとする観光資源にも富むことから多くの観光客が県内外から訪れている。また、湾地形を

活かして古くから海上交通や漁業の寄港地として栄え、漁船のみならず外国大型客船等の各種船舶が

寄港している。湾地形は多くの恵みを齋す一方で、明治29年の三陸地震津波をはじめとする多くの津

波災害を引起し、人々を悩ませてきた。その対策として湾沿いには防波堤が整備されている。

金浜 I遺跡は官古市役所の南南西約5。 lkm、 金浜Ⅱ遺跡は南南西約5.2kmの金浜地区集落の再奥部に

位置する。金浜 I遺跡の北側には人木沢・磯鶏地区に至る旧街道 (通称浜街道)が東西に走り、両遺

跡の西側を」R山 田線が、東側は国道45号線が縦断している。遺跡の現況は畑地および宅地・原野で、

標高は7～25m前後である。

(2)遺跡周辺の地形 と地質

両遺跡の北約4.2kmを 東西に流れる閉伊川は盛岡市と川井村の境界に当たる区界峠付近にその源を

発し、途中長沢川、八木沢川、近内川、刈屋川等を併合しながら全長約75,7kmの規模を持ち宮古湾ヘ

注ぐ二級河川である。これらの河川により形成された沖積平野には市街地が形成されている。また、

両遺跡の南東約2.2kmで は豊間根川から荒川川、払川、七田川等を併合しながら北上した津軽石川が宮

古湾へ注いでおり、下流部付近では谷底平野が発達している。両遺跡は西側小起伏山地の先端部分

(以下尾根郡)と 、それを刻む小渓流により形成された南北の谷底平野 (以下谷部)か ら構成されて

おり、尾根部を共有して北側が金浜 I遺跡、南側が金浜Ⅱ遺跡に区分される。周辺の地質は、通称宮

古花聞岩と呼ばれる中生代白亜紀前期の角閃石黒雲母花尚閃緑岩～トーナル岩で占められる。一方、

宮古湾を挟んで東側の重茂半島においては通称大浦花聞岩と呼ばれる中生代白亜紀前期の角閑石黒雲

母アダメロ岩やデイサイト質火砕岩、泥岩などが堆積しており、津軽石川を境として東西の地質には

違いが見られる。宮古花筒岩を起源とした風化層は通称マサ土と呼ばれ、両調査区内で確認されてい

る。宅地や道路造成に伴い削平等の大規模な土地改変が行われている尾根部や、谷部へ向かう急斜面

では風化が進行し、マサ土の白色化が顕著である。花聞岩が長時間かけ風化した土砂は砂鉄 (磁鉄鉱・

含チタン磁鉄鉱)を多く含有することから、この地質環境を活かして宮古地域では古代より鉄生産が

行われていた。本遺跡周辺においても、賽の神遺跡側から小金が沢や大金が沢を起源とする金浜川が

流れ、西側に広がる小起伏山地や東側の宮古湾浜辺などから木炭や砂鉄、水等の鉄生産に必要な要素

が調達できる環境にあったことが推測される。
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Ⅱ 遺跡の立地・環境

2歴 史 的 環 境

宮古市に所在する遺跡数は平成20年 3月 末現在で587遺跡に及び (岩手県遺跡情報検索システム「宮

古地方振興局管内」による)、 近年の一般国道45号宮古道事業等に伴い発掘調査件数や遺跡数が増加し

ている。

縄文時代に関しては、管ノ沢遺跡、小沢貝塚、八木沢野来遺跡 (20)、 高浜V下地神遺跡 (33)の調

査で早期の上器が確認されたが当該期の発掘件数は乏しく、今後の調査成果が期待される。縄文時代

前期になると遺跡数は徐々に増加し、下大谷地Ⅱ遺跡 (24)で は集落跡が確認された。縄文時代中期

に隆盛を迎えた宮古地域では、市指定史跡磯鶏蝦夷森貝塚や上村貝塚等の大規模集落のほか、下大谷

地 I・ Ⅱ・Ⅵ遺跡 (25。 24・ 22)や木戸井内Ⅳ遺跡、人木沢Ⅱ遺跡 (5)等で集落が営まれていた。

後・晩期には遺跡数が減少し、人木沢Ⅱ遺跡で後期の竪穴住居が、賽の神Ⅲ遺跡 (70)で 晩期の竪穴

住居が確認された程度である。金浜 I・ Ⅱ遺跡の調査では弥生土器が出土しているが、宮古地域で当

該期の遺構・遺物は上村貝塚で弥生時代前期の集落、木戸井内Ⅲ遺跡出上の弥生時代後期の上器、管

ノ沢遺跡において弥生時代の埋設土器が確認された程度に止まる。

奈良時代の遺跡としては群集墳から和同開弥や蕨手刀が出土した長根 I遺跡や、小堀内Ⅲ遺跡 (60)、

沼里遺跡 (44)、 払川 I遺跡 (58)があり、中でも長根 I遺跡における特異な副葬品の出土は、律令体

制下での下閉伊地域における有力者の存在を窺わせる。平安時代になると遺跡数は増加し、鉄生産関

連の施設を伴う遺跡が出現する。島田Ⅱ遺跡 (10)に おいては、製鉄・精錬・鍛錬という砂鉄から鉄

を生産するまでの一連の工程が追える遺構や工房が確認され、県内屈指の製鉄関連遺跡と指摘されて

いる。鉄生産に関る鍛冶炉は、鉄製品の生産が行われていたと考えられている八木沢Ⅱ遺跡や、竪穴

住居から灰釉陶器が出土した隠里Ⅲ遺跡でも確認されている。この他に、鉄生産に関係する遺構であ

る炭窯が確認された遺跡として入木沢ラントノ沢Ⅱ遺跡 (72)や賽の神Ⅱ遺跡 (69)が挙げられる。

中世には閉伊川とその支流付近に河川等の自然地形を利用した城館が次々に構築され始める。金浜

I・ Ⅱ遺跡周辺だけでも8つの城館が確認され、このうち金浜館遺跡 (36)で は15。 16世紀代の青磁

や15世紀代の天目茶碗が出上している。その他、丘陵上に造られた人沢駒込 I遺跡 (18)の 中世墓や

木戸井内Ⅳ遺跡の小鍛冶が行われた竪穴建物が中世の遺構として確認されている。近世の遺構に関し

ては八木沢駒込 I遺跡や木戸井内Ⅳ遺跡の畑跡や、八木沢駒込Ⅱ遺跡 (19)の建物跡が挙げられるが、

遺跡数は中世と比較して減少している。

3 過 去 の 調 査 歴

金浜 I遺跡は宮古市教育委員会 (以下宮古市教委)に よる過去 2回 の発掘調査が行われており、昭

和58年 には遺跡北西側が調査され、その際には縄文時代早期～晩期の縄文土器や石器、古代の上師器

や須恵器、鉄鏃が出土している。焼上、柱穴等の遺構も確認されたが遺構図面が作成されておらず、

詳細は不明である。平成19。 20年の遺跡東側の調査では縄文時代の上器や石器のほか、奈良時代の竪

穴住居、遺物包含層、中撤火山灰が確認されている。また、平成19年 に鰯岩手県文化振興事業国埋蔵

文化財センターで金浜 I・ Ⅱ遺跡内の今次調査区の試掘調査 (以下、前年度試掘調査とする)を行っ

ており、その際に金浜Ⅱ遺跡で中世の青磁碗が出土している (第 60図 321)。

(高橋)
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1 地理的環境
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第 2図 地形分類図



Ⅱ 遺跡の立地・環境

第 3図 周辺の遺跡
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3 過去の調査歴

第 1表 周辺遺跡一覧

NQ 貴 跡 名 菊三  号U 時  代 備 考
金浜 I 紹 す 。珠 壮  古 袢 ・ 折 袢 報告遺跡

2 金 浜 Ⅱ 組 支  株

“

・吉 代 ・ 折 剪 Tt 設 告 遺 跡

3 隠里 I 集落跡

4 隠里 Ⅳ 散布地 縄 文 ・ 古代

5 入木 沢 ] 隼 落 脈  癬 猛 場 。牛 産 悟 脈 平成19年 調査
6 入本 沢 Tノ 越 I 散布 地 縄文 旧守 ノ越 I

7 入 木沢 新 籠 城饉 跡 中世・近世
島 田 I 集落跡 平 安

磯 鶏 中谷 411 散布地 古 代

10 島田I 縄 文 ・古 代 。中世 半 成 11～ 14年 訓 査

八 木 沢 古 館 経 と 休 千 ・ 中 世 平 成 7～ 10年 調 査

七 所 沢 Ⅲ 散布 地 縄 文 平 成 2年発 見

隠里 Ⅶ 散布地
隠里Ⅵ 散布地 古 代

軍 単 V 散 布 地 古 代

八 木 沢 皿 生 産遺 跡 古代
17 八 木 沢 I白 山下 散布地 率電ら〔 旧 白山下

入木 沢 駒 工 I 狩猟 場 。曇 域  生 産 遺 跡 縄 文  中世 。近 世 平 成 19・ 20年調脊

入木沢駒込Ⅱ 集落跡 ・ 作 猟 場 縄 文 半 成 19・ 20年詰 否

入 木沢 野 来 集落跡 ・生 産遺 跡 縄文 古代・中世 。近現代 平 成 19'20年調査

大 谷 地 I 散布地 縄文

下 大 谷 地 Ⅵ 散布地 縄 文

下 大 容 鋭 Ⅲ 散布地 縄 文

下 大谷 地 ] 集落 跡 絹 支

下 大谷 地 I 集落 跡  生 産遺 跡 組 支 ・ 古 代 平 成 19年調査

審 の和 製鉄関連遺跡 古代 ～ 中世 平 成 19年調査

下 大谷 地 Ⅳ 散布地 縄 文

下大谷地V 散 布 地 糸電文

高 浜 I坂ノ下 t布地 4電文 旧坂 ノ下

高 浜 Ⅱ今 ケ洞 モ布地 糸電文 1日今ケマ同
高 浜 Ⅲ熊 野 散布地 糸電文 l日 熊 野

高浜Ⅳ横須賀 散布地 糸電文

高浜V下地神 散 布 地 絹 文 平成14年 一部試掘
高 浜 Ⅵ地ネ申 集 落跡 縄文 平 成 15・ 16年詞 査

金 浜堤 ケ沢 製鉄跡

金浜律 城館跡 中世  縄 文 日
=矛

日55至ニーーとЬ調 系早

金浜Ⅲ 散 布 地 半 庇 20年一 黙 試 相

金浜 Ⅳ 散 布 地 縄文

全浜 V 散布地 縄文

馬 越 ] 集落跡 古 代

馬越 I 散 布 地

山崎館 城 館 閉 中 世

津 軽 石 大 森 散 布 地 率電文
沼 里 集落跡 縄 文 ・奈 良 平成 11年試 掘  平 成 13年 調 否

沼里館 城館跡 中 世

根井沢穴田 I 散 布 地

散 布 地 古代

根 井 沢 穴 田 Ⅲ 散布地 縄 文

根 井 沢 欠 田 ] 散布地 縄 文

根井沢穴田Ⅳ 散布 地 縄 文

高半銅 城籠 跡 中 世

根 井 沢 穴 田 V 散布地 縄文

根 井 沢 I 製鉄跡
M 根 井 沢 日影 Ⅱ 散布 地 縄 文

根井沢日影 I 散布 地 縄 文

払川Ⅱ 集 落跡 絹 支  古 代

払 川館 (津軽 看館 ) 城 籠 跡  集 落 跡 中 世 平 成 18年調 査

払サII I 集落跡 縄文・奈良・中世
平成 2年一部調査 平成11・ 13

年一部試掘
小 堀 内 I 集落 跡 組 文  抹 生 ・ 奔 屋

小 堀 内 Ⅲ 散布地 平 成 5・ 6年一 部 調査

ホ前Ⅵ令犀ヶ沢 散布地 縄 文 ・古 代 ・ 近 世 平 成 5年一部 調 査

ホ前V柳沢 改在 地 平 成 6,7年 一 部 調杏

赤 前 Ⅳ入 枚 田 集落 跡 昭和54年 ,平成 7年一部調査
赤 前 Ⅲ 集落跡 縄文・平安 昭和 54・ 57・ 62年一 部 調 査

赤 前鈍 城館跡 中 世

赤 前 I牛子 沢 散布地 縄 文 平 成 4年一 部 調 査

67 久保 田 散布 地

藤 畑 集落跡 絹 支  古 4t 半 成 9年一 部 調査

尋尋¢)ネ申Ⅱ 生産遺跡 古代 ～ 中世 平 成 19年調 査

審のネ申Ⅲ 集落跡・製鉄関連遺跡 縄 文  古 代 平 成 19年 調 査

7 入木沢ラントノ沢 I 狩猟 場 縄 文 半 成 19年訓 否

陀 入木沢ラントノ沢 Ⅱ 生 産遺 跡 古 代 平成20年調査
73 八木 沢 中 田 その他 折 世 平 成 12 13年調 査
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Ⅲ 調 査 の 方 法

1 野外調査 の方法

(1)グ リッドの設定 (第 5図 )

調査区の設定は、平成20年度に金浜 IoⅡ 遺跡の全範囲 (金浜 I遺跡については過去の調査区を含

む)を網羅するように調査区内に平面直角座標系第X系 (世界測地系)に従って基準点の設置を行っ

た。具体的には、X=-44,100.000、 Y=95,000,000の 座標を基点として一辺40× 40mの 正方形グ

リッド (大グリッド)を設定、さらに各辺を10等分して4× 4mの小グリッドを設定した。グリッド

の呼称は、北西隅を基点として大グリッドは北から南へ I～Ⅵ、西から東へA～ F、 小グリッドは北

から南へ 1～ 10、 西から東へa～ jと し、小グリッドは「 IA5b」 などと呼称している。

調査区には平成20年度に業務委託によって基準点 2点 と補点 4点 を打設しており、それをもとに調

査区全体をカバーできるようにグリッドを設定した。平成21年度は、前年度調査区内に残存していた

基準点 (基 2・ 補 1)を もとにグリッドに乗らない任意点を打設して使用した。主要基準点の座標は

以下の通りである。

(2)精査の方法および遺構の記録

調査に先立って調査区内の雑物撤去を行い、続いて遺構の有無を確認するために数箇所にトレンチ

を設定 して人力で試掘を行った。試掘の結果、広範囲で I層 (表土・盛土)が厚 く堆積 していること

が確認されたことから、調査の迅速化 と人力掘削量の軽減を図るため、調査員監督の下、重機 (バ ツ

クホー)に よつて遺構検出面付近まで I層 を掘削 し、その後人力で遺構検出を行った。ただし、 I層

の堆積が薄い尾根部や重機の侵入が困難な地点については人力で I層 の除去を行っている。

検出した遺構には釘やスプレーを使ってマーキングし、さらに一部の遺構については検出状況の写

真撮影を行った。野外調査時の遺構名には主にSIo SKな どの略号を使用 し、さらに両遺跡を同時進

行で調査 していたことから遺構名の重複を避けるために金浜 I尾根部ではSK01か ら、谷部ではSK101

からというように地点ごとに遺構番号の振 り分けを行っている。なお、最終的には室内整理の段階で

第 2表のように遺構名を変更 している。

遺構の掘 り下げは4分法と2分法を使い分け、土層観察を行いながら進めた。掘 り下げには主に移

植箆を使用 し、遺物の集中する地点などでは竹箆なども使用 している。遺構のプランや新旧関係が不

明な場合は適宜サブ トレンチを設定 して層位確認を行っている。

点 名 グ リ ド名 X Y 標高 (m) 打設年度

理と1

基 2

補 1

補 2

補 3

ネ南4

仮91

仮92

仮93

ⅣDla

ⅣClf
ⅣC6f
ⅣC10f

ШC6f
ⅢC6b

-44,220.000

-44,220.000

-44,240.000

-44,256.000

-44,200.000

-44,200.000

-44,205,961

-44,202.728

-44,205,961

95,120,000

95,100.000

95,100.000

95,100.000

95,100.000

95,084.000

95,082.276

95,065.698

95,082.276

22.754

22.391

18.439

16.195

16.660

18.050

19.565

20.825

19.565

平成20年度

平成20年度

平成20年度

平成20年度

平成20年度

平成20年度

平成21年度

平成21年度

平成21年度
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2 調査経過

遺構については、完掘、土層断面、遺物出土など状況に応 じて写真撮影と実測図の作成を行 ってい

る。遺構図面は、実測用ソフト「遺構 くん」(mCubic社製)を用いて収集 した数値データをもとにパ

ソコン上で図化 した。ただし、陥し穴状遺構の断面など「遺構 くん」で作図できなかったものについ

ては光波測距儀を使用 して図面を作成 し、後 日スキヤニングしてデジタルデータ化 している。

遺構の写真撮影には、 6× 7 cm判 カメラ (モ ノクロ)と デジタルカメラ (キ ヤノン社製一眼 レフタ

イプ、1280万画素)を使用 した。 6× 7 cm判 は記録保存、デジタルカメラは報告書作成及び広報・普

及を目的として撮影 しているが、基本的に 6× 7 cm半」で撮影 したものについてはデジタルカメラでも

同一カットの撮影を行っている。

(3)広報・普及啓発活動

平成20年 8月 21日 に現地公開を開催 した。荒天であったが周辺住民を中心に40名 程参加頂いた。

2調 査 経 過

2箇年にわたる野外調査の経過は以下の通 りである。

平成20年度 4月 8日 資材搬入、金浜 I遺跡から調査開始 (試掘 :～ 14日 )

4月 15日 北東側谷部調査開始

4月 16日  西側尾根部・中央尾根部調査開始

4月 23日 基準点測量 1回 目 (鈴木測量設計 )

4月 30日 北西側谷部調査開始

5月 21日  金浜 Ⅱ遺跡内宅地建物基礎撤去作業 (～ 23日 )

6月 2日 東端斜面部・谷部、南側谷部調査開始

6月 10日 基準点測量 2回 目

6月 17日 現場事務所移転工事 (～ 20日 )

7月 23日  岩手沿岸北部地震発生

7月 24日  地震による壁面崩落などの復旧作業 (調査終了まで随時)

8月 21日  現地公開

8月 27日  県教育委員会生涯学習文化課による終了確認、航空写真撮影

8月 28日  次年度調査区内 トレンチ埋め戻 し、資材撤収

平成21年度  4月 14日  資材搬入、野外調査再開

4月 27日  県教育委員会生涯学習文化課による終了確認

5月 1日 資材搬出、野外調査終了

3 室内整理の方法

(1)遺   構

遺構図面は、実測用ソフト「遺構くん」(mCubic社製)で収集した数値データをもとにデジタル

データ化している。本報告における遺構図版作成の具体的な作業工程は以下の通りである。

①平面図は全体図から近隣に位置するグリッド及び方位とともにコピーし、「遺構くん」新規フアイ

ルに貼り付ける。断面図は数値データファイルから関連する数値データをコピーし、平面図と同じ
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Ⅲ 調査の方法

「遺構くん」ファイルに貼 り付ける。

②合成用基準線 (断面図作成ライン)が水平になるように平面図をグリッド・方位とともに回転し、

断面図と合成して修正図を作成する。

③4妖正図が完成した後、テキス トデータとして入力した土層註記を同一フアイル上に貼り付け、さ

らに当センターの版面 (縦24.0× 横16.Ocm)に 収まるように「遺構 くん」ファイル上でレイアウトを

行う。また、あわせて平面図を合成前の角度に戻し、全体図に貼 り付けて遣構配置図も作成する。

以上の工程を経て作成した図面は全てグラフイックソフトAdobe 11lustrator CS 2を 用いて

網掛けなどの処理と配置の調整を行って全体の統一を図り、AIま たはEPS形式で保存したフアイル

を完成品として印刷業者に納入した。

(2)遺 物

遺物の処理は、平成20・ 21年 とも土器類の洗浄から開始 した。土器類は水洗 。乾燥後に縄文・弥生

土器、土師器、須恵器、その他 (製塩土器・支脚)に選別 し、日付順に袋番号を付けながら破片数 と

重量を計測 した。その後、遺跡名と袋番号のみをそれぞれの破片に註記 した。註記の後には接合 ,復

元作業を行い、第一に遺構内出上のもので器形の復元が可能なものを選別、続いて遺構外出上のもの

で縄文・弥生土器については器形及び文様に特徴があるもの、土師器・須恵器については回転復元実

測が可能なものを中心に登録を行い、それらについて実測・拓本を行った。

剥片石器・石製品については全点登録 した後に代表的なものについて実測を行った。礫石器は明確

な使用痕があるものを中心に選別・登録 し、代表的なものについて実測を行った。

金属製品のうち、鉄製品についてはX線透過写真撮影を行って遺存状況を確認 しながら錆落 しと実

測を行った。また、一部のものについては破損防止のために保存処理作業を委託 している。銭貨は 2

点のみの出上であった為、全点を登録 し、拓本 と写真撮影を行った。

陶磁器は出土量が少ないため、全点登録 した後に代表的なものについて実測及び写真撮影を行った。

実測を行ったものについては全て トレースを行い、版下を組んで遺物図版を作成 した。

4 凡 例

遺構・遺物実測図の縮尺は各図版中に付したスケールの通 りである。遺構図版については平面図・

断面図とも同一遺構については同縮尺を基本としているが、遺構の規模に応じて両者の縮尺を変えて

いるものもある。また、鉄生産関連炉や性格不明遺構などベルトを境界とした区画設定を行つた遺構

については各図版中に区画名を付している。遺構図版の網掛処理及び土器・石器の表現方法は凡例図

(目 次下)、 土器・石器以外の遺物で凡例が必要なものは各図版中に提示している。

遺物写真図版は約1/2～ 1/3を基本としているが、器形・文様の特徴が認識できる程度まで拡大した

ものもあり、縮尺はあえて統一していない。
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4 凡例

第 2表 遺構名変更一覧

陥し穴状遺構

新 帰属

l号陥し穴状遺構 SD102 I

2号陥し穴状遺構 SK102 I

3号陥し穴状遺構 SD10ユ I

4号陥し穴状遺構 SK506 Ⅱ

5号陥し穴状遺構 SK507 Ⅱ

土   坑

新 帰属

1号土坑 SKl10

2号土坑 SKlll

3号土坑 SKl12

4号土坑 SK109

5号土坑 SK103

6号土坑 SK106

7号土坑 SK107

8号土坑 SK108

9号土坑 SK105

10号土坑 S率こ101

11号土坑 SK03

12号土抗 SK02

13号土抗 SKOユ

14号土坑 SK04

15号土坑 SK05

16号土坑 SK06

17号土坑 SK10

18号土坑 SK07

19号土坑 SK09

20号土坑 SK08

21号土坑 09-SK02

22号土坑 SK24 I Ⅱ

23号土坑 SK29 I・ Ⅱ

24号土坑 SK27 Ⅱ

25号土坑 SK30 Ⅱ

26号土坑 SK19 Ⅱ

27号土坑 SK26 Ⅱ

28号土坑 SK20 Ⅱ

29号土坑 SK21 Ⅱ

30号土坑 SK22 I

31号土坑 SK23 Ⅱ

32号土坑 SK18 Ⅱ

33号土坑 SK13 Ⅱ

34号土坑 SK15 Ⅱ

35号土坑 SK14 Ⅱ

36号土坑 SK12 Ⅱ

37号土坑 SK17 Ⅱ

38号土坑 SK16 Ⅱ

39号土坑 SK25 Ⅱ

40号土坑 SK28 Ⅱ

41号土坑 SKlユ Ⅱ

42号土坑 SK505 Ⅱ

43号土坑 SK502 Ⅱ

44号土坑 SK503 Ⅱ

45号土抗 SK504 Ⅱ

46号土坑 SK501 Ⅱ

登録抹消 SK104 I

焼   土

新 帰 属

1号焼土 SF06 I

2号焼土 SF02 I

3号焼土 SF05 I

4号焼土 SFl14 I

5号焼土 SF03 I

6号焼土 09-12号焼土 I

7号焼土 SF07 ]

8号焼土 SF08 ]

9号焼土 ⅣD10a焼土集中 E

10号焼土 SF502 E

11号焼土 ⅣD10g焼土集中 E

12号焼土 SF501 日

登録抹消 SF01 I

登録抹消 SF09 日

竪穴住居

新 帰属

l号竪穴住居 S102 I

2号竪穴住居 SX504 Ⅱ

3号竪穴住居 S101 Ⅱ

掘立柱建物

新 帰属

1号掘立柱建物
RB01

(2・ 3号柱穴列)

]

溝

新 帰属

l号溝 SD01 I
鉄生産関連炉

新 帰属

l号鉄生産関連炉
SX501

(Ⅳ D9e土坑 ?)
E 柱 穴 列

新 帰 属

l号柱穴列 l号柱穴列 I
炭  窯

新 帰属

1号炭窯 SX03 I

2号炭窯 SX3Э 2 ll

3号炭窯 S覇/03 ll

4号炭窯 SW02 Ⅱ

5号炭窯 SM「01 Ⅱ

土器集中区

新 帰 属

1号土器集中区 沢跡A遺物集中 l I

2号土器集中区 沢跡A遺物集中 2 1

3号土器集中区 沢跡A遺物集中 3 I

性格不明遺構

新 帰 属

1号性格不明遺構 SXOユ I

2号性格不明遺構 SX02

3号性格不明遺構 住居状遺構 I Ⅱ

4号性格不明遺構 SX503 Ⅱ

※帰属欄の Iは金浜 I、 Ⅱは金浜 Ⅱの調査区内に位
置することを指す

※柱穴の変更遺構番号は第 4表 柱穴計測表に掲載
した。

※「09-○○」は平成21年度調査分を指す
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Ⅳ 検 出 遺 構

1調 査 概 要

(1)調査・報告の方針

遺跡台帳上は金浜 I遺跡と金浜Ⅱ遺跡は別遺跡として扱われているが、今回は両遺跡の調査を同時

進行するという方針をとった。これは排上場用地・重機進入路確保の問題と、現地に遺跡境界の目印

となるものが無いことから明確な境界線が設定できなかったことが大きな理由である (第 5図で示し

た遺跡境界線は遺跡地図・事業用地範囲図面などをもとに図上で復元したものである)。 加えて前年度

試掘調査の成果をみても両遺跡の遺構・遺物の内容は同じであり、遺跡の性格及び変遷を明確にする

うえでは両遺跡を一体のものとして捉えた方が良いと考えたためでもある。

また、報告に際しては境界線が不明瞭な為に引き方によって帰属が変わつてしまう遺構があること、

遺跡をまたいで接合する資料があることなど、図上復元した境界線では両遺跡を明確に判別すること

が困難であつたことから今回は遺構・遺物とも金浜 I遺跡→金浜Ⅱ遺跡の順に連番を付して記載を

行った。ただし、登録上は別遺跡として扱われているため、本書以外の文書においては今回図上復元

した境界線をもとに両者を判別して記載している。なお、遺構名及び遺跡の帰属については第 2表の

通りであり、遺跡ごとの遺構種別・検出数、遺物種別については報告書抄録を参照して頂きたい。

(2)調 査 区 の概 要 (第 4～ 10図、写真図版 1～ 5)

調査区は、遺跡西側の丘陵から派生する尾根とそれに付随する谷部 (沢跡)か らなる。遺跡台帳上

は尾根部を共有して北側の谷部が金浜 I遺跡、南側谷部が金浜Ⅱ遺跡となっている。調査対象面積は、

金浜 I遺跡3,901ド (平成20年度 :3,800ず、平成21年度 :101雷 )、 金浜Ⅱ遺跡5,500雷 (平成20年度)

であり、現地では排土用地確保等の問題から複数のエリアに区分して調査を行った。今回の調査では、

両遺跡あわせて陥し穴状遺構 5基、竪穴住居 3棟、掘立柱建物 1棟、鉄生産関連炉 1基、炭窯 5基、

土坑46基、焼±12基、溝 1条、性格不明遺構 4基、柱穴列 1列、土器集中区3箇所、柱穴90個 を検出

したもまず、遺構の説明に入る前に各調査区の概要を記しておきたい。

土層の観察は調査区ごとに土層観察用 トレンチとメインベルトを設定して行っており、堆積土の性

質及び遺構・遺物の検出状況から各地点の層序の対応関係は第 9。 10図のようになると判断している。

対応関係が認められない土層も多く煩雑であるが、強引に単一の層序関係に集約すると各地点の堆積

状況を的確に表現することができないと考えられたことから、以下の記述では層序呑号とともに地点

を併記している (例 :基本層序Bの Ic層 )。

<北西側谷部> 金浜 I遺跡北西側 (Ⅲ BoCグ リッド周辺)、 調査区を東西方向に走る沢跡 (調査時

には「沢跡A」 と呼称)を 中心とした範囲である。調査前は畑地として利用されており、斜面裾部か

ら沢跡上面は平坦に整地されていたが、沢跡周辺は上面が若干削平されていたのみで遺存状況は良好

であった。堆積状況は、基本層序A及びメインベルトAで確認している。検出面は2面で、陥し穴状

遺構 3基、竪穴住居 1棟、土坑10基、焼± 5基、柱穴列 1列、土器集中区3箇所などを検出した。遺

物はⅡ～Ⅳ層中から出土しているが、特にⅢ層からの出土が多い。縄文～古代の上器・製塩土器・鉄

淳がほとんどで、近世以降の遺物の混入は少ない。後述する遺物出土エリア①に対応する。
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1 調査概要
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第 4図 事業用地範囲図
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l 調査概要
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第 7図 遺構配置図 (1)
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1 調査概要

<北東側谷部> 金浜 I遺跡北東側の範囲 (Ⅲ D4d～ ⅢE9cグ リッド周辺)である。調査前には畑

地として利用されており、開墾の際に上面を大幅に削平されていたためI層 直下がⅦ・Ⅷ層となる状

況であつた。遺構は柱穴 1個 を検出したのみで、遺物もほとんど出上していない。

<西側尾根部> 金浜 I遺跡南西端及び金浜Ⅱ遺跡北西端の範囲 (Ⅲ C9。 10h～ j、 ⅣCl・ 2グ リッ

ド周辺)で、尾根上の平坦部と北東側及び南側谷部に連続する斜面部からなる。調査前は宅地として

利用されており、造成の際に上面を大幅に削平されていた。堆積状況はメインベルトBで確認してい

る。削平が著しいためほとんどの地点で I層直下がⅧ層となり、さらに水道管などの埋設物も残存し

ていた。検出した遺構は土坑 6基、柱穴 7個で、遺物は近世～現代の陶磁器が若干出上している。

<中央尾根部> 金浜 I遺跡南側中央及び金浜Ⅱ遺跡北側中央 (Ⅲ D8d～ ⅣD4jグリッド周辺)の範囲

で、尾根上の平坦部と北東側谷部に連続する斜面部からなる。調査前は宅地として利用されており、表

土 (Ia層 )直下でⅧ層に類似したにぶい黄褐色～浅黄色土 (Ib・ c層 )を確認したことから、当初は西

側尾根部と同様にⅧ層まで既に削平されているものと想定していた。しかし、斜面部を掘削したところ

Ic層 の直下から自然堆積と考えられる暗褐色土 (Ⅱ a層 )が検出されたため、確認のため平坦部で深掘

りを行ったところ、Ib・ c層 はⅧ層の掘り返し上を用いた盛上であることが確認されたため、重機によっ

てI層 を除去した。その結果、広範囲が沢状地形であることがわかり、この部分から遺構。遺物が検出さ

れた。その為、この沢跡を「沢跡B」 と呼称し、基本層序Bを設定して調査を行った。最終的には検出面を

2面確認しており、炭窯 1基、土坑 8基、溝 1条、性格不明遺構 2基、柱穴21個 を検出した。遺物はI層

で近世、Ⅱ層以下で縄文～古代に属するものが出土している。後述する遺物出土エリア②に対応する。

<東側尾根部> 金浜 I遺跡南東端及び金浜Ⅱ遺跡東側 (Ⅳ E2a～ ⅣE9gグ リッド)の範囲で、尾

根上の平坦部と北側に傾斜する沢状地形からなる。調査前に宅地として利用されていたため平坦部は

大幅に削平されていたが、沢状地形の遺存状況は比較的良好であった。堆積状況は基本層序Cで確認

しており、検出面は尾根部では 1面、沢状地形部分では2面確認した。検出した遺構は土坑16基、焼

± 2基、性格不明遺構 1基、柱穴 9個である。遺物は縄文・弥生土器の破片と鉄津が主体で、ほとん

どが沢状地形堆積土から出土している。後述する遺物出土エリア③に対応する。

<南側谷部> 金浜Ⅱ遺跡の中央から北側 (Ⅳ C区南側・ⅣD3グ リッドライン以南・VC・ D4グ
リッドライン以北)、 中央尾根部から連続する南側斜面部及び谷部 (沢跡)か らなる。調査前は宅地・

畑地として利用されており、斜面部は道路造成により大幅に削平されていた。とくにⅣD 8jグ リッド

以南は斜面部を掘削した後に盛土が行われていたため遺構・遺物は残存しておらず、後述する東端斜

面部とともにトレンチ調査のみで終了とした。

堆積状況は斜面部と谷部で大きく異なっていたことから、斜面部はメインベルトB、 谷部は基本層

序DoEで確認した。斜面部では 1面 (Ⅷ層)、 谷部では2面 (Ⅱ ・Ⅲ層)の検出面を確認しており、

陥し穴状遺構 2基、竪穴住居 2棟、掘立柱建物 l棟、炭窯 4基、土坑 5基、焼± 4基などを検出した。

遺物は谷部堆積上の主体となるⅡ・Ⅲ層から出上しており、出土量は今回の調査の約 7割を占めてい

る。VD2グリッドラインより北側が後述する遺物出土エリア④に対応する。

谷部堆積土は遺物包含層となっており、 I層 には近世以降の遺物が含まれるが、Ⅱ層以下には皆無

であることから、後世の改変を受けていないものと考えられる。Ⅱ層は主に古代の遺物を包含する層

で、遺構の検出状況から細分できる可能性はあったが、性質に変化が見られなかったことから同一色

調の上層を一括した。Ⅲ層はⅧ層再堆積土 (基本層序Dの 1層 )を挟んで2層 に分離することができ、

上位は縄文時代～古代遺物包含層、下位は縄文～弥生時代遺物包含層となっていた。鍵層となるD―

1層 が確認できた地点 (基本層序Dや VDleグリッド周辺)で は層位的な検出と取り上げを行ったが、
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Ⅳ 検出遺構

確認できなかった地点では両層を一括 して取 り上げを行つている。なお、Ⅲ層以下は谷部南側の湿地

帯の水面より低い位置にあったため常に湧水があ り、掘削は困難であつた。加えて層序確認用の トレ

ンチ (T3～ 10)で もⅣ層以下では遺構は検出されず、遺物 もⅢ層 との境界付近で若干 (約30g)出 土

したのみであったことから、Ⅳ層上面を遺構の最終確認面 とした。また、沢跡A・ Bでは十和田中抑

火山灰 (以下、To一 Cuテ フラとする)が混入する層が確認されていたが、南側谷部ではこれに対応

する層は確認できなかった。

基本層序A

6 L=14100m 6'

基本層序B
,

|,■1載

基本層序D

L=15200m

8   L=18200m  8'

基本層序A
1 10YR5/4に ぶい黄褐色 粘性やや強・ しま りやや密 表土

■ 10YR4/2灰黄褐色 粘性やや強 。しま り中 花商岩ブロック (ol-10411)10%含む

Ⅲ 10YR2/1黒色 粘性 。しま り共に中 花商岩ブロック (ゅ 1-3 1ul)10%含む 第一検出面・縄文―古代遺物包含層

Ⅳ 10YR4/2灰 黄褐―よOYR3/3Π 音褐色 粘性 。しま り共に中 I層 より粒子細か くサラサラと崩れる 花商岩ブロック (ol
-3 Dul)5%含む 第二検出面・縄文遺物包含層

Va 10YR4/2灰 黄褐色 粘性 。しま り共に中 Ⅳ一Ⅵ層の漸移層で暗褐色が強い

Vb 10YR5/3に ぶい黄褐色 粘性・ しま り共に中 Ⅳ―Ⅵ層の漸移層で黄色が強い

Ⅵ  10YR7/8黄橙色 粘性強 。しまり密 風化花闇岩層直上の水成堆積粘土層で沢跡の底面 花高岩ブロック (φ l-3111)
を均質に20%含む

基本層序 B

基本層序C

a 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト 粘性やや弱・ しまり密 耕作土か

b 25Y6/4にぶい黄色シル ト 粘性やや弱・ しまり密 盛土

c 25YR7/4浅 黄色シル ト 粘性やや弱 。しま り密 盛土

※ Ia― Ic層 は近現代に相当

a 10YR3/4暗 褐色シル ト 粘性やや弱・ しまり中

b 10YR2/3黒 褐色シル ト 粘性中・ しま り中 炭化物 (ゅ 5 DIl)1%混 入

「|||||||||:111'|三 101:||々 |

Ⅱ c 10YR2/2黒 褐色シル ト 粘性やや弱・ しまり中

※ Ⅱa― Ⅱ c層 は縄文―近世遺物包含層

皿 10YR2/1黒色シル ト 粘性中・ しまりやや密 第一検出面・縄文―古代遺物包含層

Ⅳ 10YR2/2黒褐色シル ト 粘性やや強 。しま りやや密 炭化物 (φ 5EII)3%、

風化花 蘭岩 (φ 2-5m)5%混 入 第二検出面

V 10YR3/3暗 褐色シル トに10YR4/3に ぶい黄褐色シル トが40%混入 粘性やや強・

しま りやや密 漸移層

Ⅵ  19YR5/8黄 褐色瑞質 シル ト 粘性強・ しま り密

基本層序 C
Ia 2 5Y5/4黄 掲色シル ト 粘性やや弱 。しま り密 耕作土か

Iも  25Y5/4黄 褐色シル ト 粘性やや弱・ しま り密 25Y6/41こ ぶい黄色プロック

(φ 3cl l)40%混 入 盛土

Ic 2 5V4/3オ リーブ褐色シル ト 粘性やや弱・ しまりやや密 盛土

※ Ia― Ic層 は近現代に相当

Ⅱ a 2 5Y4/6オ リーブ褐色シル ト 粘性やや弱 。しまり中

Ⅱb 2 5Y3 3暗 オ リープ褐色シル ト 粘性やや弱 。しまり中

Ec 2 5Y4/3オ リーブ褐色シル ト 粘性中 。しま りやや密

※ Ⅱa― Ⅱ c層 は縄文―近世遺物包含層

皿 10YR2/2黒 褐色シル ト 粘性 中 。しま り中 第一検出面

Ⅳ  10YR2/1黒 色シル ト 粘性中・ しま り中 古代―縄文遺物包含層

V 10YR2/3黒 褐色シル ト 粘性中・ しま り中 第二検出面

Ⅵ  10YR3/3暗 褐色シル ト 粘性やや強 。しま りやや密

Ⅶ 10YR5/6黄褐色シル ト 粘性やや強 。しま りやや密

基本層序D・ E
l 10YR5/3に ぶい黄褐色 粘性やや強 。しま り中 ナイロンなどを含む盛土層

■ 10YR5/2灰黄掲色 粘性 。しま り共に中 炭化物微量含む 中―下位で遺構検出

Ⅲa 10YR2/2黒褐色 粘性 。しま り共に中 Ⅵb層ブロック10%含 む 縄文―古代遺

物包含層・遭構検出面

皿b 10YR2/1黒色 粘性・ しま り共に中 縄文―弥生遺物包含層

Ⅳ 10YR5/2灰 黄褐色-10YR5/3にぶい黄褐色 粘性強 粘土

1 25Y6/4に ぶい黄色 粘性 中 。しま りやや疎 Ⅵb層の流土層で水成堆積

Ⅲa・ b層 を分ける鍵層だが部分的に しか存在 しない

2 25Y8/8黄色 粘性・ しま り共に中 Ⅷ層の流土層 1層 より粒子細か く粘性 も

強い 部分的に酸化鉄や黒褐色土を含むが均質ではない

3 10YR1 7/1黒 色 粘性強・ しま り中 泥炭層的な粘土層 水成堆積で酸化鉄含む

4 10VR8/8-8/3灰 自色 粘性やや強・ しま りやや疎 風化花磁岩堆積層で粒子粗 く

駿化鉄多 く含む

※ 2-4層 は調査区南西側 (Ⅳ C区)にのみ局地的に分布する

Ｄ
Ｏ

Ｄ
。
Ｆ
『
〕

0        1:50       2m

第 9図 基本層序
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Ⅳ 検出遺構

VD2グ リッドライン以南は湿地帯となってお り、重機によリトレンチ掘削を行ったが、 I層 直下

でグライ化 した湿原土壊となり、遺構 。遺物は検出されなかった。前年度試掘調査でもこれより南側

の トレンチでは同様の状況であることが確認されているため、この範囲については遺構・遺物が検出

される可能性は低いと判断し、 トレンチ調査のみで終了とした。

<束端斜面部・谷部> 金浜Ⅱ遺跡東端の範囲 (ⅣE6グ リッドより南側)で、東向き斜面部及びそ

の裾に広がる平坦な谷部からなる。斜面部は宅地へ通 じる道路を造成する際に削平されてお り、大半

の地点でⅧ層の下位層である花商岩の岩盤層が露出している状況であった。また、谷部についても前

年度試掘調査の結果から湧水が著 しいことがわかってお り、斜面の傾斜角度及び土壌の状況からこの

地点に遺構が存在する可能性は低いと考えられた。確認のため道路を挟んで上下の斜面及び谷部に10

本の トレンチを設定 して掘 り下げを行ったが (第 4・ 6図 )、 結果として斜面部では地表面から10～ 30

cmで岩盤層に到達 し、谷部では I層直下からグライ化 した土壌が堆積 している状況が確認されたのみ

であった。遺構は検出されず、遺物 もごく少量の上器と石器が出上 したのみであることからこの周辺

約1,000旨 については トレンチ調査のみで終了とした。 (村 田)

陥 し穴状遺構

金浜 I遺跡で 3基、金浜 Ⅱ遺跡で 2基検出した。

1号陥 し穴状遺構 (第 11・ 52図 、写真図版 5)

<検出状況> ⅡC7bグ リッドに位置する。 1号土器集中区の精査後に、基本層序Aの Ⅳ層下位で検

出した。他遺構 との重複関係は無 く、沢跡に直交 して掘削される。

<形状・堆積土> 平面形はN-59° ―Wに長軸をとる溝形で、上面規模は3.91× 0.57mである。横断

面形はY字形だが、本来は細長いU字形であったと考えられる。縦断面形は東壁が内湾 しながら立ち

上がるフラスコ状で、底面の深さは自然地形に沿う形で西側が高 くなる。深さは最深部で1.28mで あ

る。堆積土は黒褐色土を主体に 5層 に細分される。壁面崩落上である褐色土ブロックと周辺からの流

入土が堆積を繰 り返す状況から、自然堆積により遺構が埋没 したと考えられる。

<出土遺物> 縄文・弥生土器の細片が108g、 地積土上位から石錘 (222)が出上 している。

<性格 と年代 > 構造的に陥し穴 として機能 していたと考えられる。堆積土上位にTo― Cuテ フラブ

ロックが混入 していること、石錘が出土 していることから縄文時代後期には埋没が進行 していたと考

えられる。

2号陥 し穴状遺構 (第 11図、写真図版 6)

<検出状況> ⅢC7eグ リッドに位置する。基本層序Aの Ⅲ層中～下位で検出した。他遺構 との重複

関係は無 く、沢岸部分に沢跡 と平行 して掘削される。

<形状・堆積土> 平面形はN-67°―Eに長軸をとる溝形で、上面規模は1.75× 0,37mで ある。横断面

形はU字形である。縦断面形は東西壁面がやや外傾 しながら立ち上が り、底面の深さは自然地形に沿う

形で西側が高 くなる。深さは最深部で0。 47mで ある。堆積土は 2層 で、壁面崩落上であるにぶい黄褐色

土ブロックと周辺からの流入土が堆積 している状況から、自然堆積により遺構が埋没したと考えられる。

<出土遺物> 細片 となった縄文・弥生土器が7.lg出土 している。

<性格 と年代> 構造的に陥し穴として機能していたと考えられる。この形状の陥し穴は縄文時代に

多 く確認されてお り、本遺構 もこの時代に属すると考えられる。
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2 陥し穴状遺構

1号陥し穴状遺構

L=18 600mS

3号陥し穴状遺構

B
⑥

L=15 900mS

4号陥し穴状遺構

L=16 000mS

2号陥し穴状遺構

L=18200m

次′耳

1号陥 し穴状遺構

1 10YR1 7/1黒色シル ト 粘性 。しま り共に中

2 10YR2/2黒 褐色シル ト 粘性中 。しまりやや疎

3 10YR2/3黒 褐色シル ト 粘性中・ しまりやや密

To Cu?ブ ロック (φ l-2 cn)5%混 入

4 10YR2/2黒 褐色シル ト 粘性中・ しま りやや密

5 10YR2/2黒 褐色シル トと10YR4/6褐 色ブロック

(ゅ 3-5 cm)が 6:4の 割合で混合 粘性中・

しま りやや密

3号陥 し穴状遣構

1 10YR2/2黒 褐色 粘性・ しまり共に中

2 10YR5/4に ぶい黄褐色 粘性・ しま り共に中

Ⅳ層の再堆積層

3 10YR3/2黒 褐色 粘性・ しまり共に中

4 10YR2/2黒 褐色 粘性 。しま り共に中

(ゅ 1-2all)10%混入

3 10YR2/2黒 褐色 粘性 。しま り共に中 大型のⅥb層

ブロック混入

4 10YR5/3に ぶい黄褐色 粘性 。しま り共に中 Ⅳ層の

再堆積層で、Ⅵb層ブロック 5%混入

※全体に粒子細かい。部分的に しまりもあるが全体 とし

てやや密度は低い

s'F覧係か禁桑鮮、黄褐色糾。しまり知こ中Ⅳ層の
再堆積層で、Ⅵb層ブロック 5%混入

2 10YR3/2黒 褐色 粘性 。しま り共に中 Ⅵb層ブロック

2号陥 し穴状送構

1 10YR5/3に ぶい黄褐色 粘性やや強 。しま りやや密

黄橙色プロック混入

2 10YR2/3黒 褐色 粘性中 。しまりやや密

0               1:50             2rn
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5号陥し穴状遺構

Li16 200mS

Ⅳ 検出遺構

5号陥 し穴状遺構
1 10YR5/3に ぶい黄褐色 粘性 。しまり共に中 Ⅷ層ブロック

(ゅ 1-3 EI)20%含み、下位ほど粒径が大きい

2・ 3層 よりしまりは強い

2 10YR6/8に ぶい黄橙色 粘性・ しま り共に中 Ⅷ層ブロック

15%含みやや黄色がかる 1・ 3層 より粘性あ り

3 10YR3/2黒 褐色 粘性 。しま り共に中 Ⅳ層再堆積層でⅧ層

ブロック10%混入

※ 4号陥 し穴状遺構に比べてⅧ層ブロックの混入が多いため

色調が黄色がかる

第12図  5号陥し穴状遺構

3号陥 し穴状遺構 (第 11・ 51図 、写真図版 6)

<検出状況> ⅢC5h・ iグ リッドに位置する。基本層序Aの Ⅳ層下位で検出した。他遺構 との重複

関係は無 く、沢跡と平行 して掘削される。

<形状・堆積土> 平面形はN-59° ―Wに長軸をとる溝形で、上面規模は3.73× 0。 36mである。横断面

形は細長いU字形で、縦断面形は東壁が大きく内湾する一方で西壁はやや外傾 しながら立ち上がる形状

である。底面の深さは自然地形に沿って西側が高 くなり、深さは最深部で1,15mと なる。堆積土は黒褐

色上を主体に4層 に細分 した。堆積上の大半を流入土である黒褐色シル トが占め、横断面形から壁面

崩落も余 り確認されないことから、西側から黒褐色土が短期間に流入 し遺構が埋没 したと考えられる。

<出土遺物> 縄文・弥生土器の細片5。 2gと 磨製石斧 (215)が 1点出土 している。

<性格と年代> 構造的に陥し穴として機能していたと考えられる。この形状の陥 し穴は縄文時代に

多く確認されており、出土遺物を考慮して本遺構もこの時代に属すると考えられる。 (高橋 )

4号陥 し穴状遺構 (第 11図、写真図版 6)

<検出状況> ⅣD6gグ リッドに位置する。検出面はメインベル トBのⅦ層で、2号竪穴住居の貼床

断ち割 リトレンチ内の断面観察によって存在を確認 した。当初本遺構の 1層 を2号竪穴住居の床面構

築土をみなしており、貼床の断面図作成の為に幅広の トレンチを設定 して掘 り下げを行っていたこと

から、本遺構の東側約 1/3については上面を大幅に削平 してしまった。

<形状・堆積土> 平面形はN-66° ―Wに長軸をとる溝形で、上面規模は3.78× 0。 28mである。横断

面形はV字形で、西側壁面はほぼ垂直に立ち上がる。縦断面形は箱形で、底面の凹凸は少なく、壁面

もほぼ垂直に立ちあがる。深さは最も深い中央付近で0,86mである。堆積土は4層 に細分した。いず

れも地山ブロックを含む流土で、自然堆積と考えられる。

<出土遺物> 遺物は出土していない。

<性格と年代> 構造的に陥し穴として機能していたものと考えられる。出土遺物は皆無であるが、

2号竪穴住居との重複関係及び形状から縄文時代に属するものと判断した。

5号陥し穴状遺構 (第 12図、写真図版 6)

<検出状況> ⅣD6gグ リッド付近に位置する。検出面は基本層序BのⅦ層で、2号竪穴住居の貼床

一
等
´

一】一， 】一， 一ヽ

盛
報
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3 竪穴住居

除去後に検出した。 2号竪穴住居内の貼床除去作業中、前述の 4号陥し穴状遺構と同様の溝形プラン

を確認 した為、同様の遺構の可能性を想定 して 2号竪穴住居の精査終了後土層観察用ベル トを設定 し

て掘 り下げを行った。

<形状・堆積土> 平面形はN-76° ―Wに長軸をとる溝形で、上面規模は3.30× 0。 18mである。南壁

中央から西側は崩落によって若千上面が広がっている。横断面形はV字形で、両壁 ともほぼ垂直に立

ちあがる。縦断面形は本来逆台形状であったと考えられるが、上部は崩落 してお りほぼ垂直に立ちあ

がる。深さは最 も深い中央付近で0,73mである。堆積土は 3層 に細分 した。遺構上面には 2号竪穴住

居の構築時に床面構築上が充填されているが、遺構内には及ばず全て自然堆積であった。

<出土遺物> 2層 中から製塩土器の破片が8.3g出土 してお り、 1点掲載 した (296)。

<性格と年代 > 構造的に陥し穴として機能 していたものと考えられ、 2号竪穴住居 との重複関係及

び形状から縄文時代に属するものと判断した。

3竪 穴 住 居

(村 田 )

金浜 I遺跡で 1棟、金浜Ⅱ遺跡で 2棟検出した。

1号竪穴住居 (第 13・ 14図、写真図版 7)

<検出状況> ⅢB6・ 7h・ iグ リッドに位置する。平成20年度は直上に位置する高圧電線用の鉄塔

が撤去されていなかったため、Tl・ 2内のみ精査を行っている。 トレンチ内では基本層序Aの Ⅲ層

で検出してお り、他遺構 との重複関係は認められなかった。鉄塔の撤去後、平成21年度に基礎部分を

残 して I層 を除去 したところ、方形の黒色プランとして検出した。北西壁カマ ド付近で21号土坑 と重

複関係にあり、本遺構が21号土坑を壊す形で構築されている。

<形状・堆積土> 平成20年度調査の段階では方形プランの竪穴状遺構であるとしか判断できなかっ

たが、平成21年度の調査によってカマ ドを有する古代の竪穴住居であることが判明した。

北東コーナー部が鉄塔基礎により壊れていること、北東壁が削平されていることにより明確ではな

いが、平面形は方形と考えられる。残存部分の上面規模は4,36× 4.12m、 検出面からの深さは最大で

0.84m、 床面積は13.12∬である。

堆積土は10層 に細分 した。殆どを基本層序大のⅢ層を起源とする黒色土が占めていることから本遺

構廃絶後徐々に自然堆積が進行 し、その後南西側斜面から黒色土が短期間に流入 し埋没 した可能性が

ある。床面のほぼ全域で貼床が敷設されてお り、 2種類の貼床が確認できた。いずれも上面は非常に

硬 く硬化 している。このうち貼床 1は地山 (基本層序AのⅥ層)と 考えられる色調や性質であったが、

床面を断ち割って断面観察をしたところ、本層の直下に土坑 (SK01)が存在すること、堆積が薄い部

分はTl付近のみで、北東側に行 くにつれて同様の性質のものが厚 くなってい くことから貼床 と判断

した。なお、貼床 2については貼床 1の 凹みを埋めるために敷設されたものと考えられる。

カマ ドは北西壁に設置されていた。礫を芯材に使用 した袖をもつカマ ドで、本体部から煙出しまで

の遺存状況は良好であった。煙道の長軸をもとにした主軸方位はN-49° ―Wである。

燃焼部焼土は35× 32cmの 隅丸方形状で、被熱深度は 5 cm程度である。色調は明るく下位ほど混和物

が無 く均質であることから現地性 と考えられるが、上位には袖や被覆粘上の崩落土 と考えられる地山

ブロックや黒色土が多量に含まれてお り、住居廃絶直前に上面を均 している可能性 もある。袖部は花

聞岩及び凝灰岩を4～ 6個芯材 として使用 し、さらにⅥ層やⅢ層の掘削土を用いて構築 している。袖

部は使用された上の性質と被熱の影響で表面はもろく砕けやすい。天丼部には51× 24cmの花南岩が 1
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1号堅穴住居

L=19600m

L=19700m

500m6

暉
＝
中９
８
Φ日
∽

Ⅳ 検出遺構

0              1150             2=n

◎ 田

L=20一中轟ⅧⅧⅧ卜n ttmけ '

一一‰
堆積土 (A― A' ・ B―B')
1 10YR1 7/1黒 色 粘性・ しま り共に中 地山ブロック (ゅ 1-3 4ul)5%含 む 皿層起源で根境乱多い

2 10YR1 7/1黒 色 粘性・ しま り共に中 地山ブロック15%、 炭化物 5%含む  1層 と起源は同 じだが、 1層 との境界で遺物が出土することか ら分層 した。

3 10YR6/3に ぶい黄橙色 粘性やや弱・ しま り中 やや砂質 地山ブロック (ゅ 1-2 ald)5%、 10YR2/1黒 色土ブロック15%含 む

4 10YR1 7/1黒 色 粘性やや強・ しま り中 自色火山灰 (To a?)と 黄色砂 (ol-2 atll)各 5%含む 南側には白色火山灰をほとんど含まない

5 10YR3/1黒 色-10YR3/2黒褐色 粘性 。しま り共に中 色調以外は 2層 と同じ

6 10YR1 7/1黒 色 粘性・ しま り共に中 5YR6/8橙色焼±20%含む 中央か ら北側にのみ堆積

7 10YR1 7/1黒 色 粘性やや強・ しま り中 遺物・焼土包含層 4層 と異な り白色火山灰含まない

8 10YR1 7/1黒 色 粘性・ しま り共に中 地山プロック (ol-3 Hul)5%含む Ⅲ層起源

9 10YR3/2黒 掲色 粘性やや強・ しま り中 地山ブロック (ゅ 5-20411)10%含 み 8層 より明るい

10 10YR2/1黒 色 粘性やや強 。しま りやや密 地山ブロック20%含む (周 溝内堆積土 )

11 10YR3/2黒 褐色 =カ マ ド・煙道15層

12 10YR2/2黒 褐色に地山ブロック多量に含む粘土 粘性強 。しま りやや密 焼土・炭化物多量に含み、他に砂鉄微量、風化花南岩小ブロック少量含む

(― 貼床 1、 SK01も ほぼ同様の堆積土)

13 12 10YR2/2-3/2黒 褐
鍮分的忙棄と彪とそ縮 り袢沸電あ亀紀歴豊舟万累岩ち与

0%含 む (=貼床 2) 全体的に硬 く、底面付近に焼土や炭化物の微細粒を含む。
Lて いた可能性がある。

14 10YR2/1黒 色 粘性・ しま り共に中 Ⅲ層を使用 した住居壁面あるいはⅢ層の流土層

15 10YR4/4褐 色 と10YR5/8黄 褐色粘質上、1042/1黒色土が 4:3:3の 割合で混合 粘性やや強 。しま りやや密

16 10YR3/2黒 褐色 粘性 。しま り共に中 地山ブロック10%含 む (21号土坑堆積 土、この他10YR2/1黒 色土 と10VR7/8黄 橙色上が互層に増積)

鍮

Φあ奮
/c)へ「貼床2

第13図  1号竪穴住居 (1)
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3 竪穴住居

◎ 0

|

|

|

|

L=20000m8 D'
O

0              1:25             11n

カマ ド・煙道 (C― C' ・ D― D')
1 10YR3/1黒 色-1043/2黒 褐色 =堆 積± 5層
2 10YR2/1黒 色 粘性やや弱 。しま りやや疎 焼土・炭化物・地山ブロックあわせて30%含む
3 10YR1 7/1-2/1黒 色 粘性・ しま り共に中 焼土・ 地山プロック (ゅ l E Dl)各 5%含んでお り、 4層 より色調明るい

4 10釈17/1黒色 粘性弱・ しま り疎 粒子粗 く締ま りほとんど無 し

5 10釈 3/2黒褐色に2 5YR5/8橙色焼±50%含む

6 10YR7/8責 橙色粘土をベースにⅢ層起源の黒色±20%と 壁面の被熱部分 5%含む 粘性やや強 。しま りやや疎
7 10YR1 7/1黒 色 粘性弱・ しま り疎 粒子粗 く締ま りほとんど無 し

8 10YR1 7/1黒 色 粘性 。しま り共に中 中央に2 5VR5/6明 赤褐色焼±40%含む
9 10YR1 7/1黒 色 粘性弱 。し汝り疎 上部に天丼崩落土含む 混和物ほとんど無 し

10 10YR2/1黒 色-10YR3/2黒褐色 粘性 。しまり共に中 地山プロック (φ l-3 4ul)20%含む カマ ド本体部の裏込め

11 10YR7/8黄 橙色粘土 粘性やや強 。しま りやや密 地山より粘性強いカマ ド本体部の裏込め 黒色土少量含む

12 2 5YR5/8明 赤褐色焼土 粘性中 。しまりやや密 色調は明るいが、地山ブロックと黒色土を多量に含んでお り色調は斑状

13a 10YR2/1黒 色 粘性強・ しま りやや密 焼土 。炭化物 。地山プロック (ゅ 1-3 EI)あわせて40%含む 住居使用面 (=床 面)であ り、上面は硬化 している

13b 10YR4/3に ぶい黄褐色 粘性 。しま り共に中 地山ブロック (φ 3-5 aI)5%含 む

14 10YR5/4に ぶい黄褐色-loYR78黄 橙色 粘性中・しま りやや密 焼土・炭化物・地山粘土 (ゅ 10ml程度)ブ ロック多量に含み、上面は固く締まる 貼床 1と 連続
15 10YR3/2黒 褐色 粘性・しま り共に中 焼土・地山ブロック各10%含 む

Pit l(E― E' )
1 7 5YR5/6明 黄褐色シル トに炭化物 5%混入 粘性やや強・ しま りやや密
2 10YR5/6黄 褐色シル トと10YR4/4褐 色シル トの混合土 粘性やや強 。しまりやや密

Pit2 (F― F' )
1 10YR4/4褐 色シル トと10YR3/3暗 褐色シル ト、10YR5/6黄 褐色シル トが 5:3:2の 割合で混合 粘性やや強・ しまりやや密

Pit3 (G― G' )
1 10VR1 7/1黒色 粘性やや強 。しま り中 地山ブロック (o2-101111)5%、 炭化物微量含む

-24-
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Ⅳ 検出遺構

個残存しており、上面には礫を被覆する粘土も若干残存していた。

煙道は到 り貫き式で、本体部端 (天丼石残存部直下)か ら煙出し底面までの長さは1。 3mである。煙

道は本体部端から約13度 の角度で下つていくが、1.lmの地点でわずかに高まりそこが煙出しとの境

界となっている。煙出しは斜め方向に掘削されて煙道の端部につながっていく。

堆積土は燃焼部焼土と袖部構築土を含めて15層 に細分した。煙道・煙出し内にはⅢ層起源と考えら

れる黒色上が堆積しており、そのなかに被熟によりもろくなった天丼や壁面の崩落上が混入する。本

体部付近もⅢ層起源の黒色土が主体となって堆積しており、燃焼部から流出したと考えられる焼土粒

を含む土層が多く確認できる。

カマド以外の付属施設として上坑 1基・ピット3個・周溝を検出した。SK01は カマド脇に設置され

た土坑であるが、上面を貼床 1で覆われていたため貼床除去段階で発見した。上面規模は1.08× 0.68

mで西側底面に0,41× 0,33mの 小ピットが掘削されている。ピットについてはSK01内のものを含めて

配置をみるといずれも本住居の柱穴とも考えられるが、Pit 3な どは非常に浅いため若干問題は残る。

周溝は北西壁コーナー部から南東壁中央付近にかけて周溝が掘削されているが、ほとんどの地点が10

cm以下と浅い。

<出土遺物> 土器は縄文・弥生土器が83.3g、 土師器力認,062.3g、 土製支脚・製塩土器が2,605。 6g

出土している。カマ ドの燃焼部及び前庭部一帯・床面直上及び貼床 l内からの出上が多く、とくにカ

マド付近からは土師器甕や製塩土器・土製支脚の破片がまとまって出土している。今回は土師器杯 3

点 (1～ 3)。 甕 8点 (4～ ■)。 礫石器 2点 (230・ 231)。 鉄釘 1点 (254)・ 羽口 1点 (265)。 土製支

脚 6点 (285～ 290)・ 製塩土器 5点 (29卜 292・ 298～300)を掲載した。その他には鉄淳が150.5g(う

ち含鉄鉄津 3:42.Og、 流状淳3:108。 5g)出土している。

<性格と年代> カマドを有することから古代に属する竪穴住居と判断した。床面直上及び貝占床内か

ら平安時代に属する土師器や製塩土器が出上していることから、平安時代に構築 。使用されたと考え

られる。製塩土器や支脚の出土量が多く、本遺構 (あ るいは本遺構の住人)が土器製塩に関連した施

設である可能性がある。 (村田・高橋 )

2号竪穴住居 (第 15図、写真図版 8)

<検出状況> ⅣD6g・ hグ リッドに位置する。検出面は基本層序Bの Ⅶ～Ⅷ層で、道路部分の立ち

割リトレンチ内で土器や焼土が疎らに散布する堆積土を確認したことから、土層観察用のベルトを残

して I層 を除去したところ、 3号竪穴住居と連続するにぶい黄褐色の長方形プランとして検出され

た。当初はこのプランを一連のものと捉えていたが、複数の上層観察用ベルトを残して掘り下げを行っ

た結果、 2棟の竪穴住居が重複しており、わずかに残存するコーナー部及び堆積上の新旧関係から本

遺構が 3号竪穴住居を壊して構築されていることが判明した。

<形状・堆積土> 大部分が道路造成時に削平されており、カマドを設置していた北壁周辺のみ残存

していた。全形は不明であるが、斜面に併行する北東壁の長さに対して直行する斜面の長さが短いこ

と及び残存するコーナー部が比較的直角に屈曲していることを考慮すると、斜面に平行して長軸をと

る長方形プランであったと考えられる。規模も不明であるが、北壁は7.6mである。床面は若干凹凸が

あるが、ほぼ平坦に整えられている。底面には焼土や炭化物が散布しており、部分的に集中域を形成

する。しかし、現地性と考えられる焼土は2箇所のみであり、その他は使用・廃棄に伴う二次堆積の

焼上である。削平の影響で堆積土は薄く、 4層が確認できるのみであった。基本的にⅦ・Ⅷ層起源の

にぶい責褐色土系の土であり、斜面上方からの流れ込みによる自然堆積と考えられる。
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3 竪穴住居

2号堅穴住居

路

+7,

黒色変色範囲

L=16200m

2号堅穴住居・道路部分ベル ト (a― a' ・ A― A')
1 10YR4/3-5/3に ぶい黄褐色 粘性中・ しま りやや密 Ⅵb層ブロック (ol-2111)10%、 焼± 3%含む
2 10YR6/4に ぶい黄橙色 10釈4/3にぶい黄褐色土ブロック30%含む
3 10VR5/3に ぶい黄褐色 粘性中 。しまりやや密 焼土ブロック20%含む Aラ インより北側に分布
4 10YR5/3に ぶい黄褐色 と10YR6/2に ぶい黄橙色の混合土 粘性中・ しまりやや密
※ 4a層はにぶい黄褐色上、 4b層はにぶい黄橙色土主体で若千 4b層の色調が明るい

煙道 (B― B')
1 10YR3/2黒 褐色 粘性 。しま り共に中 Ⅵb層ブロック 5%含む
2 10YR5/2灰 黄褐色 粘性 。しま り共に中 Ⅵb層ブロック 5%含む
3 10YR7/4に ぶい黄橙色 粘性・ しま り共に中 Ⅳ b層再堆積層
4 10YR4/2灰 黄褐色 粘性やや強・ しま り中 Ⅵb層ブロック多く含む 埋め戻 し土か

5 10YR5/2灰 黄褐色 粘性 。しま り共に中 Ⅵb層プロック 5%含む
6 10YR7/4に ぶい黄橙色  3層 と性質は同じだが、境界に薄い黒褐色土層 (厚 さ 2 cll程度)が あるため分層
7 10VR4/2灰 黄褐色 粘性・ しま り共に中 Ⅵb層ブロックlo%含 む 6層 より粒子粗 くしま りも弱い

8 10YR3/2黒 褐色 粘性 。しま り共に中 Ⅵb層ブロック 3%含む  1層 より粒子紳かい

焼土 (c― c')
1 7 5YR7/8黄橙色 粘性 。しま り共に中 粒子細かい現地性焼土

貼床 10YR3/2黒褐色 と10YR6/3に ぶい黄橙色の混合粘質上でⅥb層ブロックを30%含む 煙道周辺のみ敷設

0                  1:80                4m

L=16700m6

L=17 000mS

C― C'                  m

その他                    m

otFl

浄 〆

3号堅穴住居

42号土坑
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Ⅳ 検出遺構

<カ マド> 煙道及び煙出しのみ残存していた。当初は本体部にあたる部分に堆積していた焼土と炭

化物が鍛冶に関連して生成されたものと考えながら記録を行っていた。しかし、土壌中に鍛冶関連活

動で生成される鍛造剥片が認識できず、加えて本遺構の斜面上方で柱穴状のプラン、焼土・炭化物の

集中範囲の直下から上面が潰れた状態の煙道状の開口部が検出されたことから、検出状況の記録を

行った後に開口部から柱穴状プランまでの立ち割りを行った。その結果、本体部は既に消失していた

が、これらのプランは本遺構に伴う煙道と煙出しであることが判明した。煙道は到 り貫き式で、煙出

しを含めた残存長は0。 77m、 煙道の長軸を基準とした主軸方位はN-37°一Eである。煙道の横断面形

は、垂直方向力謝Oclll、 水平方向が■clllの精円形である。

煙道内堆積土は8層 に細分した。天丼部の崩落層 (3層 )や斜面上方からの流入土 (1,7層 )と

ともに本住居廃絶時の人為的埋め戻し上の可能性がある堆積土 (4層 )も確認できる。

<出土遺物> 土器は縄文・弥生土器396g、 土師器1,512.8g、 須恵器71.3g、 製塩土器385。 2gが出土

しており、このうち土師器イ 2点・甕 6点、須恵器瓶類 2点、製塩土器 3点 を掲載した (12～ 21・

301・ 302,304)。 また、土師器甕と製塩土器の破片を各 1点胎土分析試料とした (試料番号 8・ 9)。

この他、焼土・炭化物集中域から砥石が 1点出上している (241)。

3号堅穴住居

L=16500m L=16800m

0◎ ポ

ポヽ

堆積土 (A―A')
1 10YR5/3に ぶい黄褐色 粘性中 。しま りやや密 Ⅷ層ブロック (ol-2111)10%含 む

2a 10YR6/3に ぶい黄橙色 粘性中 。しま りやや密 Ⅷ層ブロック (ゅ 1-2 1El)と 炭化物

(ゅ 1-3 1un)を それぞれ 5%含む

2b 10YR6/3に ぶい黄橙色 粘性やや強・ しま りやや密 Ⅶ層ブロック (ol■ 2Ш)と炭化

物 (ol-3 11un)を それぞれ 5%含む

3 10YR1 7/1黒 色 粘性中 。しま りやや疎 炭化物 (φ 3-151ul)少 量、焼± 3%含む

4 10YR3/2灰 自色 粘性 。しま り共に中 Ⅷ層を用いた床面構築土

※ 4層 上面の被熱痕跡は弱 く、焼土層 も形成 されていないことか ら使用回数は少ないと考えられる

カマ ド (C―C')
1 10YR6/3に ぶい黄橙色 粘性 。しま り共に中 Ⅷ層ブロック (ゅ l Hal)3%含 む

2 10YR3/2黒 褐色 粘性・ しま り共に中 Ⅷ層ブロック10%含 む

3 10YR5/2灰 黄褐色 粘性・ しま り共に中 にぶい黄桂色土プロック少量含む

0               1:25              1rn
A―A'

0              1:50            21n

日

８

聟

】

＝

ロ

第16図  3号竪穴住居
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3 竪穴住居

<性格と年代> 当初は平面形と焼土の分布状況から工房跡の可能性を考えて精査を行ったが、カマ

ドを有していたことと鉄津や鍛造剥片など鉄生産関連の遺物が出土しなかったことから最終的には古

代の竪穴住居と判断した。重複関係にある8世紀中葉から9世紀代と考えられる3号竪穴住居より新

しいことから、 8世紀後葉以降に構築・使用されたものと考えられる。

3号竪穴住居 (第 16図、写真図版 9)

<検出状況> ⅣD6。 7iグ リッドに位置する。検出面は基本層序Bの Ⅶ～Ⅷ層で、 2号竪穴住居と

合わせてにぶい黄褐色の長方形プランとして検出した。遺構の確認状況については2号竪穴住居の項

で述べた通りであり、堆積土の性質は類似していたが 2号竪穴住居の東側コーナー部が本遺構の壁面

を狭り込んでいる状況が確認できたことから本遺構の方が古いと判断した。

<形状・堆積土> カマド付近のみ検出された為全形・規模は不明である。わずかに残る南側コーナー

部の屈曲状況から方形プランになると考えられる。床面はⅧ層を平坦に整えて造られているが、カマ

ド本体部の周辺のみ平坦ではなく斜面上方に傾斜するように削られており、部分的にⅧ層を用いた貼

床状の堆積も認められた。堆積土は上位が 2号竪穴住居と同様のにぶい黄褐色土系の上、下位は炭化

物を含む黒色土で構成されており、主に3層 の分布範囲から2棟の範囲の判別を行った。

1号掘立柱建物

(普 8)ulozラ g (普 8)mgレ老

―
◎ ∈》6

‐
◎
Ｐ８８

P89

澪
③と__二二竺 (:)

1  242cm ω 剰   |

L=11800m

L=H400mS P35

1号桐立柱建物
P85・ 86

1 10YR5/3に ぶい黄褐色 粘性中 。しまりやや密 Ⅲ層崩落土を少畳含む

P87
1 10YR5/3に ぶい黄褐色 粘性中 。しまりやや密

2 10YR3/2黒 褐色 粘性 。しまり共に中
3 10YR2/2黒 褐色 粘性やや強 。しまり中

0                   1:60                  3rn

10YR5/2灰 黄褐色 粘性 。しま り共に中 にぶい黄褐色土プロック少量含 む

10YR3/2黒 褐色 粘性・ しま り共に中

10YR5/2灰 黄褐色 粘性・ しま り共に中

10YR5/1褐 灰色 冶性 。しま り共に中 Ⅲ層崩落土微量含む

P86S'
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Ⅳ 検出遺構

<カ マ ド> 本体部は消失 しており、煙道と煙出しのみ残存 していた。本体部及び前庭部と考えられ

る範囲には土器片・炭化物・焼土粒が散布 していたが、サブ トレンチを設定 してこの部分の立ち割 り

を行っても燃焼部焼土は確認されなかった。一方、上面を42号土坑に削平されていることを除くと煙

道と煙出しの遺存状況は良好であった。煙道は今Jり 貫き式で、煙出しを含めた残存長は1.25m、 煙道

の長軸を基準 とした主軸方位はN-66° 一Eである。煙道は、本体部狽1か ら38cmの地点までは28度の角

度で下つていくが、反対にそこから煙出し底部までは 7度の角度で上っていく。

煙道内堆積土は 3層 に細分 した。本体部の状況からカマ ドは本遺構の廃絶時に意図的に壊された可

能性が考えられるが、煙道内の堆積状況からそのことを示す情報は得られなかった。

<出土遺物> 土師器力�55。 2g出土しており、このうち甕 1点 を掲載した (22)。 その他煙道付近か

ら支脚または袖の芯材として使用されたと思われる自然礫が 1点出土している。

<性格と年代> カマドを有することから古代に属する竪穴住居と判断した。出上した土師器は非ロ

クロ成形の奏のみであるため年代の根拠とするには弱いが、 2号竪穴住居との重複関係及び煙道の直

前の炭化物について実施した△MS年代測定の結果 (1,220± 30yrBP)も 含めて、 8世紀中葉から9

世紀の間に構築・使用されたものと考えておきたい (第Ⅵ章第 5節参照)。

4掘 立 柱 建 物

金浜Ⅱ遺跡で 1棟検出した。

1号掘立柱建物 (第 17図、写真図版10)

<検出状況> ⅣD10f・ gグ リッドに位置する。検出面は基本層序Dの Ⅱ層中位で、柱穴群内に等間

隔で並ぶ小型の柱穴列として認識した。区画内に12号焼上が存在するが、検出状況から本遺構の方が

新しいと判断できる。

<形状・規模> 柱穴の配置から2間 ×1間の建物跡であつたと推定される。 1尺 を30。 3cmで換算し

た場合、桁行は 1間が242cm(8尺 )、 梁行は 1間 となる。柱穴は残存状況により規模は様々であるが、

いずれの柱穴でも柱痕跡を確認することはできなかった。

<出土遺物> P87か ら土師器10g、 P88か ら縄文・弥生土器1.3gが出上しているが、いずれも細片の

為図示することができなかった。

<性格と年代> 検出面から古代以降に属すると考えられる。性格については推定となるが、仮に周

辺に位置する鉄生産関連炉や炭窯と同時期のものとすれば、鉄素材あるいは木炭の貯蔵用施設である

可能性がある。

5 鉄 生 産 関 連 炉

金浜Ⅱ遺跡で 1基検出した。

1号鉄生産関連炉 (第 18図、写真図版■・12)

<検出状況> ⅣD9eグ リッドに位置する。検出面はⅡ層中位で、焼土や鉄淳・炉壁の細片が集中す

る不整形プランとして検出した。他遺構との重複関係は無く、単独で存在する。

<形状・堆積土> 検出段階でプランが不明瞭であった為、Ⅱ層に相当する焼土 。鉄淳等の集中範囲

を中心に十字にサブトレンチを設定して掘り下げを行った。その結果、集中範囲の直下にブロック状

の橙色焼上が存在することが確認されたことから、焼土・鉄淳等の集中範囲の直下に鉄生産に関連す
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5 鉄生産関連炉

1号鉄生産関連炉

検出状況

焼土・鉄滓・炉壁片の集中範囲 (■ 層)

本体部検出

炉底面検出

逮元範囲 (11層 )

L=12800m

A'
③

A'
◎

8

9

A
◎

1号鉄生産関連炉

1 10YR5/1褐灰色 粘性 。しま り共に中 Ⅱ層起源で焼土・炭化物

ブロック少量含む

2 10YR4/1-5/1褐灰色 粘性弱 。しま りやや密 鉄滓・ 炉壁25%合む

3 10YR3/2黒 褐色 粘性やや弱 。しまりやや疎 鉄滓・羽 口・炉壁片

多量に含む 炉の崩壊過程で形成 された流土層
4 10BG5/1青 灰色 粘性無・ しまり疎 周辺の鉄津が風化または壊れ

た際に砂鉄分が集中して形成 された層

5 10YR2/1黒 色 粘性 。しま り共に中 炭化物・焼土プロックlo%
ずつ含む流出滓の集中層

6 10YR2/2黒 褐色 粘性弱・ しま り中 7 5YR6/8橙色の炉壁片

(ゅ 10nul以 上)30%、 鉄津 10%含 む

7 75Y6/1灰 色 粘性弱 。しま り疎 細かい砂鉄層で木炭 (ゅ 10硼

前後)10%含む

10YR1 7/1黒 色 粘性・ しま り共に中

10YR3/3暗 褐色 粘性 。しまり共に中 しま り弱いが粘性は若干

あ り 木炭 10%含 む 壁面構築土

5YR6/8橙 色50%に 10YR5/1褐 灰色含む焼土 粘性中・ しまりやや疎、

粘性弱

10YR2/1黒 色  しま りやや密 粒子非常に細かい 焼土・炉壁の細

片 (φ l-2al)3%含 む

7 5YR7/8黄 橙-6/4に ぶい橙色焼土 粘性やや弱・ しま りやや密

南東側に本炭 (φ 2-5m)を ごく微量含む

※ 1号鉄生産関連炉 とは時期が異なる焼土か

橙色化 した炉壁

Ａ
Ｏ

Ａ
◎

芦
件

?ど
、 ＼

Ａ
◎

本体部上端ライン

ｅ
中

Ａ
◎

0                   1:40                  2rn
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Ⅳ 検出遺構

る施設が存在するものと考えて実測や写真撮影を行いながら焼土・鉄津等の集中範囲を除去していつ

た。この集中範囲を除去したところ、鉄津が集中する範囲 (1・ 2層 )と焼土ブロックの二次堆積層

(10層 )や Ⅱ層の還元変色範囲 (■層)が確認された。また、この範囲の斜面南側 (Ⅳ D9e。 10e。

10fグ リッド)ではⅡ層中から鉄淳が多量に出土しており、小規模な排津場を形成している状況も確認

された。 1・ 2層が土坑状の楕円形プラン (検出規模1.36× 0。 66m)と して認識されたことから、この

段階では10'■層周辺を本体部として斜面下方に土坑状の掘 り込みをもつ鍛冶炉的な施設を想定し、

1・ 2層 中に混入する炉壁や鉄津はこの本体部に関連するものと考えた。しかし、 1・ 2層 を除去 し

たところ橙色化した炉壁を有する炉の本体部が検出されたが、堆積土中に鍛造剥片が全 く含まれてい

なかったことから、鍛冶以外の工程に関連する炉跡である可能性も考慮することとなった。

本体部の掘 り込みは略方形で、残存規模は0.60× 0.47mで ある。橙色化 した炉壁が馬蹄形状に巡つ

ていたが、上部構造がほとんど削平されているためこの形状が本来的なものか南側が流失した結果で

あるかは明らかにできなかった。また、底面中央には上面規模30× 24cmの炉壁が残存していた。

底面の炉壁を除去して炉体の断ち割りを行ったところ、 9層 の直下に防湿の為に天地を違えて設置

された流状津 (356)が検出された。本遺構で生成されたものではなく、本遺構構築の際に他の炉跡で

生成されていたものを底面敷設材として持ち込んだものと考えられる。しかし、その他には粘上の焼

締層や炭化物充填層など、防湿・炉体強化を行ったことを示す構造は認められなかった。

この他、本体部から斜面上方に1.4mの地点で52× 47cmの 不整形な現地性焼土を検出している。重複

関係には無く検出層位も異なるため断定はできないが、焼土上面の標高が10層 とほぼ同一であるため

本遺構と何らかの関連がある可能性がある。

<出土遺物> 大半が 1・ 2層 からの出土で、土器 。鉄製品 。鉄淳・炉壁などがある。土器は縄文・

弥生土器が8。 lg、 土師器が68.lg、 製塩土器が18.4g出上しているが、いずれも細片で図示することが

できなかった。鉄製品は角釘である (253)。 鉄淳は排津場を含めて約36,lkg出 土している。詳細は次

章に譲るが、重量別にみると流状津が約 7割 と最も多く、次いで含鉄鉄淳 。炉底淳・炉内淳・鉄塊系

遺物となっている。炉壁も多量に出上しているが、風化が著しく取り上げ時には細片となってしまっ

たものがほとんどである。この他、排淳場から鉄津とともに鉄鐸 (2型)や鉄鏃 (245)が出上している。

<性格と年代> 斜面下方側が開く馬蹄形の炉跡であるとすると、上部は開放型の構造になっていた

と考えられる。含鉄鉄淳 2(錆化して赤褐色の鉄淳)を本遺構に伴うものであり、流状津は造淳材 と

して持ち込まれたものと仮定すれば精錬炉、反対に流状津が本遺構から排出されたものと仮定すれば

製錬炉と解釈できる。なお、最終的な本遺構の性格についての検討は自然科学分析の結果も踏まえて

第Ⅶ章で行っている。 (村田)

6炭 空
〔

金浜 I遺跡で 1基、金浜Ⅱ遺跡で4基検出した。

1号炭窯 (第 19図 、写真図版13)

<検出状況> Ⅲ D10gグ リッドに位置する。遺構付近は近代に地形改変が行われており、基本層序

Bの Ic層下に本遺構の検出面であるV層が確認される。

<形状・堆積土> 平面形は楕円形で、開田部の規模は4.83× 4。 40mである。本遺構は自然地形を利

用して構築されており、東西底面はグリッド中央付近で西側が高くなる階段状を呈することから、西

側に排煙口、東側に焚口の構築が意識されていたことが伺える。南北底面は平坦でなく、南側は底・
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6 炭窯

壁面の区別が不明瞭なまま緩やかに立ち上がる。北・西壁はほぼ垂直に立ち上が り、検出面からの深

さは最大で0。 97mである。

堆積土は21層 に細分 した。 1～ 4層 は遺構埋没後の再掘削により生 じた堆積である。 8層 中には本

遺構の埋没過程で混入 したと考えられるごく少量の炭化物が確認され、樹種同定によリコナラ属コナ

ラ節に属する樹木のえ化材であると同定された。17層 は掘削途中に落下 した天丼 と考えられ、その上に

は現在の遺構周辺で確認されない黒褐色土が黄褐色土 と複雑に入 り混ざっていることから、人為的な

堆積と考えられる。これらの状況を勘案すると、本遺構は掘削途中に何 らかの事情により作業が中止

され、大きく陥没 した斜面を復旧するため人為的に埋め戻 し作業を行った可能性が考えられる。

<出土遺物> 土器は縄文・弥生土器が60.8g、 土師器が124.2g、 須恵器が6.8g出土 してお り、須恵

器 1点 を掲載 した (23)。 また、土師器杯 1点 を胎土分析試料 として用いた (試料番号 10)。 この他、

環状鉄製品の破片 1点 (246)と 二枚貝 (358)が 出上 している。いずれも人為的埋め戻 しと考えられ

る堆積土中 (黒褐色土)か らの出土で、遺構周辺以外の場所から混入 したと考えられる。

<性格 と年代> 遺構の使用に伴 う木炭や焼土は確認されていないが、遺構の形状及び立地場所から

掘削途中に作業が中止された炭窯であると考えられる。出土遺物は古代 に属するものが多いが、平面

形が楕円形を呈することから、周辺が現代に畑 として利用される以前の近代に属すると推測される。

(高橋 )

2号炭窯 (第 20図 、写真図版14・ 15)

<検出状況> ⅣC6aグ リッドに位置する。検出面はメインベル トBのⅧ層で、白色の灰や焼上が集

中する楕円形プランとして検出した。他遺構 との重複関係は無 く、単独で存在する。

<形状・堆積土> 底面及び壁面の構築状況から少なくとも3回の造 り替えが行われていると考えら

れる。最も古い第一次使用面は東側壁面が既に消失 しているため全形は不明であるが、円形のプラン

であり点火室の残存規模は2.3× 2.2mで ある。底面は第二 。三次使用面構築の際に削平されており、

地山面に被熱による変色部分が認められるのみであった。壁面には黄橙色の粘上が用いられており、

本体よリー回り大きな掘 り方を掘ってその内部に粘土を充填 して構築されている。

第二次使用面は楕円形プランであ り、点火室の規模は2.15× 1.65mと 第一次使用面 より小型となる。

底面は第三次使用面構築時に削平されており、硬 く焼け締まった下位のみ残存 していた。壁面は第一

次壁面を掘 り込み、さらに灰黄褐色の粘質土を充填 して用いて構築 してお り、第一・三次壁面との境

界には被熱による変色層が認められた。

第三次使用面は本遺構廃絶直前の使用面であり、排煙部を有する。炭化室の平面形は楕円形で、規

模は2.02 X l,34mと 第二次使用面 よりさらに小さくなる。底面は平坦で、上面は非常に硬 く締まって

いる。壁面は第二次壁面を掘 り込み、さらに粘質土を充填 して構築 している。前庭部は炭化室にあた

る部分で、粘土を用いて構築されている。最 も被熱する部分であることから上面は橙色化 して非常に

硬く締まる。遺構内堆積土は全て第三次使用面に伴うもので、 5層 に細分した。使用時に形成された

灰層や炭化物層、流れ込みと考えられるⅧ層起源の自然堆積土が認められる。

排煙部は煉瓦とアスファルトを用いて構築されている。煉瓦や壁面の隙間には裏込め充填用の粘質

上が認められる。底面と煙突上端の比高差は0。 5mである。

<出土遺物> 堆積土中から出土した第三次使用面に伴う焼土粒・炭化材・壁面構築材の破片と排煙

部の構築材として使用された煉瓦があり、このうち煉瓦 4点 を掲載した (331～ 334)。 炭化材は前庭部

付近を中心に多量に出土している。肉眼観察で複数の樹種があることが確認できたため、異なる樹種
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Ⅳ 検出遺構

と考えられた3点 を選別して樹種同定を実施したところ、 2点がマツ属複維管束亜属、 1点がサクラ

属であるという結果を得た (第Ⅵ章第 3節参照)。

<性格と年代> 上部構造は残存していないが、窯体をもつ「築窯製炭窯」であつたと考えられる。

排煙部の構造が煉瓦積みであること、また煉瓦が美濃窯業社製 (岐阜県瑞浪市、1918年創業)であるこ

とから、第三次使用面については大正時代以降の構築 。使用と考えられる。なお、第一・二次使用面

についても操業に伴う造り替えとすれば近接した時期のものと考えられる。

3号炭窯 (第21図、写真図版15)

<検出状況> ⅣC8jグ リッドに位置する。検出面は基本層序Dの Ⅱ層中位で、白色の灰と焼土ブロッ

クが散布する不整形なプランとして検出した。他遺構との重複関係は無く、単独で存在する。

<形状・堆積土> 平面形は楕円形で、上面規模は1.20× 0.55mである。上面は大幅に削平されてお

り、遺構内で生成されたと思われる焼土や白色の灰が遺構外にも広がつていた。断面形は皿形で、深

さは最大 7 cm程 度である。底面は根の浸食によって凹凸があるが、基本的には平坦に整えられている。

外縁部には使用時に形成された焼上が数箇所みられ、さらに中央西側では小破片となった炭化材が出

土している。堆積土は2層 に細分した。検出段階でみられた白色の灰層の直下に混和物を含まない暗

褐色上があり、遺構底面付近に炭化物・灰 。焼土ブロックを含む暗褐色上が堆積していた。

<出土遺物> 遺物は出土していない。

<性格と年代> 伏焼を行った炭窯と考えられる。出土遺物及び他遺構との重複関係も無いため断定

はできないが、構造及び検出面から古代に属すると判断した。

4号炭窯 (第21図、写真図版16)

<検出状況> ⅣD8。 9fグ リッドに位置する。検出面は基本層序Dの Ⅱ層で、前年度試掘調査の際

に検出されていた遺構である。直下に43号土坑が存在するが、直接的な重複関係は無い。

<形状・堆積土> 西壁を一部壊されているが、遺存状況は良好である。平面形は長楕円形で、上面

規模は4.02× 0。 90mで ある。断面形は、長軸方向は皿形、短軸方向は箱形を基調とするが、根の浸食

や崩落によって不整形な部分が多い。深さは最も深い焼± 3付近で16cm前後である。底面には使用時

に形成されたと考えられる焼土と炭化物の集中域が認められた。底面は木炭持ち出しの際に掘削され

たようであり、その部分はわずかに窪んでいる。焼土もそれに対応するように窪地部分には認められ

ず、焼± 5・ 7の ように弧状となるものがある。堆積土は灰黄褐色土主体であり、 4層 に細分した。

このうち2層 は 2 clll以 下の小炭が多量に堆積するλ化物層である。なお、出土した炭化材 2点の樹種

同定を行ったところいずれもクリという結果が得られた (第Ⅵ章第 3節参照)。

<出土遺物> 大半が 1層 からの出上である。土器は縄文 。弥生土器78.Og、 土師器128,Og、 須恵器

2.7g、 製塩土器5。 9g出上しており、土師器甕 3点 と弥生土器C類 1点 を掲載した (24～ 27)。 なお、

弥生土器は底面直上から出土しているが、本遺構がⅡ層を掘 り込んで構築されていることからⅡ層中

に包含されていた土器片が混入したものと考えられる。この他、本遺構で生成されたものではないが、

1区で流状津が出土している (355)。

<性格と年代> 伏焼を行った災窯であり、出土した炭化材が隣接する 1号鉄生産関連炉と同一樹種

であったことから、 1号鉄生産関連炉の燃料用木炭を生産するための炭窯であったと考えられる。構

築・使用年代については、検出面及び焼± 6直上出土の炭化材について実施したAMS年代測定の結果

(1,070± 30yrBP)か ら9世紀後半以降と考えられる (第Ⅵ章第 5節参照)。
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6 炭窯

1号炭窯

口
＝
］９
∞ｏｏ日
∽

L=20500m6

1号炭窯
1 25Y3/3暗 オ リーブ褐色砂質シル ト 粘性やや弱 。しま りやや疎 10YR5/8黄褐色粘質シル トを10%混入
2 2573/3暗 オ リーブ褐色砂質シル トと10YR5/8黄 褐色粘質シル トが 4:6の 割合で混合 粘性 。しま り共に中
3 25Y3/3暗 オ リープ褐色砂質シル トと10YR5/8黄 褐色粘質シル トが 2:8の 割合で混合 粘性中 。しま りやや密
4 25Y3/3暗オ リープ褐色砂質シル トと10YR5/8黄 褐色粘質シル トが 5:5の 割合で混合 粘性やや弱・ しま りやや疎
5 10YR3/4暗 褐色シル ト 粘性やや弱・ しまり中 10YR5/8黄褐色プロック (ゅ 3-5 cm)20%混 入
6 10YR5/8黄 褐色粘質シル ト 粘性やや強・ しま り中 壁面崩落土か

7 10YR4/64P」 色シル トと10YR5/8黄 褐色粘質シル トが 515の 割合で混合 粘性中 。しま りやや疎
8 10YR3/4暗 褐色シル トと10YR3/3Я音褐色シル ト、10YR5/8黄 褐色粘質シル トが 5:213の 割合で混合 粘性やや弱 。しま り中
9 10YR3/4暗 褐色シル トと10YR5/8黄 褐色粘質シル トが 5:5の 割合で混合 粘性中 。しま りやや密
10 10YR5/8責 褐色粘質シル ト 粘性やや強・ しま り中 10YR4/6褐色プロック (ゅ 2 cll)3%混 入
H 10YR5/8黄 褐色粘質シル ト 粘性やや強 。しま り中 壁面崩落土か

12 10YR3/4暗 褐色シル ト 粘性やや弱 。しま りやや疎
13 10YR3/2黒 47」 色砂質シル ト 粘性やや弱・ しま りやや疎 10m5/8黄褐色粘質シル ト5%混入
14 10VR3/4暗 褐色シル トと10YR3/3暗 褐色砂質シル トが 5:5の 割合で混合 粘性やや弱・ しま りやや疎
15 10YR4/6褐 色シル トと10YR5/8黄 褐色粘質シル トが 5:5の 割合で混合 粘性やや強 。しま りやや密
16 10YR3/4暗 褐色シル トと10YR3/3暗 褐色砂質シル トが 6:4の 割合で混合 粘性やや弱・ しま り中
17 10釈 3/4暗褐色シル ト 粘性中 。しま りやや密 漸移的な色調
18 10YR6/8明 黄褐色粘質シル ト 粘性やや強 。しま り中 10YR3/4暗褐色シル ト5%混入
19 10YR3/2黒 褐色シル ト 粘性中 。しま りやや密 10YR5/8黄褐色ブロック (φ 2-3 cm)10%混 入
20 10YR3/4暗 褐色シル トと10YR3/3暗 禍色砂質シル ト、10YR5/8黄 褐色粘質シル トが 3:3:4の 割合で混合 粘性やや強 。しま りやや密

10YR5/8黄 褐色ブロック (o2-3 cll)3%混 入
21 10YR5/8黄 褐色粘質シル ト 粘性やや強 。しまり中 壁面崩落土か

※ 1-4層 は再掘削に伴 う堆積土

0               1:50             2rn

二____J_________― ―

L_
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第二次使用面
2号炭窯

第一次使用面

第三次使用面

※Noは炭化材取り上げNo

C―C' ・煙道拡大 ?_T_T_下 ~下二Y生~~_____坪 m

0               1:50             2rn
その他 Lコにコ=コ===土 ========」

Ⅳ 検出遺構

L=24 000m C.
◎

第二次使用面

◎ 田

2号炭窯
A―A' ・ B― B'
1 7 5YR5/3に ぶい褐色 粘性中・ しまりやや疎 炭化物・ 焼土ブロック

(φ 2-5 Hal)そ れぞれ 10%含 む

2 10YR8/2灰 白-10YR7/3に ぶい黄橙色 粘性弱 。しま り疎 粒子粗 く崩れやすい

Ⅷ層の崩落土か

3 5YR6/8-7/8橙色 粘性弱・ しま り疎 Ⅷ層の被熱層で部分的ににぶい黄橙

色または黒褐色 となる

10YR2/1黒 色 粘性弱・ しま り疎 炭化物層

10YR1 7/1黒 色 炭化物層

5YR6/8橙色 焚き口にあたる前庭部硬化部分 粘上で構築 されてお り 非常

に硬 く締まる

灰 自色 Ⅷ層の再堆積層 炭化物30%含む

10YR1 7/1黒 色 粘性弱 。しまり密 第二次底面構築土

10YR4/3に ぶい黄褐色 第二次壁面構築± 11層 よりしま り弱い

10YR1 7/1黒 色 Ⅷ層をベースとして硬 く焼け締まる 前庭部付近に炭化物

多 く含む 第二次底面構集土

10YR4/2灰 黄褐色 粘性やや強・ しま りやや密 第二壁面構築土 焼土・炭化

物 (o2-10a l)そ れぞれ 15%含 む

(10層 直下 5YR6/4 にぶい橙色 Ⅷ層が被熱によつて変色 第一次底面 ?)

道
10YR6/3に ぶい黄橙色 粘性やや弱・ しま りやや疎  I層 の流土層で混和物は

ほとんど無 く、粒子粗 くしまりも弱い

赤みがかつた褐色上 粘性 。しま り共に中 炭化物少量含む

黒色土 粘性やや強 。しまり中 粘質土 炭化 しているため黒い

10YR6/6明 黄褐色 Ⅷ層を利用 した壁面構築土 粒子は粗いが被熱によつて

固く締まる 焼土ブロック少量含む

灰黄褐色 粘性中・ しまりやや疎 粒子粗い 煙突の裏込め

褐色土 粘性・ しま り共に中 煙突の裏込め

10YR7/8黄 橙色粘土 粘性強・ しま り密 第一次笹面構築土

Ｃ

Ｏ

Ａ
◎

中
＝
〕
■

ｏ
ｏ
ｏ
ｇ

◎ 田

Ａ
③

Ａ
◎

Ａ

◎

③田

O C8

◎ 田

0す
４

５

６

　

７

８

９

Ю

　

Ｈ

煙

ａ
　

ｂ

ｃ
ｄ

　

ｅ
ｆ

ｇ

第20図 2号炭窯
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6 炭窯

4号炭窯

炭化物層 (2層 )検出状況

L=12 600rn

L=12600m

L=12400m Ｅ
Ｏ

5号炭窯

Li13 400rn

5号炭窯
1 10YR5/2灰 黄褐色 粘性中・ しまりやや密 炭化物 (木炭、 φ2-10ala)

15%、 焼土ブロック 5%混入

2 7 5YR6/6橙 色 粘性弱・ しまりやや疎 現地性焼土だが赤色化は弱い

強変部分はブロック状で色調は不均質中央側に炭化物 (本炭)15%混 入

0        1:20      50cm

4号炭窯                                       D―
D'  E― E'

1 10YR4/2灰 黄褐色 粘性弱・ しまりやや密 炭化物 (木炭、 ゅ3-15Hul)20%混入
2 10YR4/2灰 黄褐色 粘性弱・ しまりやや密 炭化物 (木炭、 ゅ3-151111)50%混 入 大型の炭化材あり

: !||:;娩晶5ξ携毒詐を湊畠力査悟ЁttE隻托場暮ξ笙東夏言含揚舟易遍径撲竺基祭吉栞長撲粂泳擦茫轟ザ毯倉寛
中央部は焼土が薄 く黒褐色土が混入す る

9騨 R`塘鸞愁�権銚蔑ま ¬挽占|てと り簡 評 葛違霜ξゴV暫蓄の変色層で劇 ヒ物 と焼土ブロックあわせてЮ%含む
8 5YR6/6橙 色  しま り、粘性・ しま り共に中 周辺に炭化物散布

3号炭窯

二次堆積焼土

Ａ

・
◎

シr焼
上7

A'
◎

´
／

／

′

イ

一‐

ヽ

＼

　

＼

、

′

′

Ｉ

一１

‐

ヽ

、

一一一
Ａ∝

L=12600m

Ｅ
③

指 乳
「

ら

中 ∞ m

3号炭窯
1 10YR3/2暗 褐色 粘性 。しま り共に中 混和物ほとんど含まない

2 10YR3/2暗 褐色 粘性 。しま り共に中 炭化物 ・ 自色灰・焼土ブロックを

あわせて40%混入

3 7 5VR7/6橙 色 粘性弱 。しま り中 現地性焼土で外側ほど赤みがかる

上部に炭化物 10%混入
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Ⅳ 検出遺構

5号炭窯 (第21図 、写真図版16)

<検出状況> ⅣD8gグ リッドに位置する。検出面は基本層序Dの Ⅱ層中位で、灰黄褐色の楕円形プ

ランとして検出した。重複関係は無 く、単独で存在する。

<形状・堆積土> 平面形は楕円形で、西壁付近がやや広がる形状である。上面規模は1,34× 0.84m、

深さは0.12mである。断面形は浅い皿形で、斜面下方に向かって緩やかに下つている。堆積土は炭化

物や焼土を含んだ灰責褐色土の単層である。底面北狽1に は現地性の焼上が形成されているが、焼成度

合いは弱 く赤色化は弱い。         ´

<出土遺物> 細片となった縄文土器33.7gと 土師器53,Ogが 出土 している。

<性格と年代 > 伏焼を行った炭窯と考えられる。出土遺物が乏しく他遺構との重複関係 も無いが、

構造及び検出面から古代に属すると判断した。 (村 田 )

7   L 坑 (第22～ 26図、写真図版17～ 28)

46基 (金浜 I遺跡 :21基、金浜 Ⅱ遺跡 :23基、両遺跡にまたがるもの 2基)検出した。形状・堆積

土は第 3表の通 りであり、ここでは検出状況 。年代などについて記載する。

南側谷部西側と東端斜面部・谷部を除 く全域で検出されてお り、とくに北西側谷部 と東側尾根部に

集中する。このうち東側尾根部の一群は配置の規則性 と堆積状況の類似性から同じ意図をもって掘削

されたものと考えられるが、出土遺物がほとんど無いため性格は明らかにできなかった。この他の土

坑 も出土遺物がほとんど無 く、形状からフラスコピツトと考えられる21号土坑、焼土層の存在から焼

成上坑 と考えられる43号土坑を除 くと性格は不明と言わざるを得ない。ただし、26号土坑のように堆

積土や出土遺物の点で隣接する 2号性格不明遺構 と酷似 しているものもあり、他遺構 との関連のなか

で掘削されたものも存在すると思われる。

遺物の出土が少ないため検出面及び重複関係からの推定となるが、

代、44号土坑が古代以前、42号土坑が古代以降に属すると考えられる。

れる 2・ 26・ 27号土坑は古代に属する可能性がある。

4～ 10。 17～ 21号土坑が縄文時

この他、出土遺物に鉄津が含ま

(村 田・高橋 )

8焼 土

金浜 I遺跡で 6基、金浜Ⅱ遺跡で 6基検出した。

1号焼土 (第 27図 、写真図版28)

<検出状況> ⅢC3gグ リッドに位置する。基本層序Aの Ⅲ層下位で検出した。重複関係は無い。

<形状・焼土> 焼土範囲の平面形は円形を呈 し、規模は57× 53cmで ある。厚さは最大14clllで 、焼土

の分散が平・断面に確認されないことから現地性の焼土と考えられる。当初平面形から竪穴住居や工

房に伴 う炉跡である可能性を考慮 しながら精査を行ったが、住居壁面や床面は確認できなかった。遺

構南東側に 1号柱穴列が位置しているが、関係は不明である。直接の被熱により赤色化 したのは 3層

のみで、高温のため硬化が進行 している。

<出土遺物 > 主に検出面から縄文・弥生土器22.9g、 土師器159.4g、 製塩土器39.3gが出上 してお

り、このうち検出面出土の上師器甕1点 を掲載した (30)。

<性格と年代> 遺構の形状から炉跡である可能性があり、古代に属すると考えられる。  (高橋)
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5号土坑

6ざ

1号土坑
1 10YR1 7/1黒色シル ト 粘性やや弱・ しま りやや疎

2号土坑

亜CSaか ら

北へ 3m・
西へ lm

L=19500m6

2号土坑
1 10YR1 7/1黒色シル ト 粘性やや弱

(φ 3-5 cll)
2 10YR1 7/1黒色ンル ト 粘性 。しま

(φ 3-5 clll)

3号土坑

刊号土坑

 指 Rギ
ら

く 毒紹札
4号土坑

L=20100m6     6

4号土坑
1 10YR2/1黒 色シル ト 粘性 。しま り共に中
2 10YR2/1黒 色シル ト 粘性 。しま り共に中

10YR2/2黒 褐色ブロック (ゅ 5 cm)20%混 入

6号土坑

L=17300m合

1 10YR5/3に ぶい黄褐色 粘性やや強・ しま りやや密

黄橙色プロンク含む

塩F略

トレンチ

Ａ
◎

・しまり中 10YR2/2黒褐色ブロック
5%混入
り共に中 10YR2/2黒褐色ブロック
20%混入

6号上坑
1 10YR2/1黒 色シル ト 粘性中 。しま りやや疎 炭化物 (φ 5mm)2%混 入
2 10YR2/2黒 褐色シル ト 粘性 。しま り共に中

L=18.400m6 A'
O

3号土坑
1 10YR2/2黒 褐色シル トと7 5YR2/2黒 褐色シル トが 3:7の 割合で混合 粘性やや弱

・ しまり中 炭化物 (φ 5EI~l Cll)10%混 入
2 10YR2/2黒 色シル ト 粘性 。しまり共に中 10YR2/1黒 色プロック (φ Scm)10%混 入
3 7 5VR3/4暗 褐色シル ト 粘性 。しま り共に中 7 5YR4/6褐 色焼土ブロック (φ 3-5 cm)

20%混入
4 10YR2/2黒 褐色シル ト 粘性中・ しま りやや疎

L=16200m6 6'

7号土坑
1 10YR1 7/1黒色シル ト 粘性・ しま り共に中 10YR3/3暗褐色

ブロック (φ 3-5 cn)5%混 入

0                  1:40                2m
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8号土坑

L=15900m6      6'

♭
8号土坑
1 10YR2/1黒 色シル ト 粘性 。しまり共に中

9号土坑

A'

L=22 500rn

11号土坑
1 25Y5/3黄 褐色シル ト 粘性・ しま り共に中

25Y7/4浅黄色の風化花蘭岩 (φ lcll)20%混 入

12号土坑
1 25Y5/3黄 褐色シル ト 粘性 。しまり共に中

25Y7/4浅黄色の風化花蘭岩

(ゅ l cm)20%含 む

13号土坑

11号土坑

ｏミ常一げ倅ド／
藉♯功

むる

坑

た
た
ペ

土号‐２

＼ふ（　　Ａｂ ‰釣 Ps氣 将

A'

軽絶
Ａ
Ｏ

16号土坑
1 25Y5/3黄褐色シル ト 粘性やや弱・ しま り中

25Y7/4浅黄色の風化花蘭岩

(o l cll)30%混 入

0                  1:40                 2ra

枷 m

詭只:i寺

9号土坑
1 10YR3/2黒 褐色 と10YR5/3に ぶい責褐色の混合土

粘性やや強 。しま り中 花南岩ブロック

(φ lma1 3%含 む

10号上坑

菌へ lm

L=14400m6

栂号上坑
1 10YR2/2黒 褐色 粘性・ しま り共に中
2 10YR5/3に ぶい黄褐色 粘性やや強・ しま り中 黄橙色プロンク (φ 5-10H al)10%混入

3 10YR4/2灰 黄褐色 粘性 。しまり共に中 やや砂質でブロック含まない

L=22 500m

13号土坑
1 25Y5/3黄褐色シル ト 粘性・ しま り共に中 25Y7/4浅 黄色

の風化花南岩 (ゅ 1-3 clll)10%含む

15号土坑

L=22600m6       6 L=22.800m6     6

6◎ざ麟

Ⅳ 検出遺構

14号土坑

L=22300m

14号土坑
1 10YR3/3黄 褐色シル ト 粘性 中 。しま りやや疎

25Y7/4浅黄色の風化花商岩

(ゅ l cm)5%混入

15号土坑
1 25Y5/3黄褐色シル ト 粘性やや弱 。しまり中

2 25Y7/4浅黄色 風化花南岩 (φ l cll)30%混 メ

16号土坑

L=22 800rnィ S                6

第23図 8～ 16号土坑
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17号土坑 18号土坑 19号土坑

続
A'
O

A'
◎

L=17100m6

19号 土坑
1 10YR2/2黒 褐色シル ト 粘性やや弱

10Y3/3暗 褐色 シル

2 10YR2/3黒 褐色シル ト 粘性やや弱

22号土坑

A'
◎ kヾ

し=18500m6 A'
O

23号 上坑
1 25Y6/4に ぶい黄褐色砂質シル ト 粘性やや弱 。しまり中
2 25Y7/4浅黄色風化花闘岩 と25Y6/4 イこぶい黄褐色砂質シル トが 7:3の 割合で混合

粘性やや弱 。しま りやや疎
24号 土坑
1 25Y5/4黄 褐色砂質シル ト 粘性やや弱 。しまり中 風化花闘岩 (ゅ 2 cll)20%混 入

A'
O L=17900m6

翠ゞ ;

23号土坑

ぽ

L=17500m6

17号上坑
1 10YR2/2黒 褐色シルト 粘性中。しまりやや密

10YR5/8地 山ブロック (φ l-3 cn)10%
10YR2/1黒 色シルト5%混入

20号土坑

IB7い から

驚
、2゛

Ａ
Ｏ lrlm 6A

O

L=20200m6

6L=17400m

20号上坑
1 10YR2/2黒 褐色シル ト 粘性中 。しまりやや疎 25Y6/8明 黄褐色の

TO Cuブ ロック (φ 3-5 cll)15%混入

2 基本層序 B― Ⅳ層崩落土

21号土坑
※注記は 1号竪穴住居断面 (第 13図)を参照

18号土坑
1 10YR1 7/1黒 色シル ト 粘性・ しま り共に中
25Y7/4浅黄色の風化花蘭岩 (ゅ l cll)10%混 入

2 基本層序 B― Ⅳ層崩落土

21号土坑

L=18800m6

22号 土坑
1 10YR3/4暗 褐色シル トと25Y6/4にぶい黄褐色砂質シル トが 515の 割合

で混合 粘性中 。しま りやや密

2 25Y6/4に ぶい黄褐色砂質シル ト 粘性やや弱 。しま りやや疎

3 10YR3/4暗 褐色シル ト 粘性・ しま り共に中  風化花闇岩 (φ l cll)30%混 入

4 25Y5/4黄褐色砂質シル ト 粘性やや弱・ しまりやや密 風化花自岩層

25号上坑

し=18300m6      6

25号土坑
1 25Y4/3オ リーブ褐色砂質シル ト 粘性 中・ しまりやや疎

風化花南岩プロック (ゅ 2-8 clll)7%混 入

0                   1:40                  2rn

・ しまりやや疎

卜20%混入
・ しまり中
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籠が飲鴨:少

L=18200m6 A'
O

26号土坑
1 10YR4/6褐 色シル トと10YR4/4褐 色シル トが 5:5

の割合で混合 粘性やや弱 。しま り中 10YR5/8

地山ブロック (φ l―
'cla)10%混

入

27号土坑

L=17100m6   1     '

27号土坑
1 25V3/3暗 オ リープ褐色シル ト 粘性やや弱・

しまりやや疎 7 5YR5/8明 黄褐色焼土

ブロック (ゅ 1-3 cll)5%混 入

26号土坑 32号土坑

Ⅳ 検出遺構

A
③

差

L=18400m6 A
◎

磯
29号土坑
1 25Y6/4に ぶい黄褐色砂質シル ト 粘性やや弱 。

しま りやや疎 炭化物 (φ l cll)、 風化

花商岩 (o2cll)20%混 入

30号土坑

L=18400m6  1 6'    L=16900m

30号土坑
1 25Y6/4に ぶい黄褐色砂質シル ト 粘性やや弱・

しま りやや疎 炭化物 (o l clll)風 化花商

岩 (ゅ 2 cll)20%混 入

32号土坑
1 10YR4/6褐 色 シル トと10YR4/4褐 色シル トが

5:5の 割合で混合 粘性やや弱・

しま り中 10YR5/8地山ブロック

(φ l-2 cm)10%混 入

33号土坑

紹

あ

L=18300m6   .   6'

A              A

33号土坑
1 10YR3/4暗 褐色シル トと10YR4/4褐 色シル ト

が 5:5の 割合で混合 粘性やや弱 。

しま りやや疎

34号上坑28号土坑

租

31号土坑

L=18200m6

A
O

Ａ
◎

Ａ
Ｏ

中 臨

院

'

28号土坑
1 25Y5/4黄 褐色砂質シル ト 粘性やや弱・

しま り中 風化花蘭岩 (o2cm)10%混入

35号土坑

粘性やや弱・ しまり中

粘性やや弱 。しまりやや疎 炭化物 (φ 5-10oI)ス狙畑畑〔
だ○

Ａ
◎

温F略

Å◎ざ

A'
◎

2

L=17100m6

31号土坑
1 25Y6/4に ぶい責褐色砂質シル ト

2 25Y6/4に ぶい責褐色砂質シル ト

3%混入

34号土坑

1 10YR4/4褐色シル ト 粘性やや弱 。しま り中 10YR4/31こ ぶい黄褐色シル ト20%混入

35号土坑
1 25Y3/3暗 オ リーブ褐色シル ト 粘性やや強・ しま りやや密 風化花蘭岩プロック

(φ 3-5 cll)30%混入

o                   l:40                  2m

L=17.200m6

第25図 26～ 35号土坑
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36号土坑

39号土坑

ギ
6◎ざ

L=17200m6     6'

∵
60ざ

L=18300m6       6'

40手子

40号土坑

1 25Y5/4黄褐色砂 質 シル ト

中 Ⅷ層 プ ロ ック

勧
参

劫　／ガＷ

41号土坑

L=17200m6 A
◎

磯
41号土坑
1 25Y3/3暗 オ リーブ褐色シル ト 粘性やや強 。しま り

やや密 Ⅷ層プロック (φ 3-5 cn)30%混 入

2 Ⅷ層プロック (ゅ 3-5 clll)と 25Y3/3暗オ リーブ褐色

シル トが 3:2の 割合で混合 粘性やや強・ しま りやや窪

43号

蚤R】ばか香

36号土坑
1 25Y5/3黄 褐色砂質シル ト 粘性・

しまり共に中

37号土坑

A'
◎

L=17200m6

37号 土坑
1 25Y4/2暗 灰黄色シル ト 粘性やや弱・ しまり

やや疎 風化花蘭岩ブロック (φ 3-5 cll)
400/O混入

38号土坑

ガ⑬ざ
H鞠 臨

磯

'

38号土坑
1 25Y5/3黄 褐色砂質シル ト 粘性・ しま り共に中

粘性やや弱・しまり
(ゅ l cll)20%混入

42f}

L=17200m6

42号土坑
1 10YR5/2灰 黄褐色 粘性 。しま り共に中

にぶい黄橙色土ブロック少量混入

底面付近に炭化物あり

45号

A'
①

枷 m磯
'

45号土坑
1 10YR2/2黒 褐色 粘性・ しま り共に中

Ⅲ a層起源の自然堆積土

46号土坑
1 10YR5/2灰 黄褐色 粘性強・ しま りやや密

炭化物 (φ 2-5 alm)5%、 にぶい

黄橙色土ブロック10%混 入

2 10YR2/2黒 褐色 粘性やや弱・ しまりやや疎
Ш層崩落土

�氷 Ａ
Ｏ

H"∞ m磯 '

43号 土坑
1 10YR5/1褐 灰色 粘性 。しま り共に中 焼土プロック

ギ

・ 炭化物 (φ 2-5 alal)各 3%含む

粘性 。しま り共に中2 7 5YR7/8黄 橙色

44号土坑

44号土坑
1 10YR5/2灰 黄褐色 粘性 。しま り共に中 炭化物

(ol-3 1ul)3%混入 Ⅱ層の再堆積土

46号土坑

指ヵェ
A'
◎

L=18300m6        6'

39号 上坑
1 25Y5/4黄 褐色砂質シル ト 粘性やや弱・

しま り中 風化花蘭岩 (φ lcn)
200/O混入

0                  1:40                2m
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第 3表 土坑計測表

遺構名 地 点 検出層位
形 状 規 模

堆積土 出土遺物 備 考
平面 断面 上 面 深 さ

1号土坑 ⅢB8, Ⅲ層 長楕円形 U字形 [91.2]× 38.1 単層 製塩l13g、 磨製石斧 (216)

2号上坑 皿B7, Ⅲ層 円形 逆台形 139,8× 121.5 29,3 2層 土師182g、 羽口 (266)、 鉄津

3号土坑 ⅢC6a・ b Ⅲ層下位 不整形 皿形 105,9× 88,7 20.6 4層

4号土坑 ⅢC7c Ⅳ層 楕円形 U字形 90.2× 51,7 35.5 2層 縄・弥7.2g、 土師167g

5号土坑 mC6・ 7e Ⅳ層 隅九方形 逆台形 1034× 670 15,9 単層

6号土坑 皿C6e・ f Ⅳ 層 長楕円形 逆台形 1955× 618 36 5 3層 縄・弥36g (28)

7号土坑 皿C4・ 5e Ⅳ層 長楕円形 皿形 1435× 599 単層 縄・弥4.3g、 土師11.3g

8号土坑 皿C4 5f Ⅳ層 長楕円形 皿形 248 3〉く48 8 単 層 縄・弥37.4g (29)

9号土坑 ⅢC5h Ⅳ層 不整円形 逆台形 626× 558 単層

10号 上坑 ⅢC4j・ ⅢD4a Ⅳ層 長精円形 U字形 1475× 480 18.7 3層

11号 土坑 ⅣC lf Ⅷ層 円形 逆台形 701× 69.5 92 単層

12号 土坑 ⅣC lf Ⅷ層 円 形 逆台形 70.7× 590 単 層

13号土坑 ⅣC2王 Ⅷ層 長精円形 皿形 93,3× 63.5 単層

14号 上坑 Ⅲ C10h Vlll層 円 形 逆台形 「D8,9× 弘 .1 単 層

15号 土坑 Ⅲ C10i Ⅷ層 円形 皿形 52.8× 50.1 9,8 単層

16号土坑 Ⅲ C101・ j Ⅷ層 楕円形 逆台形 72.4× 41.4 17.3 単 層

17号土坑 皿D9f Ⅳ層 楕円形 逆台形 76.5× 48.4 16 9 単層

18号土坑 Ⅲ D10f Ⅳ層 楕円形 逆台形 1041× 572 36 7 2層

19号土坑 Ш D10h Ⅳ層 不整円形 U字形 98.0× 71.3 36 2 2層 縄・弥68g

20号土坑 Ⅲ D10h・ ⅣDlh Ⅳ層 不整形 不整形 163.0× 103.4 187 2層 縄・弥12.2g

21号土坑 ⅢB6h Ⅳ層 円形 ? フラスコ [76.6]× [87.0] 60.0 2層
1号竪穴住居
に切られる

22号土坑 ⅣD3e・ f Ⅷ層 不整形 U字形 221.8× 135.5 44.8 4層

23号土坑 ⅣD3f Ⅷ層 不整形 皿形 826× 644 7.7 2層 上部削平

24号土坑 ⅣD3f Ⅷ層 不整円形 逆台形 565× 554 20.1 単層 上部削平

25号土坑 ⅣD3h Ⅷ層 楕円形 皿形 512× 419 単層

26号土抗 ⅣE5c Ⅷ層 不整形 皿形 114.4× 90,4 単層 鉄 津

27号土坑 ⅣE4e V層 不整形 不整形 75.6× 43,0 4,6 単層 鉄津

28号土坑 ⅣE7c Ⅷ層 円 形 逆台形 55。 4× 53.4 単層 上部削平

29号土坑 ⅣE7c Ⅷ層 円形 逆台形 59,6× 57.8 単層 上部削平

30号土坑 ⅣE7c Ⅷ層 円形 逆台形 58.4× 58.1 3.7 単層 上部削平

31号土坑 ⅣE6・ 7d Ⅷ層 円形 逆台形 87.1× 79.4 22 9 2層

32号土抗 ⅣE8d Ⅷ層 不整円形 逆台形 68.2× 65,3 単層 上部削平

33号土坑 ⅣE6e Ⅷ層 円形 逆台形 85.4× 78.2 26.3 単層

34号土坑 ⅣE6・ 7e Ⅷ層 円形 逆台形 76.1× 723 23.1 単層

35号土坑 ⅣE7d・ e Ⅷ層 不整円形 逆台形 68.6× 63.0 21.7 単層

36号土坑 ⅣE7e Ⅷ層 不整円形 逆台形 48.0× 461 12.0 単層

37号土坑 ⅣE7d・ e Ⅷ層 楕円形 皿形 777× 540 単 層

38号土坑 ⅣE8d e Ⅷ層 楕円形 逆台形 60,7× 52.1 8,7 単層 上部削平

39号土坑 ⅣE8d Ⅷ層 円形 逆台形 61.8× 57.2 単 層 上部削平

40号土坑 ⅣE8d Ⅷ層 不整円形 逆台形 64.4× 59.5 9。 2 単層 上部削平

41号土坑 ⅣE9d Ⅷ層 楕円形 U字形 461× 35.2 17.2 2層

42号土坑 ⅣE6・ 7i Ⅷ層 不整円形 逆台形 83.8× 72.9 単層

43号土坑 ⅣD8・ 9e Ⅱ層 不整形 IIll形 [42.5]× 32.6 2層 焼土層あり

44号土坑 ⅣD9f Ⅲ層 楕円形 皿 形 76.7× 53.3 単層 縄・弥3 0g、 土師器24 5g、鉄津

45号土坑 ⅣD9g 皿層 長楕円形 皿形 131.8× M.6 単層

46号土坑 VD2i Ⅲ層 楕円形 皿 形 169.8× 146.0 34.9 2層

※計測値欄の [ ]は残存値を示す
※出土遺物桐の縄・弥は縄文・弥生土器、土師は土師器、須恵は須恵器、製塩は製塩土器を指す。( )は掲載番号

Ⅳ 検出遺構
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8 焼土

2号焼土 (第27図、写真図版28)

<検出】犬況> ⅢC4eグ リッドに位置する。検出面は基本層序Aの Ⅲ層中位で、前年度試掘調査で東

側半分が検出されていた遺構である。他遺構 との重複関係は無 く、単独で存在する。

<形状・焼土> 平面形は不整円形で、規模は東西58cm X南北47cm、 被熱深度は 8 cmで ある。中心に

花筒岩が 1個据えられた状態で検出されている。焼土は橙色であ り、色調・焼成の度合いから現地性

と考えられる。

<出土遺物> 遺物は出土 していない。

<性格 と年代> 出土遺物及び重複関係が無いため断定はできないが、検出面から古代以降に形成さ

れた現地性焼土 と考えられる。

3号焼土 (第27図、写真図版29)

<検出状況> ⅢC6bグ リッドに位置する。検出面は基本層序Aの Ⅲ層上面で、不整形な焼上の散布

範囲として検出した。当初この散布範囲はSF01と して二次堆積焼土の集中部分 とみなしてお り、記録

後焼上の深さ確認の為に立ち害Jり を行った。その結果、深さ約10clllで橙色の焼土が認められ、プラン

が明確になるまで周辺を少 しずつ掘 り下げていつたところ、橙色焼土は面的に分布 してお り、SF01は

この焼土から分離 したブロツクが上面に上がってきたもの (1・ 2層 に相当)であることが判明した。

その為焼土の範囲確認後、新たにベル トを設定 し精査を開始した。

<形状・焼土> 精査時に上面を掘 り過ぎてしまったが、平面形は楕円形 と考えられる。焼土の隆起

範囲は1,02 X O.67mで ある。色調の明るい橙色焼上であったため当初は現地性 と考えていたが、焼土

の堆積に凹凸があることとⅢ層や白色の灰が混入 していることから流れ込みまたは廃棄された二次堆

積焼土と考えられる。

<出土遺物> 縄文・弥生土器23。 lg、 製塩土器6.4g、 支脚の破片が出土 してお り、支脚 1点 を掲載

した (295)。

<性格と年代> 出土遺物は乏 しいが、本体部がⅢ層中位に位置することから古代以降に形成された

遺構と判断した。なお、土坑状の掘 り込みを有することから廃棄土坑あるいは窪地に他遺構で形成さ

れた焼土を一括廃棄 したものである可能性 も考えられる。

4号焼土 (第27図 、写真図版29)

<検出状況> ⅢC6fグ リッドに位置する。検出面は基本層序Aの Ⅲ層で、黄橙色の不整形プランと

して検出した。他遺構 との重複関係は無 く、単独で存在する。

<形状・焼土> 平面形は不整楕円形で、規模は21cm× 13cm、 被熱深度は 4 cmで ある。焼土は炭化物

を多 く含む黄橙色の焼土である。

<出土遺物> 遺物は出土 していない。

<性格 と年代> 色調は現地性焼土に近いが、検出面であるⅢ層より粒子が細か く炭化物 も多 く含む

ことから窪地に流入 した二次堆積焼上の可能性が高い。なお、出土遺物及び他遺構 との重複関係は無

いが、検出面から古代以降に形成されたものと判断した。

5号焼土 (第27図 、写真図版30)

<検出状況> ⅢC8aグ リッドに位置する。検出面は基本層序Aの Ⅲ層で、明赤褐色の不整形プラン

が 3個 まとまった状態で検出した。他遺構 との重複関係は無 く、単独で存在する。
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Ⅳ 検出遺構

<形状・焼土> いずれも平面形は不整形で、最も大きなもので27× 20cm、 被熱深度は 6 cmで ある。

その他のものは被熱深度 2～ 3 cmで ある。焼土は混和物を含まない明赤褐色土であるが、西側のもの

は若干色調が暗い。

<出土遺物> 遺物は出土 していない。

<性格 と年代> 出土遣物及び重複関係が無いため断定はできないが、検出面から古代以降に形成さ

れたものと判断した。

6号焼土 (第27図、写真図版30)

<検出状況> ⅢB6iグ リッドに位置する。検出面は基本層序Aの Ⅲ層で、焼土粒の集中する不整形

なプランとして検出した。他遺構 との重複関係は無 く、単独で存在する。

<形状・焼土> 平面形は不整形で、規模は74× 45cm、 被熱深度は 3～ 4 cmで ある。Ⅲ層に焼土粒が

含まれたものであり、現地性の焼土ではない。

<出土遺物> 遺物は出上 していない。

<性格と年代> 窪地に流入 した二次堆積焼土と判断した。斜面上方に近接 して 1号竪穴住居が存在

していることから、ここから流れ出した焼土が再堆積 したものと考えられる。       (村 田)

7号焼土 (第 28図 、写真図版30)

<検出状況> ⅣE3eグ リッドに位置する。基本層序Cの Ⅲ層上面で検出した。重複関係は無いが、

遺構北東側が調査区外に延びる。

<形状・焼土> 正確な形状は不明であるが、焼土範囲の平面形は不整形を呈 し、赤色化 した焼上が

モザイク状に散る。規模は39× 35cm、 被熱深度は最大6.5cmで ある。被熱による赤色化は 1層 で顕著で

あるが、他の層では不明瞭である。

<出土遺物> 遺物は出土 していない。

<性格 と年代> 一部調査区外のため性格に関しては不明であるが、検出面から縄文時代～近世のい

ずれかに属すると考えられる。

8号焼土 (第28図、写真図版30)

<検出状況> ⅣE5eグリッドに位置する。基本層序Cの V層上面で検出した。他遺構との重複関係は無

いが、近年まで本遺構の上部には住宅が建てられており、遺構周辺は削平や住宅基礎による撹乱が著しい。

<形状 。焼土> 焼上の範囲は不整形で、規模は20× ■cmで ある。周辺には 5 11ull程 度の炭化物が分散

していたことから、竪穴住居内の炉跡である可能性を考慮 しながら精査 したが、削平や撹乱を受けて

お り住居壁面や床面は確認できなかった。なお、この炭化物は樹種同定によリクリの炭化材 と確認さ

れている。厚さは最大 8 cmで 、被熱による赤色化は 1層 で顕著であるが、他の層では不明瞭である。

<出土遺物> 遺物は出土 していない。

<性格 と年代> 焼土以外に炭化物の分布が確認されることから、炉跡である可能性がある。検出面

から縄文時代に属すると考えられる。                         (高 橋 )

9号焼土 (第28図 、写真図版30)

<検出状況> ⅣD10aグ リッドに位置する。検出面は基本層序Dの Ⅱ層下位で、不整形な焼土粒の散

布範囲として検出した。他遺構 との重複関係は無 く、単独で存在する。
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8 焼土

1号焼土

Ю

L‐15100m△

1号擁土
1 10YR2/1黒色シアント 粘性やや弱・しまりやや疎 焼土粒100/。 混入
2 10YF2/1織IJレ ト 粘性 。しまり共に中 焼土プロック (Ⅲ 2-a cal)40%混入

EЪ孫平子態密秩
卜
越ぜでぜ露半越鷺

比熱を受け、輿ヒする
4号焼土

1 ■5YR7/8費瞳色 粘性やや強 .しま り中 療Iヒ物多 く含む

S号焼土

1 5YRo/8明 赤脅色 粘性・ しま り共に中

6号焼土

1 基本層序AのШ層に,1-B mmの焼土粒を400/O含む二次蜂療焼土

3号焼土

け
ば
Ｌ

ヽ
ロ

∞
日
ｇ
！
召
”悧

2号焼土

L=1る .000xn6

6号焼土

6%

TC80から

ギ粋

Ａ
◎ 6'

6'

2号焼土

1 5YR5/8明赤褐色 粘性 。しまり共に中

5号焼土
4号焼土

鴨え写0
来へ0い

ン
ざ

坤 ∞�

＼

' 枷
上端推声ライン→

遺構下端

L=18.000m6

Ａ
◎

A'
◎

6'

紳

中的
3号焼土

l 10YR2/1暴 ξ 粘性・しまり共に中 IIIB起源で焼土プロックlo%混入
2 10YR2/1暴 色1ヽYR6狛緯色プ●ック30%混入 1層 と黎源は同一でプロックの量が多いためやや赤みがかる
3 5YR7/8桂 色 粘性やや弱。しまり申 強変焼上のこ珠堆積層 .根携乱が多く斑模様になる
4 10YR2カ黒褐色と5YR6/8橙色の混合土i粘性 jしまり共に中 黒褐色とに焼土ブロッタ (。 lo-20mm)40%混

^5 軒酪/84色 粘性や|や強。しまり中 1・ 3・ 4層に佐べて色調は均質だが部分的に黒褐色土ブロック混入
二次堆横か

6 10YR2カ 黒
撮鳥甥 堅靡 翻 魂 吉

黒働色上に焼上ブロック (,5-10「nl中 %混入 中央部は韓 聴

§ぱ鶏,器、隠 |、緑色17'陽歌鞠紺t酬簿 七騨備の座 性すすす_二4____4n

焼土が隆起している範囲
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7号焼土

L=16700m6

7号焼土

1 7 5YR5/8明 褐色焼± 4TLやや弱 。しまりやや疎
10YR2/3黒 褐色シル ト20%混入

2 10YR2/3黒 褐色シル ト 粘性やや弱 。しま りやや疎
7 5YR2ん極暗褐色焼±2o%混入

3 10YR2/2黒 褐色シル ト 粘性やや弱 。しま り中
7 5YR5/8明 褐色焼上粒 1%混入

9号焼土

、     A'

|、 ◎

擁線 分康卜η

L=12.800m6

9号焼土
1 10YR2/2黒 褐色に5YR6/6橙 色のブロック状焼±15%混入

10号焼土

6'

L=10700m6

10号焼土
1 5YR78橙色 粘性弱 。しまり疎

Ⅳ 検出遺構

8号焼土

L=16500m6

8号焼土
1 1043/3暗 褐色ンル ト 粘性やや弱 。しまりやや疎 7 5YR5/8明 褐色

焼上プロッタ (ゅ 7 cll)50%混 入
2 10YR3/3黒 褐色シル ト 粘性やや弱・ しまり中 炭化物 (ゅ 5-10muJ

40%混入
3 10YR3/3暗 褐色ンル ト 粘性やや弱・しまりやや疎 7 5YR5/8明 褐色

焼土プロッタ (φ 7cal)20%混八
4 10YR3/3暗 褐色シル ト 粘性・しまり共に中 炭化物 (ゅ 5 Httl)7%混 入

11号焼土

6け

…

11号焼土
l Ⅲ全層に5VR6た橙色焼土プロック20%と 炭化物 (φ l-5 mm)oO/o混入

12号焼土

6'

L=11600m6

12号焼土

1 5YR5/4に ぶい赤褐色 粘性中・ しま り密 周辺に

炭化物 (ol-3 aull)散 布

0                  1:20                 1Hl

0                   1:40                  2■ n
9,11号焼土 L=ェ =コ====工 ==L==========」

7～ 12号焼土

，ＷへЪ与学｝ャ　ｒＯ

,む

イ

軽

‐‐工庁ぃぃ．ョ。手″”
終

第28図
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8 焼土

<形状・焼土> 平面形は不整形で、焼土粒の集中する範囲は52× 32cmで ある。焼土はブロック状で、

黒褐色土中に混入する状態で堆積 していた。また、その東側にさらに微量の焼土粒を含む黒褐色土の

広が りも検出している。

<出土遺物> 遺物は出上 していない。

<性格 と年代 > 色調及び焼土粒の堆積状況から沢跡内の窪地に二次的に堆積 した焼土 と考 えられ

る。出土遺物及び他遺構 との重複関係は無いが、検出面から古代以降に形成されたものと判断 した。

10号焼土 (第 28図、写真図版31)

<検出状況> VDleグ リッドに位置する。検出面は基本層序Dの Ⅲa層 で、橙色の円形プランとし

て検出した。他遺構 との重複関係は無 く、単独で存在する。

<形状・焼土> 平面形は円形で、上面規模は50× 52cm、 被熱深度は 6 cmで ある。焼上の形成状況は

良好で明るい橙色であるが、Ⅲ層が変色 しているため粒子はやや粗 く締まりも弱い。

<出土遺物> 遺物は出土 していない。

<性格 と年代 > 焼土の形成状況及び色調から現地性の焼土と考えられる。出土遺物及び他遺構 との

重複関係は無いが、検出面から弥生時代以降に形成されたものと考えられる。

11号焼土 (第 28図、写真図版31)

<検出状況> ⅣD10gグ リッドに位置する。検出面は基本層序Dの Ⅲa層 で、橙色焼土が散布する不

整円形のプランが 2個並んだものとして検出した。上位に 1号掘立柱建物があるが、検出面が異なる

ため直接的な重複関係は無い。

<形状・焼土> 2箇 所の範囲を登録 した。いずれも不整円形で、西側のものは上面規模23× 18cm、

被熱深度 7 cm、 東側のものは上面規模51× 30cm、 被熱深度 4 cm前後である。焼土はプロック状で、色

調は明るい。焼土中及び周辺には炭化物の小片が散布 していた。

<出土遺物> 遺物は出土 していない。

<性格 と年代 > 焼土がブロック状であることから沢跡の窪地に流れ込んで形成された二次堆積の焼

土層 と考えられる。出土遺物は無いが、検出面から古代以降に形成されたものと判断した。

12号焼土 (第 28図、写真図版31)

<検出状況> ⅣD10hグ リッドに位置する。検出面は基本層序Dの Ⅲ層で、にぶい赤褐色の円形プラ

ンとして検出した。他遺構 との重複関係は無 く、単独で存在する。

<形状・焼土> 平面形は東側がやや張 り出した円形で、上面規模は42× 27cm、 被熱深度は 3 cm前後

刊号溝 ´́Δ
【三

'1ぱ

ら

1号溝
1 10YR2/2黒 褐色シルト 粘性やや弱。しまりやや疎

炭化物 (ゎ 3-5 cn)2%混入

0                  1:40                 2rn

L=17400m6      6

‰
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Ⅳ 検出遺構

である。焼土はにぶい赤褐色で、均質な色調である。周辺に炭化物が散布 していたが、焼土内には皆

無である。

<出土遺物> 遺物は出上 していない。

<性格 と年代> 焼土範囲が同心円状に広がることとⅢ層 と被熱部分の境界が漸移的であることから

現地性の焼土と考えられる。出土遺物は無いが、検出面から古代以降に形成されたものと判断した。

(村 田)

9溝

金浜 I遺跡で 1条検出した。

1号溝 (第29図、写真図版31)

<検出状況> Ⅲ D10gグ リッドに位置する。基本層序Bの Ⅳ層上面で検出した。他遺構との重複関係

は無く、自然地形の傾斜に直行して掘削される。

<形状・堆積土> N-76° 一Wの方向に長軸をとり、上面規模は2.00× 0。 54mで ある。断面形は皿形

を呈し、深さは最大で16cmである。堆積土は壁面崩落土と考えられる黒褐色土が主体の単層である。

<出土遺物> 遺物は出土していない。

<性格と年代> 短小な溝であるため、性格 。年代は不明である。            (高 橋)

10性 格 不 明 遺 構

平面形は土坑または竪穴住居状のプランであるが、付属施設などが無いものを一括した。金浜 I遺

跡で 2基、金浜Ⅱ遺跡で2基検出している。

1号性格不明遺構 (第30図、写真図版32)

<検出状況> Ⅲ D10h・ iグ リッドに位置する。基本層序Bの Ⅳ層上面で検出した。他遺構との重複

関係は無く、単独で存在する。

<形状・堆積土> 平面形は不整形で、開口部の規模は3.44× 3.00mである。当初竪穴住居の可能性

を考慮して精査を行ったが、付属施設や床面は確認できなかった。断面形は皿状を呈し、壁面は緩や

かに立ち上がる。検出面からの深さは最大30cmで ある。堆積土は3層 に細分され、堆積状況からいず

れも自然堆積と考えられる。 2・ 3層 中には炭化物や焼土ブロックが混入しており、うち3層 中の炭

化物はAMS年代測定により4,240±40yrBP併亀文時代晩期頃)の年代観が与えられている。

<出土遺物> 細片となった縄文・弥生土器が34.7g出上している。

<性格と年代> 遺構周辺には見られない焼土ブロックや炭化物が確認されることから、何らかの遺

構であったと考えられるが、遣物を伴わないため性格は不明である。ただし、年代測定の結果から本

遺構は縄文時代晩期以降に埋没が開始したと考えられる。

2号性格不明遺構 (第30図、写真図版32)

<検出状況> ⅣE4cグ リッドに位置する。遺構周辺は近代に地形改変が行われ、かつ尾根上である

ため谷部に見られる黒色土が発達しておらず、基本層序Cの Ic層下に遺構検出面であるⅦ層が確認さ

れる。他遺構との重複関係は無く、単独で存在する。

<形状・堆積土> 平面形は不整形で、開口部の規模は2,99× 2.72mである。断面形は皿状を呈し、
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10 性格不明遺構

刊号性格不明遺構

2号性格不明遺構

tx
謡
郎

髪
翼
麟
塔
く
ヽ
ヽ
小

∞
目さ
ヨ
トＴ
白

L=17 300m O

1号性格不明遺構
1 10YR3/3暗 褐色シル ト 粘性やや弱 。しま り中
2 10YR2/3黒 褐色シル ト 粘性 。しまり共に中 炭化物 (φ 3-5 cI)5%、 焼土ブロック (o3-101 El)
3 10YR2/2黒 褐色シル ト 粘性中 。しま りやや密 炭化物 15%、 焼土粒プロック20%混入

¨

2号性格不明遺構
1 25Y5/4黄 褐色シル トと10YR5/8黄 褐色粘質シル トが 5:5の 割合で混合 粘性やや弱 。しま り中
2 10YR5/8黄 褐色粘質シル ト 粘性やや弱 。しま りやや密 25Y5/4黄 褐色シル ト20%混入
3 10YR4/4褐 色シル ト 粘性中 。しまりやや密 10YR5/8黄褐色粘質シル トブロック (o2clll)30%混 入

20%混入

1:50             2rn

い‐中‐‐げ酌常隙ザ仲
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Ⅳ 検出遺構

壁面は不明瞭である。遺構上部は削平されてお り、検出面からの深さは残存値で17cmである。堆積土

は壁面崩落土である責褐～褐色土を主体に3層 に細分され、その堆積状況からいずれも自然堆積 と考

えられる。

<出土遺物> 主に堆積土上～中位から出上している。土器は縄文・弥生土器41.7g、 製塩土器6,7g

が出土しているが、細片の為図示できなかった。また、鉄津も出上しており、このうち6割を鉄塊系

遣物や含鉄鉄淳等の磁着する鉄津が占める。

<性格と年代> 遺構の周辺では赤褐色化した磁着鉄淳が多く確認されることから、精錬・鍛冶段階

の作業が付近で行われていた可能性がある。出土遺物や遺構周辺の層序、遺物分布状況等から古代に

属すると考えられる本遺構もこれらの作業に関連した遺構の可能性がある。

3号性格不明遺構 (第 31図 、写真図版33)

<検出状況> ⅣD2h・ i、 ⅣD3h・ iグ リッドに位置する。遺構周辺は近代に地形改変が行われて

おり、基本層序Bの Ic層下に遺構検出面であるV層が確認される。重複関係は無い。

<形状・堆積土> 開口部の平面形は不整形で、規模は8。 60× 7.43mである。検出時はその平面形や

規模から大型の竪穴住居である可能性を考慮して精査を行ったが、付属施設は確認されなかった。完

掘後の底面には無数の上坑が掘りこまれたことにより生じた凹凸が残り、本遺構がイ固々 の上坑の集合

体である様相を示す。この土坑が重複して掘削された状況は凹凸の激しい断面形からも確認される。

遺構上部は一部削平されているが、検出面からの深さは最大で1.05mで ある。

堆積土は31層 に細分され、その状況から本遺構が東狽1か ら西側へと掘 り広げられた状況が伺える。

遺構南側に広がる風化花聞岩由来の堆積上である1層 は自然堆積層と考えられるが、 1層 以下は黒褐

色土と明黄褐色土とが複雑に入り混ざる堆積を繰り返し、人為的堆積と考えられる。最上位の人為的

堆積層である9層 中には炭化物や一部に被熱による赤色化が確認されることから、埋め戻し中に火を

用いて何らかの作業が行われていた可能性がある。

<出土遺物> 周辺から流入したと考えられる縄文・弥生土器が177.7g、 土師器が6。 7g出土しており、

縄文土器A類 1点 を掲載した (31)。

<性格と年代> 本遺構が無数の土坑の集合体である形状や、尾根部の中でも粘質シルトが分布し尚

且つ黒色上の堆積が薄い場所を選択し掘削していることから、本遺構を構成する個々の上坑は粘土を

採掘する目的で掘削されたものと考えられる。この複数の上坑により構成される本遺構は粘土採掘跡

である可能性があり、現に上坑は基盤の風化花筒岩層に至った地点で掘り込みが止まることから、粘

土層を狙つて採掘が行われていたと推測される。採掘された粘土が土器製作に用いられた可能性を考

慮して、遺構床面の粘質シルトと堆積土中に混入していた粘質シルト (床面のものとは色調が異なる)

をサンプルとして出土土器とともに胎土分析を行ったが (第Ⅵ章第 2節参照)、 各時代の土器との関係

性は不明瞭で、採掘後の粘上の用途は不明である。一方で、本遺構の堆積状況は北西約12mに位置す

る 1号炭窯に酷似していることから両遺構には何らかの関係があると推測され、 1号炭窯とほぼ同時

期の近代に掘削された可能性がある。 (高橋)

4号性格不明遺構 (第32図、写真図版34)

<検出状況> ⅣC7・ 8cグ リッドに位置する。検出面は基本層序Dの Ⅲ層で、黒色土中に焼土・炭

化物が分布する円形プランとして認識した。後世にゴミ焼きなどが行われていたため部分的に壊され

ていたが、他遺構との重複関係は無い。
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10 性格不明遺構

3号性格不明還構

6 L=18200m

手ハ

-52-
第31図  3号性格不明遺構
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Ⅳ 検出遺構

4号性格不明遺構
mO

L=19 200rn

o                   l:80                  4m

4号性格不明遺構

1 7 5YR5/4に ぶい褐色 粘性中・ しま りやや疎 近現代のゴミ焼きの堆積

2 10YR1 7/1黒 色 粘性弱・ しまりややあり 長 さ10cm前後の炭化材少量と10cm以下の細片の集中 焼土は含まない

3 10YR4/2灰 黄褐色 粘性やや弱・ しまりやや疎 Ⅶ層ブロック (ol-3 dul)多 く含むため粒子が粗 くしま りも弱い

4 10YR6/2灰 黄褐色 粘性・ しまり共に中 下位に炭化物層があり、そこか ら混入 した炭化物を少量含む

5 10YR3/1黒 褐色 粘性中・ しまりやや疎  2層 よりやや粒子細かく粘性がある

6 10YR5/2灰 黄褐色 粘性 。しま り共に中 Шa層に相当する Ⅶ層ブロックを多く含む

7 25Y7/4浅 黄色 粘性弱 。しまり疎 Ⅶ層の再堆積土

8 25Y5/2暗 灰黄色 粘性・ しま り共に中 7層 より粒子細かい

二次堆積焼± 10YR6/2灰 黄褐色 粘性 。しま り共に中 5YR6/6橙色焼±15%、 炭化物 5%含む

※ 2-5層 が遺構内堆積土

第32図  4号性格不明遺構

<形状・堆積土> 平面形は不整円形で、上面規模は7.03× 4.98mである。底面は中央部が最も低 く

なる皿形である。壁面は北側のみ残存 してお り底面と壁面上端の比高差は2.14mである。底面中央に

は炭化物、南側には焼土の集中域がみられるが、いずれも二次堆積により形成されたものである。

堆積土は 4層確認 した。堆積が薄い為断定はできないが、いずれもⅢ・Ⅷ層起源の自然堆積層 と考

えられる。なお、 5層以下は尾根上でみられたⅧ層に比べて色調が暗 く、遺構内堆積上の可能性 も考

えられたため立ち割 りを行ったが、いずれも基本土層が若干変色 したものであることが判明した。

<出土遺物> 縄文・弥生土器が59,8g出土 しており、弥生土器D類の破片を2点掲載 した (32・ 33)。

<性格と年代> 平面形及び焼土・炭化材の存在から縄文時代の竪穴住居の可能性を考えたが、底面

が平坦ではないこととカマ ド・炉などの付属施設が確認できなかったことから性格不明遺構 とした。

出土遺物に弥生土器D類の破片が含まれることから弥生時代後期以降に構築された遺構 と考えられ

(村田)
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■ 柱穴・柱穴列

11柱 穴 ・ 柱 穴 列

P01～ 90(第33～ 35図、写真図版34・ 35)

90イ固 (金浜 I遺跡 :69個 、金浜Ⅱ遺跡 :21個 )検出した。個別の規模・堆積上の状況は第 4表の通

りである。このうち 1号柱穴列を構成するP36～ 38、 1号掘立柱建物を構成するP85～ 89イよ古代に属す

ると考えられる。また、Pll・ 13～ 15・ 21・ 29。 31・ 54～ 65は検出面から縄文時代に属すると考えら

れるが、それ以外の柱穴の帰属年代は不明である。

1号柱穴列 (第35図、写真図版34)

<検出状況> ⅢC3g、 ⅢC4f・ gグ リッドに位置する。Ⅲ層下位で検出した。重複関係は無い。

<形状・堆積土> 軸方向はN-77° ―Eで、 3個の柱穴から構成される。本遺構の北西約1。 5mに は

1号焼上が位置することから、他の柱穴と共に工房的な建物を構成する可能性を考慮して精査を行っ

たが、本遺構と関連する柱穴は他に確認できず、 1号焼土との関係も明らかにはできなかった。 1尺

を30.3cmで換算した場合、1間 の間隔は西側から151cm(5尺 )、 167cm(5尺 5寸)と なり規格性が伺

える。また、遺構を構成する柱穴は底面標高が最大で約 8 cmの 差があるものの規模はほぼ等しく、柱

当りの規模から直径15cm前後の柱を用いたと考えられる。

<出土遺物>遺物は出土していない。

<性格と年代>使用されている間尺や検出面から、古代に属すると考えられる。

12土 器 集 中 区 (第 7図、写真図版35)

(高橋 )

北西側谷部の沢跡A堆積土中で、同一個体と考えられる土器片がまとまって出上した地点であり、

3箇所を登録した。いずれも掘り込みなどのプランをもたないことから、窪地に土器が流入あるいは

廃棄された為に形成されたと考えられる。なお、南側谷部でもⅣD9。 10g o hグ リッドで遺物の集中

範囲が数箇所みられたが、異なる種別の土器の小破片が混在しており、分布範囲が明瞭でなかったた

め、土器集中区として登録はせずグリッド単位で認識、取り上げを行った。

1号土器集中区は、ⅢC7aグリッドイこ位置する。検出面は基本層序Aの Ⅲ層で、土器片が重なり合う不

整円形プラン (南北3.1×東西2.3m)として検出した。1号陥し穴状遣構の上位に位置するが、直接的な重

複関係は無い。土器片の分布範囲が円形に認識できたことから土坑の可能性も考えられたが、プランを縦断

するサブトレンチを設定して断ち割りを行っても明瞭なプランは確認できなかった。土器は縄文土器深鉢

(4,052.3g)で 、出土状態からは完形に近い状態に復元できるものと思われた。しかし、本遺構周辺のグリッドを

含めて接合を行ったが、胴部破片が 2～ 5点接合するのみで、提示できたものはごく少量であった (34・ 35)。

2号土器集中区は、ⅢC8bグ リッドに位置する。検出面は基本層序Aの Ⅳ層で、To― Cuテ フラと

土器が散布する範囲 (南北2.2X東西2,2m)と して認識した。 1号土器集中区よりも破片数は少なかっ

たが、明確に同一個体と認識できる破片が集中していたことから土器集中区とした。土器は全て縄文

土器B類の破片 (1094.9g)で 、ほとんどが36の 同一個体片であった。

3号土器集中区は、ⅢC4bグ リッドに位置する。検出面は基本層序AのⅣ～Va層で、少量の土器

片と台石状の自然礫が集中する範囲 (南北1.5× 東西1,3m)と して認識した。 2号土器集中区と同様、

同一個体と認識できる破片が集中していた。土器は縄文土器B類の破片 (370,9g)で あり、このうち

復元できた 1点 を掲載 した (37)。
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■ 柱穴・柱穴列

◎
Ｐ４７

E

+9♂ 曲。
P490   P519:55p履詭6 oP57

P53  。P58
P52o P59

P61o  留60
Ｐ ６

ｏ

Ｐ６３

顆

Ｐ６５

Ⅳ
#

に》P66

Ｐ

⑤ P68o

P690

85(1号掘立柱建物 )

0                   1:200                 10rn

P4

る d 滞 姿
P8 9ポ∵ P39

М…m

P10

⑤ざ 洋
Ｐ Ａ

◎

L=20100m6

L=19400m

0                  1:40                 2m

４

８

１０

３９

6L=19300m6'

10YR3/2黒 褐色 粘性やや強 。しま り中 地山プロック15%含む

10YR7/8黄 橙色粘質上 粘性やや強 。しま りやや密 壁面崩落土

lllYR2/1黒 色 粘性 。しまり共に中 皿層起源

●9
10YR1 7/1黒 色 粘性中・ しまりやや疎 Ⅳ・Ⅵ層起源の地山崩落土含む

10YR2/1黒 色  1層 より若干色調明るい

10YR2/1黒 色 と10VR78黄橙色の混合土 粘性弱 。しま り疎

10YR5/1褐 灰色 粘性 。しま り共に中 地山プロック10%含む

10YR6/6明 黄褐色 粘性やや強・ しま り中 地山ブロック25%含む。 1・ 3層の境界に厚 さ約 l clの 10YR1 7/1黒 色土層

10YR7/8黄 栓色粘土 地山再堆積上で地山よりも黒い

10YR2/1黒 色シル ト 粘性やや弱・ しま りやや疎

10YR2/2黒 褐色シル ト 粘性中 。しま りやや密

10YR3/3暗 褐色シル ト 粘性やや強 。しまりやや密

γ

６
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ギユ 半滑亀
P81 P32

6③⑥6'

6     6'L=16800m

L=17400m6

1号柱穴列

151cll(5尺 )

L=15 200m

1号柱穴列 (P36い 38)

1 10YR2/1黒 色シル ト 粘性やや弱 。しま りやや疎
2 10YR2/1黒 色シル ト 粘性やや弱・ しま りやや疎 10YR5/6黄 褐色ブロック (ゅ

3 10YR2/1黒 色シル ト 粘性弱 。しま り疎
4 10YR2/1黒 色シル ト 粘性 。しま り共に中 10YR5/6黄 掲色ブロック (φ 2cl l)

5 10YR2/1黒 色シル ト 雅性やや弱 。しま りやや疎

P59・ 60 P66   w,1,か ら P81・ 82

Ⅳ 検出遺構

10YR2/1黒 色シル ト 粘性 。しま り共に中
10YR3/4暗 褐色ブロック (φ 3-5 cm)30%混 入

10YR2/1黒 色シル ト 粘性 。しまり共に中

暗褐色ブロック 5%混入

10YR2/1黒 色シル ト 粘性 。しまり共に中
〔OYR2/1黒 色シル ト 粘性やや強・ しま りやや密

暗褐色ブロック50%混入

10YR2/2黒 褐色シル ト 粘性やや強・ しま りやや密
10YR5/6黄 褐色粘質シル ト3%混入

10YR2/2黒 褐色シル ト 粘性中 。しま りやや疎

黄褐色ブロック (φ 3cm)2%混 入
10YR3/2黒 褐色シル ト 粘性やや強 。しま り中

黄褐色ブロック (ゎ 3-5 cll)30%混入

P81
1 10YR6/3に ぶい黄橙色 粘性 。しま り共に中

炭化物 2%混入

P82
1 10YR5/2灰 黄褐色 粘性・ しま り共に中

P59 P60

6Ю ざ

6⑤ざ

為!略

Ｐ３６⑨
Ａ
Ｏ

Ｐ３７◎ Ｐ３８⑩

0                  1:40

A'
◎

167cm(5尺 5寸 )

( Ⅲ…検出時の柱当り

2m
2 cll)2%混 入

40%混入

柱穴土層註記 (第 4表参照)

1 iCIYR2/1 黒色シル ト 粘性やや弱・ しまりやや疎 地山粘質シル ト (10YR5/8黄褐色)混入

1

2

lKIYR2/2 黒褐色 ンル ト 粘性やや弱 。しま り中

ltlYR2/2 黒褐色 シル ト 粘性 中・ しま りやや密

Va層 プロック ψ2-4 cll)10%混 入

Va層ブロック40%混入

1 10YR3/2 黒褐色 粘性 。しま り共に中

D 10YR2/1 黒色 シル ト 粘性やや弱 。しまり中 Ⅳ層下位シル ト (lt143/3暗褐色)混入

1 lllYR2/2 黒褐色 粘性・ しま り共に中

F 1 lllYR7/8 黄橙色 粘性やや強 。しまり密 Ⅷ層の再堆積層

G 1 lω m5/4 にぶい黄褐色シル ト 粘性弱・ しま りやや疎

H ユ 10YR3/3 暗褐色シル ト 粘性中・ しまりやや辣

I

1

2

lklYR3/2 黒褐色 粘性・ しまり共に中

lklYR7′8 黄橙色 粘性 。しまり共に中

炭化物 争 2-5Dm)5%黄 橙色土ブロック15%混入

プロック状の黄橙色上で隙間に黒褐色±20%混入

J よ 10YR2'1 黒色 シル ト 粘性・ しま り共に中 Ⅳ層ブロック (lllYR373暗 褐色)混入

K 10YR2/1 暴色シル ト 粘性やや弱・ しまりやや疎

L 1 ll144/4 褐色シル ト 粘性中 。しまりやや密 地山粘質シル ト (ltlYR5′ 8黄褐色)混入

M 1 10YR2/2 黒褐色シル ト 粘性・ しまり共に中 地山ブロック (lCIYR,8黄褐色)混入

N 1 ll142/1 黒色シル ト 粘性 中・ しま りやや疎  V層 ブロック (lωm2/3黒褐色)混入

0 1 10YR2/1 黒色シル ト 粘性やや弱・ しまり中 地山粘質シル ト (lCIYR5/4に ぶい黄褐色)混入

10YR5,3 にぶい黄褐色 粘性 。しまり共に中 Ⅲ層崩落土を少量含む

Q 1 10YR4'3 にぶい黄褐色 粘性 中 。しま りやや疎

10YR3/2 黒褐色と5'31こ ぶい黄褐色の混合土 粘性中 しまりやや疎 浅黄橙色± 5%混入

1 10YR6/4-7/4 1こ ぶい黄橙色 粘性・しまり共に中 粒子やや粗い 壁際に地山ブロック30%含 む

第35図 柱穴 (3)、 1号柱穴列
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第 4表 柱穴計測表

穴
号

柱
番

遺跡
帰属

地  点
長軸×短軸

(Cm)
鮮
ｍ

土層
註記

備 考 旧呑号

Pl ⅢB6g 38× 30 R

P2 ⅢB6g 25× E21] R

P3 皿B7h 30× 28 」 P87

P4 皿B6g 22× 22 第34図 P78

皿B6ね 40× 33 S P80

皿B6h 26× 25 O P79

P7 皿B6h 55× 43 P P82

ⅢB5h 27× [22] 第34図 P88

ⅢB5 28× [29] 第34図 P89

ⅢB5 33× 28 第34図 P83

ⅢB4 29× 29 B Plと 9

P12 ⅢB6 30× 28 」 P84

ⅢB6 28× 25 A 製塩12g Pl18

ⅢC5b 31× 24 A P120

ⅢB6i 29× 28 A

ⅢB6i 33× 3ユ J P90

ШB8h 21× 19 」

P18 ⅢB8h 21× 18 17 」 P75

P19 ⅢB8h 26× 20 9 」 P77

P20 ⅢB8 21× 20 K

P21 ⅢB8 30× 28 A Pl17

P22 ⅢC7d 23× 22 C P103

P23 ⅢC7d 49× 46 C P104

P24 ⅢC7d 40× 29 E P105

P25 皿C7d 24× 21 C P107

P26 ⅢC7d 25× 20 C P109

P27 ⅢC7e 26× 24 E P108

P28 ⅢC7f 26× 25 F 糸電・5ボ 13.8g P

P29 ⅢC7f 41× 27 D P

ⅢC7f 42× 24 E P

ⅢC6f 27× 23 D 縄 弥03g P

ⅢC6f 33× 30 E P106

P33 皿C6g 25× 19 C P

ШC5g 26× 19 E P

P35 ⅢC5g 20× 19 E P

皿C4f 31× 28 第35図 P

ⅢC4g 33× 26 第35図 P

P38 ⅢC3g 33× 29 第35図 P

ⅢC3g 33× 28 第34図 P

ⅣC2b 28× 21 G P02

ⅣC3b 26× 22 G P03

ⅣC3c 28× 24 G P01

P43 ⅣC2d 46× 44 G P04

P44 ⅣClh 29× 28 H

Ⅲ C10, 34× 28 H

Ⅲ C10i 43× 39 H

P47 ⅢD8i 79× 53 I P101

柱穴
番号

跡
属

遺
帰

地 点
長軸×短軸

(clF)
騰
ぐｃｍ，

層
記

土
註 備 考 旧番号

ⅢD9g 18× 18 」 P25

P49 ⅢD9g 24× 21 ]

P50 ⅢD9h 25× 18 K

P51 ⅢD9h 26× 17 K

P52 ⅢD9h 30× 27 」 P 0

P53 ⅢD9h 21× 19 」 P 4

PM ⅢD9h 24× 20 K P55と 重複 P 7

P55 ⅢD9h 23× 16 J P弘 と重複 P 8

P56 ⅢD9h 35× 28 J P 3

P57 lll D 9 i 34× 22 」

P58 ⅢD9h 14× 13 K

P59 I ⅢD9h [23× 17] 第35図

P60と 重複
縄・弥 1.8g、

土師3211

I 皿D9h 28× 23 第35図
P59と 重複
縄・弥12.2g

P12

皿D9g 26× 21 」 縄・弥3 0g P23

P62 Ⅲ D10i 21× 13 K P19

Ⅲ D10i 24× 23 」 P20

Ⅲ D10i 29× 26 」 縄・弥1.3g P21

P65 Ⅲ D10i 24× 22 K P22

P66 ⅣD li 58× 37 第35図 P26

ⅣD li 26× 22 J P33

P68 ⅣD lj 27× 23 L P27

P69 ⅣD 2j 27× 24 M P34

PttЭ ⅣE4d 21× 20 M P31

P71 ⅣE5e 24× 21 15 N P35

P72 [ ⅣE5f 23× 20 N

P73 ⅣE5f 31× 27 O P37

P74 Ⅱ ⅣE5g 26× 24 O

P75 □ ⅣE6f 20× 19 13 M
製塩62g、
鉄津

P29

P76 E ⅣE6王 32× 28 M P32

P77 E ⅣE6f 28× 27 M

P78 Ⅱ ⅣE6e 25× 24 N

P79 Ⅱ ⅣD5g 44× 39 Q P513

P80 Il ⅣD5g 27× 24 Q P512

P81 Ⅱ ⅣD9g 29× 25 第35図 縄 弥24 3g P508

P82 Ⅱ ⅣD9g 21× 19 第35図 P509

P83 Ⅱ ⅣD10g 29× 27 P P507

P84 Ⅱ ⅣD10h 31× 20 R P510

P85 Ⅱ ⅣD10f 31× 25 第17図 P501

P86 Ⅱ VDlg 31× 20 第17図 P502

P87 Ⅱ ⅣD9g 36× 32 第17図 土師10g P503

P88 Ⅱ ⅣD10g 34× 29 44 第17図 縄  弥1.3g P504

Ⅱ ⅣD10h 31× 30 第17図 P505

P90 Ⅱ VDlg 29× 25 別 P P506

※計測値欄の [ ]は残存値を示す
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V 出 土 遺

両遺跡で出土した遺物は、土器 (縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器)、 金属製品、石器 (剥片石

器・磨製石斧 。礫石器・砥石)、 陶磁器、土製品、石製品、羽口、炉壁、鉄淳、煉瓦など多様である。

両遺跡とも遺構内からの出土は少なく (第37～ 39図 )、 大半が遺構外からの出上である。

今回は両遺跡を一括して種別ごとに説明を加えていくが、まず個別の説明を行う前に全体における

出土状況について述べておきたい (第36図 )。 I層 に混在したものも含めれば調査区のほぼ全域で遺物

の出土は確認されているが、とくに北西側谷部 。中央尾根部・東側尾根部・南側谷部に集中する。こ

の4箇所には沢状地形が存在 しており、遺構外出土遺物のほとんどはこの沢状地形の堆積土から出土

している。その為、今回は北西谷部沢跡A周辺を「遺物出土エリア①」、中央尾根部沢跡B周辺を「遺

物出土エリア②」、東側尾根部沢状地形周辺を「遣物出土エリア③」、南側谷部を「遺物出土エリア④」

と呼称し、土器についてはエリアごと、その他の遺物については少量であつたため種別ごとに金浜 I

→金浜Ⅱ遺跡の順になるように並べて掲載した。

第36図 遺物出土エリア図

土   器 (第40～ 50図 、写真図版39～ 47)

今回の調査における出土遺物の主体 となるものである。縄文・弥生土器は32.9k8(金浜 I:13.6kB、

金浜 Ⅱ :19。 3k3)、 土師器は22.Okg(金浜 I:5.5kB、 金浜 Ⅱ :16.5kg)、 須恵器は1.25kB(金 浜 I:

0。 15kB、 金浜 Ⅱ■.1lk8)出 土 した。ほとんどが破片資料であ り、全形がわかる資料は限られている。

エツア④ ―`■■とイ

1:1000
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1 土器
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第37図 遺構内出土遺物集成 (1)



V 出土遺物
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第38図 遺構内出土遺物集成 (2)
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1 土器

3号竪穴住居

1号炭窯

fl:]:246

ハ
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Ｕ
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脚
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聯 性
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第39図 遺構内出土遺物集成 (3)



V 出土遺物

今回は縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器に大別 し、さらに縄文土器・弥生土器については時期・

型式ごとに細分を行っている。

第 I群土器=縄文土器

器種には深鉢・浅鉢・重がある。器形・文様の特徴をもとに時期別に 6類 に分類 した。

A類…早期に属する土器群 (31・ 66。 68)

B類…前期に属する土器群 (36・ 37・ 43・ 45。 49・ 58・ 59,74・ ■9)

C類…中期前葉に属する土器群 (41・ 48・ 78)

D類…中期中葉に属する土器群 (47・ 50,82・ 133)

E類…中期後葉に属する土器群 (28。 34・ 35・ 57・ 75。 152)

F類…晩期中葉に属する土器群 (72・ 108・ 117・ 143)

その他…底部や地文のみの胴部破片 (40・ 42・ 46・ 56・ 60。 61・ 70。 77・ 80・ 83・ 107。 120。 131・

146・ 150)

第 Ⅱ群土器=弥生土器

器種には壼・甕・高杯・蓋がある。全形が判明する資料がほとんど無いため、今回は文様の特徴 を

もとに時期別に4類に分類 した。

A類…前期～中期初頭に属する土器群 (144)

B類…中期前半に属する土器群 (99。 139)

C類…中期後半に属する土器群 (27・ 44・ 53・ 62・ 63・ 65・ 67・ 69・ 71・ 73・ 76・ 84・ 86・ 89・ 90。

92・ 94^ヤ 96・ 98。 100・ 102・ 104・ 105・ 109-114・ 116・ 122-125。  127^-129。 132,138。 140～

142。 145'151)

D類…後期に属する土器群 (32・ 33・ 64・ 85。 91・ 93・ 147～ 149)

その他…底部や地文のみの胴部破片 (52・ 54・ 55,79・ 81・ 87・ 88・ 97・ 101・ 103。 106・ 115・

118・ 121。 126・ 130。 134～ 137)

第Ⅲ群土器=土師器

器種は杯・高台杯・甕・鉢がある。出土量が第 I・ Ⅱ群に比べて少ないため今回は器種ごとに説明

を加えるのみとする。

lTh

全てロクロ成形で、内面にのみ黒色処理を施すもの (1～ 3・ 12。 13・ 167。 181・ 184)と 内外面に

黒色処理を施すもの (159。 162・ 164)がある。両面に黒色処理を施すものは、内面のみのものと比べ

て器壁が厚い傾向がある。なお、 1は体部外面に「水」様の文字が墨書されている。

高台lTh

l点のみ出土 している (168)。 全形は不明であるが、杯 と同様に内面に黒色処理が施される。

甕

全てロクロを用いないで成形されている。全形が半J明するものが無いため、口縁部及び底部破片で

代表的なものを抽出して掲載 した。口縁部形態は、明瞭な屈曲点をもつ単純口縁の もの (4・ 22・

161。 175・ 186)と 屈曲点をもたない単純口縁のもの (5～ 10。 14～ 16・ 24・ 172。 173・ 177・ 179)、

受口状のもの (180)が あり、量的には屈曲点をもたない単純口縁が多い。底部は側縁が屈曲するもの

(17。 18,25。 30。 160。 165。 166・ 170。 172・ 182・ 183な ど)と 直線的に立ち上がるもの (■ ・19。
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2 石器・石製品

163・ 185。 187)がある。

鉢

1点のみ出土 している (158)。 体部の立ち上が りは甕 と類似するが、内面に黒色処理が施 されてい

ることから鉢 と半J断 した。

第V群土器=須恵器

須恵器を一括 した。器種には杯 と壷・瓶類がある。第 I～ Ⅲ群よりも出土量が少なく、図示で きた

ものは壼・瓶類のみである (20,21・ 23・ 169。 188～ 196)。 壷・瓶類は広口壷 と長顎瓶、その他不明

な破片がある。杯は全て口縁部の破片である。

広口壺

全形がわかるものは無いが、形状から広口壺 と判断 したものを7点掲載 した (20。 21・ 169。 188・

189。 194・ 195)。 口径が復元できるものは 3点あり (20。 188,189)、 いずれも20cm以下であることか

ら、それほど大型ではないと考えられる。その他 (21,169,194)は 小破片であるが口径部の円弧が

これらとほぼ同一であることから、本遺跡における広口壷の主体は口径20cm以下のものであつたと考

えられる。この他、胴部下半の立ち上が りから広口壷 と判断した破片が 1点ある (195)。

長頸瓶

広口壷同様全形がわかるものは無いが、形状から長頸瓶 と判断 したものを4点掲載 した (190～ 193)。

いずれも自然釉の付着が認められる。顕部周辺の破片をみると、接合方法には円盤閉塞技法を用いる

もの (190)と 風船技法を用いるもの (193)が確認できる。192は 頸部の残存 していない破片である

が、撫で肩で頸部が広口壼より狭 くなると考えられることから長頸瓶 とした。

この他、薄手の体部破片 (23)と 貼付高台を有する底部破片 (196)を各 1点掲載 した。

2 石 器 。石 製 品 (第 51～ 54図 、写真図版48～ 50

総重量29.95k3を 回収し、45点 (16.67k3)掲載した。以下では剥片石器・磨製石斧・礫石器 。その

他に分類して記述を行う。

(1)剥 片 石 器

石鏃・石匙・石錐・剥片が出土している。材質は全て頁岩製で、エリア① o④の沢跡中からの出土

が多く、摩耗が著しいためリング・フイッシャーが認識しにくいものが多い。使用される石材は、不

掲載で剥離まで摩耗した石鏃 1点 を除いて全て頁岩である。

石鏃 平面形が左右対照で、扁平かつ全長が 5 cm未満のものを石鏃とした。14点出上しており、11

点を掲載した (197～ 207)。 以下では基部形状から以下のように分類した。

I類…無茎平基鏃 (197～ 199)。 茎部をもたず基部が平坦なもので、平面形が長三角形のもの

(197)・ 長五角形のもの (198)。 三角形のもの (199)が ある。

こ類…無≧凹基鏃 (200)。 茎部をもたず基部に袂 りが入るもので、平面形は三角形である。

Ⅲ類…有茎鏃 (201～ 207)。 尖頭部と茎部の境界は凸状で、尖頭部平面形は三角形 (201)。 柳葉形

(203,204)。 長三角形 (205。 206)がある。また、201は尖頭部中位から基部が大きく開く形

状である。

Ⅳ類…尖基鏃 (207)。 平面形が柳葉形で、尖頭部と基部の境界は不明瞭である。形態的には尖頭
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V 出土遺物

器と類似するが、全長が 5 clll未 満であることから今回は石鏃に含めた。

石匙 摘み状の突起を一端に有し、二次加工によって片面あるいは両面に刃部を作出したものを石

匙とした。 2点出土しており、全点掲載した (208・ 209)。 摘み部を上にして置き、扶 り部が水平

になるように設置した場合、形状が斜めに長くなるもの (I類 =208)と 縦長になるもの (Ⅱ 類=
209)がある。

石錐 摘み部が尖頭状であり、平面形態は石鏃に類似するが、石鏃よりも厚みがあることから石錐

とした。 l点のみの出土である (210)。

(2)磨 製 石 斧

製品 。未製品あわせて12点 出上しており、11点掲載した (211～ 221)。 いずれも欠損しており全形が

わかるものは無いが、形状と研磨の状況から2類 に分類した。

I類…いわゆる「定角式磨製石斧」である (21Ⅲ 215～ 217・ 221)。 両側縁及び頭部が研磨され、正

裏両面と側面の間に稜をもち、断面形が隅九長方形となる。211のみ製品であり、その他は研磨途

中の未製品である。なお、221は本類の粗割あるいは整形剥離段階の未製品と考えられる。

Ⅱ類…いわゆる「太型蛤刃石斧」である (212～ 214・ 218～ 220)。 断面形が楕円形で、頭部が細 く直

線的なものである。213のみ製品で、212・ 2141よ研磨途中の未製品、218～220は整形剥離または

敲打段階の未製品である。なお、218～220は 「乳棒状石斧」の可能性もあるが、刃部形状が不明

なことと製品と同じ材質であることから今回は「太型蛤刃石斧」の未製品とした。

(3)礫 石 器

礫の表面に何らかの使用痕が認められるものを礫石器とした。使用痕が微弱なものが多く自然礫と

の判別が困難であったが、16点 を掲載した (223～ 238)。 使用痕及び形状から以下の通り分類した。多

くのものに黒色の付着物が認められる。

I類…磨石として使用されたもの (223～ 232)。 片面のみ磨面が認められるものと両面またはほぼ全

面に磨面が認められるものがある。

Ⅱ類…敲石として使用されたもの (233)。

Ⅲ類…敲打痕と磨面が認められるものである (234)。 使用痕が重複していないため敲打と研磨のい

ずれが先に行われたかは不明である。

Ⅳ類…台石として使用されたもの (235～ 238)。

(4)そ の 他

上記以外に石錘・砥石・未製品が出上している。

石錘は 1点のみの出土である (222)。 扁平な礫 (は んれい岩)を素材としており、石材の長軸両側

縁を打ち掻いて「紐掛け部」を作出している。

砥石は4点出土しており3点掲載した (239～ 241)。 いずれも流紋岩製で、239は両面、240は片面に

筋状の擦痕が認められる。241は摩耗によって使用痕が確認できない。いずれも片面に黒色付着物が

認められる。

この他、軽石製で製作途中の未製品と考えられるものが 1点出上している (242)。 側面の面取 りが

行われており、材質から浮子の未製品の可能性がある。
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(5)石 製 品

勾玉

エリア④から1点出土した (243)。 頁岩製で、端部を若干欠損している以外は完形である。全面に

丁寧なミガキ調整が施されおり、内弯する側の両端には切り込みが 2本ずつ施されている。穿了しは双

方向から行われている。                              (村 田)

3金 属 製 品 (第 55図 、写真図版50・ 51)

器形が判明するものを中心に19点 を登録・掲載した (244～ 262)。

244は鉄鐸で、上端部より下端部が広がる円錐形をしている。鉄板の厚さは約 l IIIIllで 、板の合わせ目

は左側が前となる。上端部を若千欠損しており、子しの有無は確認できなかった。

245は鉄鏃である。平面形は五角形で、中央部に2個穿孔がある。

246・ 247は環状鉄製品である。246は残存状況が悪 く性格は不明である。247は先端部が先細 りする

一方末端部はラッパ状に広がり、内部が空洞であることから柄状のものが差し込まれることを想定し

た作りとなる。出土層位およびその形状から、鉾の石突である可能性がある。

248は板状鉄製品、250は不明鉄製品であるが、一部が欠損しており性格は不明である。これらは出

土層位から古代に属する可能性がある。249は皿状鉄製品である。半分以上が欠損してお り、柄装着

の有無は不明である。同一個体と考えられる鉄片も出上しており、熔解した銅で欠損部分を補修した

鋳掛の痕跡が確認される。検出面から近世に属すると考えられ、その形状から何らかを掬う作業に用

いられていた可能性がある。251は棒状鉄製品である。試掘 トレンチ埋め戻し土からの出上のため時

代は不明であるが、形状から紡錘車の軸棒や、九軸の釘等の可能性が考えられる。

252は先端部が欠損しているが、藝であると考えられる。

253～262は釘で、259は折頭釘、260。 261は 舟釘である。255～258は頭が欠損しているため種類は

不明である。2621ま先端部が欠損しているが軸や頭の形状から平九頭釘と考えられる。

出土層位及び形状から、253～255は古代、256～ 262は近世以降に属すると考えられる。

(高橋・村田)

4 銭    貨 (第 55図 、写真図版51)

今回の調査では遺構外から2点の銭貨が出上している。

263は北宋銭の政和通賓で、初鋳年は■11年 である。字体は隷書で、表面は摩滅している。264は五

銭である。表面の風化が進行しており種類の判別が困難であるが、寸法や子しの特徴から、戦時中の昭

和19年 に発行された五銭錫貨の可能性がある。                     (高 橋)
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5 土  製  品 (第 56～ 60図、写真図版52)

(1)羽    口

小コンテナで約1.5箱分あり、主にⅢD区や 1号鉄生産関連炉付近から多く出上している。そのうち

内外径や装着角度など使用状況等が復元可能な26点 を抽出し、19点 を掲載した (265～ 284)。

胎上の色調は概ね5YR6/8橙色や2.5Y7/3浅責色で、風化花筒岩に由来した砂粒を含んでいる。

形状が推定できる265。 283・ 284を みると、いずれも円筒状で、横断面形は円または楕円形をしてい

る。器壁の厚さは、個体差はあるが 2～ 3 clll前 後で比較的均等である。ただし、手づくね成形という

技法上、276・ 282の ように厚さが均―でない個体も確認できる。266・ 273・ 275に は輪積痕跡が確認で

き、うち265,266に は成形や調整段階で形成されたと考えられる指圧痕が残る。使用状況が推定でき

る267,281は 先端部に長軸方向の溝が確認されるが、これは被熱により先端部が溶解した後から再固

結するまでの間に形成されており、使用中の装着位置移動もしくは使用後の取り外しの際に生じた痕

跡と考えられる。274や276等 は内部に溶解した鉄津が付着している。出土した羽口の殆どが小破片で

復元できる個体数は少ないが、形態的な傾向として調査区北側の谷部から出上した羽回はその寸法に

ばらつきがある一方、 1号鉄生産関連炉付近で出土した羽口に関してはタト径が7.4～ 8,6cm前 後、内径

が2.4～ 3.2cm前後にまとまる。

(2)支 脚

支脚と考えられる破片は小コンテナ1.5箱分出上しており、12点 を掲載した (285～ 296)。 色調が橙色

あるいは赤褐色で、破片状態では後述する製塩土器と判別が困難であるが、製塩土器と異なり内面に

調整痕が認められないものを支脚と判断した。出土した破片数は多いが、器形が復元できたのは 1点

(285)のみである。確認できたものは全て輪積み成形で、粘土帯の接合部分から剥離しているものが

多い。破片からの推定になるが、ほとんどのものが円筒状になると考えられ、芯となる棒状のものに

粘土を付け成形 したと考えられる。なお、全形は不明であるが底部がハの字状に広がるものもある

(290・ 297)。 大きさは多様で、外径の復元値は6～ 10cm、 器壁の厚さ0,7～4,Ocmま でと幅がある。外

面には指またはヘラ状工具によるナデ調整が施されるが、内面には調整痕は認められない。ナデ調整

は基本的に粘土帯接合部に併行するように施されるが、なかには286の ように接合痕の直行方向に施さ

れるものもある。

(3)そ の 他

(村田・高橋 )

小玉・土器片円盤・用途不明の製品が出土 している。

小玉は 1点出土 している (318)。 直径 l cmほ どで、片面から串状工具によって穿孔が施されている。

土器片円盤は 1点出土 している (319)。 縄文土器の底部破片を転用 した製品で、打ち掻 きによって

円形に成形されている。ほぼ全面に使用痕が認められる。

この他、用途不明の製品が 1点出土 している (320)。 棒状の製品の先端部にあたると思われるが、

全形及び用途は不明である。

6製 塩 土 器 (第 59図、写真図版5動

色調が橙色で厚手の上器片を製塩土器とした。小破片が多く、前述の上製支脚と判別が困難なもの
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7 陶磁器

を含めて6,507.6g(う ち金浜 I:4,008.9g、 金浜Ⅱ:2,498,7g)出 土 してお り、21点 を掲載 した (297

～317)。 1・ 2号竪穴住居からの出上が多いが、 1点のみ 5号陥 し穴状遺構の堆積土中位から出土 し

ている (297)。 粘土帯を積み上げて製作 されたものであ り、接合痕跡が明瞭に残るものもある。調整

は横または縦方向のナデ調整のみであるが、なかには細い棒状工具を用いるものもある (299,304な

ど)。 出土遺構から古代に属するものと考えられ、いずれも器壁の厚 さが1.Ocm以上ある。ただし、297

のみ若干薄手であ り、これについては時期が異なる可能性がある。

7 陶 磁  器 (第 60図、写真図版53)

中～近世の陶磁器を一括した。遺構内からの出土は皆無であり、遺構外出土資料のうち代表的なも

のを10点掲載した (321～ 330)。 ほとんどがエリア① ,②であり、全て I層 からの出土である。

321は青磁碗で、底部外面を除いて厚さ l llull弱 の青磁釉が施される。高台は貼付高台で、端部は若干

摩耗している。龍泉窯系の製品で、15～ 16世紀代のものと考えられる。

322・ 325,326は 瀬戸窯産の腰錆である。いずれも口縁部から体部にかけての破片で、外面に鉄釉を

施した後に体部上半と内面に灰釉が掛け分けされる。322の特徴から瀬戸窯編年連房式登窯第 8～ 10

小期に属すると考えられる。

323・ 324は瀬戸窯産の指鉢である。いずれも体部破片で、内面に串状工具を用いて施された摺 り目

が確認できる。連房式登窯期に属する製品であるが、年代決定の根拠となる口縁部破片が無いため詳

細な年代は不明である。

327は大堀相馬産の陶器碗である。口縁部の破片で、内外面に灰釉が施される。

328～ 330は磁器碗である。いずれも単色染付製品で、呉須を用いた絵付の後に透明釉が施される。

全形は不明であるが、染付などの特徴から328・ 329は瀬戸窯産連房式登窯第 9小期以降、330は肥前

産大橋康二編年V期 に属すると考えられる。

8煉 瓦 (第 60図、写真図版53)

いずれも2号炭窯の排煙部の構築材である。このうち331と 3331こ は「MINO YOGYO Coo Ltd」

と型押しされており、美濃窯業社 (岐阜県瑞浪市所在、1918年創業)製であることがわかる。いずれ

にも煙突及び煉瓦を接着させる為に用いられたコールタールやアスファルトが付着している。

(村 田 )

9炉 壁 (第22表、写真図版53)

今回の調査では合計7,967.7gの 炉壁が出土している。多 くが 1号鉄生産関連炉付近で出土してお

り、その殆どにスサや長石、石英等の混和物が確認される。しかし第21表 に見られるようにスサが混

入しない破片も存在することから、炉を構築する際に部位によって混和物を変えていた可能性も考え

られる。また、炉壁は使用に伴い内面の溶解が進行しているものの、構築時には6.3cm以 上の壁厚であっ

たと推測される。
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0              112 10cm

1)第56図 羽口 (

〇
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V 出土遺物

293

′
                     ヽ

0             1:2            10clll

第58図 支脚 (1)

-87-



ノ=
297

℃

―

脚

CD    正≦≡≧皇

‐

303

)5～ 317は写真掲載         0      ::阜       5cm

0             1:2            10cm

第59図 支脚 (2)、 製塩土器、土製小玉、土器片円盤

-88-



V 出土遺物

敦 22

324

※325～ 330は写真掲載

321～ 324
0        1:3       10cm

320
0               1:2 10cln

|

331～ 334

0             1:4            20cln

第60図 不明土製品、陶磁器、煉瓦
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10 銑鉄・鉄津

10銑 鉄 鉄 滓 (第61図 、第5～ 7表、写真図版53・ 54)

今回の調査では主に3箇所の集中域で鉄淳が出上している (第61図 )。 鉄津はその出土段階において

は同じ鉄生産に関連する遺物である羽口や炉壁等が混入している場合が多いことから、発掘後に洗浄を

行った後、肉限で鉄生産に関連する遺物を分類 した (第 1工程 )。 その後鉄淳に関しては強力磁石とメタ

ルチェッカーを用いて磁着の有無や磁着度の違いによる分類を行った後 (第 2、 第 3工程 )、 最終的に肉

眼観察で各鉄津の形状や色調、付着物等により細分する (第 4工程)全 4工程を経た分類を行っている。

第 1～第 3工程
メタルチェッカー

↓

鉄津

銑鉄  強力磁石

磁着無 炉内津

炉底津

流状津

発掘 ―― 洗浄

羽口

炉壁

・鉄塊系遺物…強力磁石で強い磁着が有 り、メタルチェッカーでL反応があったもの

・含鉄鉄津…強力磁石で磁着が有 り、メタルチェッカーでMま たはH反応があったもの

・炉内津…磁着が無 く、炉内に留まって形成された鉄津で、塊状のものや炉底淳から一部が分離 したもの

。炉底滓…磁着が無 く、炉内の底部で形成されたため炉の底面付近の形状が反映されたもの

。流状淳…磁着が無 く、炉外に流れ出た際の状況が形状に反映されたもの

第 4工程

・鉄塊系遺物 (磁着強)1:3ョ

ヨも与::§み::阜 |を打集整搾Eヱaを

ヽ

(憲命

付着 (2)

表面が滑らかで錆膨れする (1)

炉壁 との反応により生成される擬似粒状津を含み、木炭付着

鉄塊系遺物 2に形状が類似する塊状 (2)と 、発泡状態で固化 した剥

片状 (2ア )に細分される

炉内津状を呈するが、磁着する (3)

炉底淳状を呈するが、磁着する (4)

流状滓状を呈するが、磁着する (5)

平面円形―匠静唇4こ言彰Y≧写な
る

(与 |)

平面楕円形―匠静目;ξ苫移笞≧写な
る

(与;)

平面形不明 (5)

炉底津
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V 出土遺物

・流状淳一
[ξ3を与ど會3と長:そ学鳥急ξ:|ど与二|で

細`長い筋状を呈する(1)

メタルチェッカーは基準値設定者穴沢義功氏のメタルチェッカー埋蔵文化財用特殊金属探知機 (MR50B)を 、強力磁石はタ

ジマツール製ピックアップ (PuP一 M)を使用した。メタルチェッカーと強力磁石を併用した鉄津分類は当センターが過去に

調査を行った鉄生産関連遺跡で行われており、遺跡間のデータを比較する際の前提条件を複雑化させないため、本遺跡におい

てもこの方法を踏襲している。

第 2工程以降の鉄津分類に際 し用いた用語は、その形状や含有する鉄分の有無を分類者が客観的に

表現 したものを用い、鉄生産における各工程を意識 した用語 (流動津や椀形淳など)は使用 していな

い。これは鉄淳の各集中区において、異なる工程で形成された鉄淳が混在 している可能性を考慮 した

ためである。A・ B区から出土 した鉄津に関しては、表面が赤褐色化 した鉄津が多 く確認されたが、

周辺に明確な鉄生産に関連する遺構が確認されておらず、中でもA区西側の尾根部には製鉄関連遺跡

である賽の神Ⅲ遺跡が位置することから、周辺の遺跡から谷部へ と各工程の鉄淳が流入 している可能

性 もある。また、 1号鉄生産関連炉が位置するC区で出土 した鉄滓に関しては、炉周辺で確認された

鉄淳が赤褐色化 していることから脱炭を進行させる精錬工程が行われた際に形成された鉄淳と考えら

れた。 しかし、出土 した鉄淳を分類 したところ、炉の最下層で出上 した鉄津には二次利用の痕跡が確

認されたこと、また製錬過程で形成されると言われる流出津 (本遺跡での形態分類では流状津 3に相

当)の特徴を有する鉄淳の占める割合が約 7割 と大きいことから、C区内に精錬以外の工程で形成さ

れた鉄滓が混在 している可能性や、炉が製錬炉である可能性を考慮する必要が生 じた。因つて本項で

は各集中区内の鉄津の特徴や出土傾向を述べるに留め、これらの鉄淳が何れの鉄生産工程で形成され

た鉄淳に該当するかに関しては第Ⅵ章の自然科学分析の結果を踏まえた後、第Ⅶ章で検討することと

した。

先に挙げたフローチヤー トに基づいて分類を行った結果が第 5～ 7表であ り、鉄淳はその分布状況

から3箇所の集中域が確認された (第 61図 )。 遺跡北側の谷部 (A区 )と尾根先端部 (B区 )において

出土 した鉄淳は、炉内・炉底津状を呈する含鉄鉄津が約 8割 を占め、流状津が少ないという出土傾向

から銑鉄から銅を製造する精錬作業が付近で行われていた可能性が考えられる。B区やその周辺から

銅の原料である銑鉄 (339,340)が出上 していることからも、この可能性は非常に高いと考えられる。

339は小割痕跡が確認される板状の銑鉄で、大 きさの割に重量感がある。340は片面に鉄津が付着 した

銑鉄で、小割等の痕跡は確認されない。これらの銑鉄を溶解 させる炉の規模 を考えた場合、炉底津状

を呈する含鉄鉄淳 (349)の 形状から長径12.lcm以上、短径1lcmの楕円形の底部を有する炉が復元され

るが、B区一帯は現代の宅地造成に伴い大規模な土地改変が行われてお り、精錬工程 を示す遺構は確

認されなかった。

一方、南側谷部 (C区 )の 1号鉄生産関連炉周辺で出上 した鉄淳は約 9割が無磁着鉄津であり、他

の区域とは異なる出土傾向が見 られる。残 り1割の有磁着鉄津に関しても、炉壁中の粘土 と鉄の反応

により生成される擬似粒状淳を含んだ含鉄鉄津はC区のみで確認されてお り、中でも346の ように剥片

状を呈するものは炉内部に集中することから炉壁と極めて近い位置で形成された状況が伺える。無磁

着鉄淳のうち約 8割は流状津 3であ り、この中には他の場所において形成された可能性 と考えられる

流状淳を炉の底面に敷設するという二次利用の痕跡が残る鉄津 (356)が含 まれる。一方、二次利用が

されていない流状淳に関しては、炉外からの流出後に固化 した場所の違いが形状に反映されていると

考えられ、354や355に その特徴が伺える。354は鉄津が孔から流出 した際に、炉内部の鉄津を外に流
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10 銑鉄・鉄津

すための掘 り込みがされている等の理由により子しと地面 との間に落差が生 じ、下位の炉壁 もしくは掘

り込みの壁面部分を溶かし込みながら細長い筋状に伝い流れ、地面到達前に回化 した状況を表してい

る。また355は先に挙げた細長い筋状の鉄津が地面に到達後徐々に堆積 し、塊状の鉄淳を形成 し回化 し

ていく状況を表 している。 しかし、354に代表される細長い筋状の流状津 (流状淳 1)に関しては含鉄

鉄津である350も 類似 した形状ではあるが、断面形状が不均―で太さも一定でない。また有磁着鉄淳で

あること、炉壁や炉底が付着 していることから、350は精錬工程において炉内で炉壁上部や羽口が溶

解 し、それが滴下 して融合 した結果筋状 となったものと考えられる。ただし、滴下せず炉壁内側を伝っ

て形成された場合は炉外へ流出した鉄淳と形状が類似すること、炉の構造によっては製錬・精錬いず

れの工程でも炉外へ排出された鉄淳は類似 した形状になることを考慮すると、流状淳 1に関しては両

工程で形成 されたものが混在 している可能性がある。

第 5表 遺跡内出土鉄滓集計表

(高橋 )

種 類 重量 (g) 種 類 重量 (g) 種 類 重量 (g)

鉄塊系遺物 1 586.9 含鉄鉄淳 3 7764.1 炉底淳 4 1041.8

鉄塊系遺物 2 218.1 含鉄鉄津 4 1836.3 炉底淳 5 993.0

鉄塊系遺物 3 727.2 含鉄鉄津 5 261.8 流状津 1 657,7

含鉄鉄淳 1 967,7 炉内津 1799.4 流状淳 2 2262.0

含鉄鉄淳 2 413.6 炉底津 1 1415.3 流状淳 3 29217.5

含鉄鉄津 2′ 785.3 炉底津 2 合 計 50947.7

第 6表 集中区別鉄滓集計表
A tt           B区

種 類 重量 (g)

鉄塊系遺物 ユ

鉄塊系遺物 2

鉄塊系遺物 3 483.4

含鉄鉄津 1

含鉄鉄淳 2 0.0

含鉄鉄津 2′

含鉄鉄滓 3 7592.4

含鉄鉄津 4 321.2

含鉄鉄淳 5 258.8

炉内淳 538.3

炉底津 ユ 45.2

炉底津 2

炉底津 3

炉底淳 4 294.0

炉底滓 5

流状津 ユ

流状淳 2

流状津 3

合 計 9623.7

注 1号鉄生産関連炉の炉底に転用

種 類 重量 (g)

鉄塊系遺物 1 206.7

鉄塊系遺物 2

鉄塊系遺物 3 173,9

含鉄鉄津 ユ 49.2

含鉄鉄津 2

含鉄鉄津 2′ 0.0

含鉄鉄津 3 978.0

含鉄鉄津 4 1260.3

含鉄鉄淳 5

炉内滓 347.6

炉底津 1 103.0

炉底津 2

炉底淳 3

炉底津 4

炉底津 5 115,0

流状津 ユ 14.0

流状津 2

流状津 3

合 計 3360.3

された3861.3gを 含む

C区

種 類 重 量 (g)

鉄塊系遺物 1 380.2

鉄塊系遺物 2 187.8

鉄塊系遺物 3

含鉄鉄津 1 967.7

含鉄鉄淳 2 364.4

含鉄鉄淳 2′ 785,3

含鉄鉄津 3 2536.6

含鉄鉄淳 4 254.8

含鉄鉄淳 5

炉内津 913.5

炉底淳 ユ 1234.4

炉底津 2

炉底津 3

炉底津 4 674.9

炉底津 5 838.6

流状津 1 634.9

流状淳 2 2193.5

流状滓 3(注 ) 29217.5

合 計 41247.2
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第 7表 遺構別鉄滓集計表
1号竪穴住居     2号 竪穴住居     1号 鉄生産関連炉   1号 炭窯        4号 炭窯

種 類
重量

(g)

鉄塊系遺物 1

鉄塊系遺物 2

鉄塊系遺物 3

含鉄鉄淳 1

含鉄鉄津 2

含鉄鉄津 2

合鉄鉄淳 3 42.0

含鉄鉄津 4

含鉄鉄津 5

炉内津

炉底淳 1

炉底津 2

炉底津 3

炉底津 4

炉底淳 5

流状淳 1

流状淳 2

流状淳 3 108.5

合 計 150.5

種 類
童量

(g)

鉄塊系遺物 ユ

鉄塊系遺物 2

鉄塊系遺物 3

含鉄鉄津ユ l.l

含鉄鉄淳 2

含鉄鉄淳 2′

含鉄鉄津 3

含鉄鉄津4

含鉄鉄津 5

炉内淳

炉底津 ユ

炉底津 2

炉底津 3

炉底淳 4

炉底津 5 27

流状津 l

流状淳 2

流状津 3

合 計

種  類 羮
①

鉄塊系遺物 l 358 2

鉄塊系遺物 2 182.8

鋲塊系遺物 3 57.3

含鉄鉄津 l 926.2

含鉄鉄津 2 363.3

含鉄鉄津 2′ 785,3

含鉄鉄津 3 2054 2

含鉄鉄津 4 221 7

含鉄鉄津 5

炉内津 857.0

炉底津 1 562 0

炉底淳 2

炉底津 3

炉底津 4 590.6

炉底淳 5 809 8

流状淳 1 623.0

流状津 2 1642.2

流】犬津 3 26097.8

合 計 36131.4

種  類
重量

(g)

鉄塊系遺物 1

鉄塊系遺物 2

鉄塊系遺物 3 0,0

含鉄鉄津 ユ

含鉄鉄津 2

含鉄鉄津 2′

含鉄鉄津 3

含鉄鉄津 4

含鉄鉄淳 5

炉内津

炉底津 l

炉底淳 2

炉底津 3

炉底津 4 72.9

炉底津 5

流状津 1

流状淳 2

流状津 3

合 計 72.9

V 出土遺物

5号炭窯

種 類
重量

(g)

鉄塊系遺物 1

鉄塊系遺物 2

鉄塊系遺物 3

含鉄鉄淳 l

含鉄鉄淳 2

含鉄鉄淳 2′

含鉄鉄津 3

含鉄鉄津4

含鉄鉄淳 5

炉内淳

炉底淳 ユ

炉底津 2

炉底津 3

炉底津 4

炉底津 5 9,6

流状淳 l

流状淳 2

流状淳 3

合  計

3号焼土

種  類
重量

(g)

鉄塊系遺物 1

鉄塊系遺物 2

鉄塊系遺物 3

含鉄鉄津 1

含鉄鉄津 2

含鉄鉄津 2

含鉄鉄津 3 1195

含鉄鉄津 4

含鉄鉄淳 5

炉内津 52,7

炉底淳 1

炉底淳 2

炉底淳 3

炉底津 4

炉底津 5

流状淳 1

流状津 2

流状津 3

合 計 172.2

3号性格不明遺構

種  類
重量

(g)

鉄塊系遺物 ユ

鉄塊系遺物 2

鉄塊系遺物 3

含鉄鉄津 1

含鉄鉄津 2

含鉄鉄淳 2′

含鉄鉄津 3

含鉄鉄淳 4

合鉄鉄津 5

炉内津

炉底津 1

炉底津 2

炉底淳 3

炉底津 4

炉底津 5

流状津 ユ

流状津 2

流状淳 3

合 計

種  類
重量

(g)

鉄塊系遺物 1

鉄塊系遺物 2

鉄塊系遺物 3

含鉄鉄津 1

含鉄鉄津 2

含鉄鉄津 2′

含鉄鉄津 3 38.6

含鉄鉄淳 4

含鉄鉄津 5

炉内淳

炉 底 浮 1

炉底淳 2

炉 底 津 3

炉底津 4

炉 底 津 5

流状津 1

流】犬津 2 471.2

流状津 3 644 8

合  計 1154 6

2号土坑

種 類 襲
①

鉄塊系遺物 l

鉄塊系遺物 2

鉄塊系遺物 3

含鉄鉄津 l

含鉄鉄淳 2

含鉄鉄津 2′

含鉄鉄津 3 184 4

含鉄鉄津4

含鉄鉄津 5

炉 内 澤

炉底淳 1

炉 底 津 2

炉底津 3

炉底津 4

炉底淳 5

流状津 1

流状津 2

流状津 3

合 計 1844

P75

種 類
重量

(g)

鉄塊系遺物 1

鉄塊系遺物 2

鉄塊系遺物 3

含鉄鉄淳 l

含鉄鉄津 2

含鉄鉄津 2′

含鉄鉄津 3

含鉄鉄津 4

合鉄鉄津 5

炉内津

炉底淳 1

炉底淳 2

炉底淳 3

炉底淳 4

炉底津 5

流状津 l

流状津 2

流状津 3

合 計
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Ⅵ 自然科 学 分析

1火 山 灰 分 析

は じ め に

パリノ・サーヴェイ株式会社

金浜 I・ Ⅱ遺跡は、宮古湾最奥部に臨む山地末端の斜面上に立地する。今回の分析調査では、斜面

表層を構成する土壊中から、火山灰 (テ フラ)と される堆積物が認められたことから、その砕屑物の

性状を明らかにする。テフラである場合には、噴出年代の明らかにされている指標テフラとの対比を

行い、遺跡の年代に関わる資料を作成する。

(1)試 料

試料は、調査区の東端部に近い斜面上で採取された土壌 1点である。試料名は、「ⅣE区火山灰サン

プル」とされている。試料の外見は、暗褐色を呈する土壊中に混在する褐色の砂混じり粘土混じリシ

ルトブロックである。

(2)分 析 方 法

試料は、その外見上の特徴から火山ガラス質テフラの可能性があると考えられるため、ここではテ

フラの検出同定により砕屑物全体の状況を確認し、火山ガラスが認められた場合には火山ガラス比を

求め、さらにその屈折率の測定を行う。処理手順は以下の通 りである。

1 テフラの検出同定

試料約20gを 蒸発皿に取 り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄

みを流し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察

する。観察は、テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量

の多少を定性的に調べる。

火山ガラスは、その形態によリバブル型・中間型 ,軽石型の 3タ イプに分類した。各型の形態は、

バブル型は薄手平板状、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラス

であり、軽石型は小気泡を非常に多く持った塊状および気泡の長 く伸びた繊維束状のものとする。

2 火山ガラス比分析

試料約40gに水を加え超音波洗浄装置により分散、250メ ッシュの分析飾を用いて水洗 し、粒径

1/1611ull以下の粒子を除去する。乾燥の後、舗別し、得られた粒径 1/4 11url-1/8 11Ellの 砂分をポリタン

グステン酸ナトリウム (比重約2,96に調整)に より重液分離、軽鉱物分における砂粒を250粒数え、そ

の中の火山ガラスの量比を求める。火山ガラスの形態分類は、上述のテフラ分析に準ずる。

3 屈折率測定

屈折率の測定は、古澤 (1995)の MAIOTを使用した温度変化法を用いた。

(3)結 果

I テフラの検出同定
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1 火山灰分析

処理後に得 られた砂分は、粗砂径 (0.5～ lm程度)の石英および長石類を主客とし、これに斜方輝

石と磁鉄鉱を主とする重鉱物粒が混在 し、微量の灰色を呈する岩石片を伴 う。テフラの本質物質とし

ては、軽石およびスコリアは全 く認められず、微量の火山ガラスが認められた。火山ガラスは、無色

透明のバブル型および軽石型、褐色を帯びたバブル型と軽石型が混在する。

2 火山ガラス比分析

結果を表 1、 図 1に示す。軽鉱物250粒 中における火山ガラスの割合は約0.4%であり、極めて微量

といえる。形態別の計数も行ったが、結果に示されるように火山ガラス全体の粒数が微量であるため、

形態別の量比の差異は有意ではない。

3 屈折率測定

火山ガラスの屈折率浪1定結果を図 2に示す。レンジはnl,499～ 1.509と いう比較的広い値を示すが、

モー ドはnl.504～ 1.505である。

(4)考 察

試料中に含まれる砂分は、テフラに由来するとは考えられない粗粒の石英や長石類を主体 とするこ

とから、試料はテフラの降下堆積物である可能性は低い。粗粒の石英や長石類は、おそらく金浜 I・

Ⅱ遺跡の背後の山地を構成する宮古花闘岩 (吉 田 。片田、1984)に 由来すると考えられ、褐色土は宮

古花商岩の風化砕屑物を母材 としていると考えられる。ただし、含有される重鉱物粒の主体が、宮古

花商岩には含まれない斜方輝石であることから、宮古花商岩以外の母材 も比較的多 く含まれていると

考えられる。斜方輝石の由来としては、宮古から西方に分布する岩手山、秋田駒ヶ岳、焼石岳などを

給源とするテフラをあげることができる。町田・新井 (2003)に よれば、これらのテフラに含まれる

主な重鉱物は斜方輝石と単斜輝石であ り、また、その分布域を参照すれば、宮古地域にも降灰 した可

能性は十分にあると考えて良い。金浜 I・ Ⅱ遺跡では、おそらくテフラの降灰量自体が少量であった

ことと斜面であつたことなどから、土壌化作用を受けたテフラは降下堆積物 として土層中に保存され

ず、テフラに由来する砕屑物は土壌中に拡散 してしまったものと考えられる。

なお、今回の分析により微量検出された火山ガラスは、バブル型と軽石型が混在する形態の特徴 と

その屈折率、およびこれまでに研究された東北地方におけるテフラの産状 (町田ほか (1981;1984)、

Arai et al。 (1986)、 町田・新井 (2003)な ど)と の比較から、十和田aテ フラ (To一 a)に 由来する

可能性がある。To一 aは 、平安時代に十和田カルデラから噴出したテフラであ り、給源周辺では火砕

流堆積物 と降下軽石からなるテフラとして、火砕流の及ばなかった地域では軽石質テフラとして、さ

らに給源から離れた地域では細粒の火山ガラス質テフラとして、東北地方のほぼ全域で確認されてい

る (町 田ほか、1981)。 また、町田ほか (1981)は、淡緑色・淡褐灰色を呈するnl.502以下の低い屈折

率の火山ガラスを主体 とするTo一 aの上部火山灰層は、南方へは広がらず十和田周辺とその東方地域

に分布が限られるとしているが、今回の試料で認められた低屈折率の火山ガラスは、これに相当する

可育と性 もある。

To― aの 噴出年代については、早川・小山 (1998)に よる詳細な調査によれば、西暦915年 とされて

いるから、今回の試料 として採取された褐色土は、10世紀以降の砕屑物を母材の一部としていること

になる。したがって、試料 として採取された褐色上の層位は、10世紀以降の年代を示唆する可能性が

ある。ただし、表層に降灰 したテフラに出来する砕屑物が、降雨や生物の撹乱により下層まで移動す

る現象も日常起こり得ることであるから、褐色土を年代指標とするためには、周辺におけるその産状

をより詳細に把握する必要がある。
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Ⅵ 自然科学分析
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1 火山灰分析
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Ⅵ 自然科学分析

2胎 土 分 析

鰯第四紀 地質研究所 井上 巖

X線回折試験及び化学分析試験

(1)実 験 条 件

1-1 試料

分析に供 した試料は第 1表胎土性状表に示す通 りである。

X線回折試験に供する遺物試料は洗浄 し、乾燥 したのちに、メノウ乳鉢にて粉砕 し、粉末試料 とし

て実験に供 した。

化学分析 は土器 をダイヤモ ン ドカッターで小片 に切断 し、表面 を洗浄 し、乾燥後、試料表面 を

コーティングしないで、直接電子顕微鏡の鏡筒内に挿入 し、分析 した。

1-2 X線 回折試験

土器胎土に含 まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定はX線回折試験によった。測定には日本電子製

」DX-8020X線 回折装置を用い、次の実験条件で実験 した。

Target i Cu,Filter i Ni,Voltage:40kV,Current i 30mA,ス テップ角度 :0.02°

計数時間 :0.5秒

1-3 化学分析

元素分析は日本電子製5300LV型 電子顕微鏡に2001型エネルギー分散型蛍光X線分析装置をセット

し、実験条件は加速電圧 :15kV、 分析法 :ス プリント法、分析倍率 :200倍、分析有効時間 :100秒 、

分析指定元素10元素で行った。

(2)X線 回折試験結果の取扱い

実験結果は第 1表胎土性状表に示す通 りである。

第 1表右側にはX線回折試験に基づ く粘土鉱物及び造岩鉱物の組織が示 してあ り、左側には各胎土

に対する分類を行った結果を示 している。

X線回折試験結果に基づ く粘土鉱物及び造岩鉱物の各々に記載される数字はチヤー トの中に現われ

る各鉱物に特有のピークの強度を記載 したものである。

2-1 組成分類

1)Mont一 Mica一 Hb三角ダイヤグラム

第 1図 に示すように三角ダイヤグラムを 1～ 13に分割 し、位置分類を各胎土について行い、各胎土

の位置を数字で表 した。

Mont、 Mica、 Hbの三成分の含まれない胎土は記載不能として14にいれ、別に検討 した。

三角ダイヤグラムはモンモリロナイ ト (Mont)、 雲母類 (Mica)、 角閑石 (Hb)の X線回折試験に

おけるチャー トのピーク強度をパーセント (%)で表示する。

モンモリロナイ トはMont/MontttMicatt Hb*100で パーセントとして求め、同様にMica,Hbも 計

算 し、三角ダイヤグラムに記載する。

三角ダイヤグラム内の 1～ 4はMont,Mica,Hbの 3成分を含み、各辺は 2成分、各頂点は 1成分

よりなっていることを表 している。

位置分類についての基本原則は第 1図 に示す通 りである。
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2 胎上分析

2)Mont― Ch,Mica一 Hb菱形ダイヤグラム

第 2図 に示すように菱形ダイヤグラムを 1～ 19に 区分 し、位置分類を数字で記載 した。記載不能は

20と して別に検討 した。

モンモリロナイ ト (Mont)、 雲母類 (Mica)、 角閃石 (Hb)、 緑泥石 (Ch)の内、

a)3成分以上含まれない、b)Mont,chの 2成分が含まれない、

c)Mica,Hbの 2成分が含まれない、の 3例がある。

菱形ダイヤグラムはMOnt― Ch,Mica一 Hbの組合せを表示するものである。Mont一 Ch,Mica―

Hbの それぞれのX線回折試験のチャー トの強度を各々の組合せ毎にパーセントで表すもので、例え

ば、MOnt/MOntttCh*100と計算 し、Mica,Hb,Chも 各々同様 に計算 し、記載する。

菱形ダイヤグラム内にある 1～ 7はMont,Mica,Hb,Chの 4成分を含み、各辺はMont,Mica,

Hb,Chの うち 3成分、各頂点は 2成分を含んでいることを示す。

位置分類についての基本原則は第 2図 に示すとお りである。

3)化学分析結果の取 り扱い

化学分析結果は酸化物 として、ノーマル法 (10元素全体で100°/0に なる)で計算 し、化学分析表を作

成 した。化学分析表に基づいてSi02~A1203図 、Fe203~Ti02図 、K20~CaO図 の各図を作成 した。

これらの図をもとに、土器類を元素の面から分類 した。

(3)X線 回折試験結果

3-1 タイプ分類

第 1表胎土性状表には金浜 I・ Ⅱ遺跡の出土土器 と土層断面より採取 した粘土塊 とが記載 してある。

第 3表 タイプ分類表に示すように土器と原土はA～ Gの 7タ イプが検出された。

Aタ イプ :Hbl成分を含み、Mont,Mica,Chの 3成分に欠ける。

Bタ イプ :Mica,Hb,Chの 3成分を含み、Mont l成分に欠ける。

Cタ イプ :Mica,Hbの 2成分を含み、Mont,Chの 2成分に欠ける。

Dタ イプ :Mica,Hb,Chの 3成分を含み、Mont l成 分に欠ける。組成的にはBタ イプと類似するが 、

検出強度が異なる。

Eタ イプ :Mica l成 分を含み、Mont,HB,Chの 3成分に欠ける。

Fタ イプ I Mont,Mica,Hb,Chの 4成分にかける。

Gタ イプ :Chl成分を含み、Mont,Mica,HB,の 3成分に欠ける。

金浜 I・ Ⅱ遺跡の出土土器はA～ Gの 7タ イプが検出され多種にわたる。

第 3表タイプ分類表に示すように、最 も多いタイプはFタ イプの 4個でついでAと Cタ イプの各 3

個、Eと Gの各 2個、Bと Dタ イプの各 1個である。

3-2 石英 (Qt)一斜長石 (PI)の相関について

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘土の材質、土器の焼成温度 と大きな関わりがあ

る。土器を制作する過程で、ある粘上にある量の砂を混合 して素地土を作るということは個々の集団

が持つ土器制作上の固有の技術であると考えられる。

自然の状態における各地の砂は固有の石英 と斜長石比を有 している。この比は後背地の地質条件に

よって各々異なって くるものであり、言い換えれば、各地の砂はおのおの固有の石英と斜長石比を有

していると言える。

第5図 Qt― Pl図 に示すようにQtの強度が小の領域から大の領域にかけて5グループと “その他"
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Ⅵ 自然科学分析

に分類された。

Qtl一Qtが750～ 1350、 Plが50～ 120の 領域で「羽口」が集中する。

Qt2-Qtが1400～ 1600、 Plが340～400の領域で「弥生土器 1」 が集中する。

Qt3-Qtが 1900～ 2200、 Pと が200～400の領域で「縄文土器」が集中する。

Qt4-Qtが2400～ 2700、 Plが250～450の領域で「土師器」が集中する。

Qt5-Qtが2800～ 3200、 Plが300～ 550の領域で「弥生土器 2」 が集中する。

“その他"―金浜-11の粘土はPlの値が806と 高く異質である。金浜-12の粘土はQt5の領域に近く、

金浜-15の「羽口」はQt3の領域に近い。

このように各領域はそれぞれ同じ系統の土器が集中しており、明瞭に分類されることが分かる。

(4)化 学 分 析 結 果

第 2表化学分析表には金浜 I・ Ⅱ遺跡より出上した土器と羽口・粘土とが記載してある。分析結果

に基づいて第 6図 Si02~A1203図 、第 7図Fe203~Ti02図、第 8図K20~CaO図 を作成した。

4-l SiO?― A1203の 本目関について

第 6図Si02~A1203図 を基準として、金浜 I・ Ⅱ遺跡より出土した土器と羽口・粘土塊はI～ Ⅲの

3タ イプと “その他"に分類した。

タイプ I I Si02カ�5～ 53%、 A1203が25～ 360/Oの 領域で「羽口」と「粘土」が集中する。

タイプⅡ :SiOク が54～ 59%、 A1203が26～ 33%の領域で「弥生土器Jと 「縄文土器」が集中する。

タイプⅢ i Si02が 62～ 68%、 A1203が21～ 260/Oの領域で「土師器」が集中する。

“その他"―金浜-5は Si02の値が42。 170/0と 小さく異質である。

4-2 Fe203~Ti0 2のオロ関について

第 7図 Fe203~Ti02図 に示すように、Fe203の領域によつて3グループと “その他"に分類した。

Fe203:1~Fe203が 5。 0～ 8.1%、 Ti02カ泊・6～ 1.5%の領域で「弥生土器」と「土師器」が集中す

る。

Fe203:2-Fe203が 9・ 8～ 11,30/O、 Ti02がOo 8～ 1,7%の領域で「縄文土器」と「粘土」が共存する。

Fe203:3-Fe203が 12.5～ 14.00/0、 Ti02が0,7～ 1.30/0の 領域で「羽口」が集中する。

“その他"―金浜-5は Fe203の値が17.16%と 高く異質である。

4-3 K20~CaOの相関について

第 8図K20~CaO図 に示すようにK20の値によつて2グループと “その他"に分類した。

K20:1~K20が 1・ 0～ 2.20/0、 CaOが0。 4～ 1.0%の領域で「弥生土器」聯毛文土器」「土師器」が集中

する。

KpO:2-K20が2,1～3.2%、 CaOが0.8～ 1.30/0の 領域で「羽口」が集中する。

“その他"―金浜-4は K20が 5。 490/0と 値が高く異質である。

(5)ま と め

X線回折試験と蛍光X線分析の結果に基づいて、金浜 I・ Ⅱ遺跡より出上した土器と粘土を第 3表

タイプ分類表に示すように分類し、第 4表組成分類表に示すように分類 した。

1)土器胎土はA～ Gの 7タ イプに分類された。第 3表タイプ分類表に示すように、金浜 I・ Ⅱ遺跡

の出土土器はA～ Gの 7タ イプが検出され多種にわたる。最も多いタイプはFタ イプの4個でつい
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2 胎土分析

でAと Cタ イプの各 3個、Eと Gの各 2個、Bと Dタ イプの各 1個である。

2)第 5図Qt一 Pl図 に示すように、Qtの強度力Ⅵ さヽい領域～大きい領域にかけて5グループと “その

他"に分類された。Qt-1は「羽口」、Qt-2は「弥生土器 1」 、Qt-3は「縄文土器」、Qt-4は
「土師器」、Qt-5は「弥生土器 2」 と明瞭に器種によって分類される。「粘土」はどの領域にも属

さず異質である。

3)第 4表組成分類表に示すように、土器と粘上のX線回折試験と化学分析の結果に基づいて第 5図

Qt― Pl図、第 6図 Si02~A1203図 、第 7図Fe203~Ti02図 、第8図K20~CaO図 を作成し、各相

関により分類したもので組成分類をおこなった。第4表に示すように化学分析した結果のうちの

「Si02」 と鉱物分析した結果のうちの「Qt」 による分類では16試料で11タ イプに分類された。この

ことは多種にわたることを意味していることになる。

化学分析 した「Si0 2」 では大きくはI～ Ⅲの3タ イプに分類され、「Qt」 だけによる分類では

「Qt-1」 ～「Qt-5」 の5タ イプに分類される。

この2要素で分類すると

Al「 Iタ イプ・Qtl」 は「羽口」、「Ⅱタイプ・Qt3」 は「縄文土器」、「Ⅱタイプ・Qt 5」 は「弥生

土器」、「Ⅲタイプ。Qt4」 は「土師器」と明瞭に分類される。

B)その他のタイプは各々1試料 1タ イプとなり分散傾向を示す。
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第 1表 胎土性状表

潮
沌

プ

類
夕
分

組成分類 粘土鉱物および造岩鉱物 備  考

Mo― Mi Hb Mo Ch,Mi Hb Mont Mica Hb Ch(Fe) Ch(Mg) Qt Crist hrun K― fels Hal Kaol Au 器種名 時期 遺跡名

金浜-1 G 2125 382 縄文土器 縄丈中期 金浜 I

金浜-2 E 8 1981 155 縄文土器 縄文前期 金浜 I

金浜 -3 C 6 104 1459 348 弥生土器 弥生後期 金浜 I

金浜-4 E 8 2806 弥生土器 弥生中期 金浜 Ⅱ

金浜-5 F 1588 383 104 弥生土器 弥生中期 金浜 I

金浜-6 C 6 97 332 弥生土器 弥生中期 金浜 Ⅱ

金浜 -7 D 7 125 終 162 2873 弥生土器 弥生中期 金浜 Ⅱ

金浜-8 5 74 2496 土 師器 古代 金浜 Ⅱ

金浜-9 A 5 74 土 師器 古代 金浜 I

金浜-10 C 6 109 2667 264 土師器 古代 金浜 I

金浜 ―H G 342 590 土層試料 金浜 Ⅱ

金浜 -12 6 9 93 2737 土層試料 金浜 I

金浜 -13 F 1070 117 羽 日 金浜 I

金浜-14 F 763 羽 日 金浜 I

金浜-15 F 2278 羽 日 金浜 Ⅱ

金浜-16 A 5 羽 日 金浜 Ⅱ

Ⅵ 自然科学分析

MOnt iモ ンモリロナイ ト Mica:雲母類Hb:角 閃石Ch:緑泥石 (Ch:Fe 一次反射、Ch:Mg 二次反射)Qti石英Pl:斜長石Crist iク リス トバライ ト
Munite:ム ライ トK― fels:カ リ長石Hanoy:ァ 、ロィサイ トKaol:カ オリサイ トPyrhe:黄 鉄鉱Au:普通輝石Py:紫蘇輝石

第 2表 化学分析表

試料番号 Na2 0 MttO A1203 Si0 2 K20 CaO Ti0 2 MnO Fe2 03 NiO Total 器種名 時 期 遺 跡 名

金浜-1 1 02 0.00 28.31 54  54 0.57 1.98 11.21 0,01 100.00 縄文土器 縄文中期 金浜 I

金浜-2 0,94 0.00 27.03 57.47 2.06 0.型 0.86 0.47 10.72 0 00 99.99 縄文土器 縄文前期 金浜 I

金浜 -3 0.00 32.41 56 43 0.69 0,45 5.36 0.00 100.00 弥生土器 弥生後期 金浜 I
金浜 -4 1.04 0.00 26.91 56 10 5.49 0,73 0.59 8.09 0 00 100.00 弥生土器 弥生中期 金浜Ⅱ

金浜 -5 0.00 35.36 42.17 0.49 0.47 1.20 17.16 0,36 100.00 菰 生 土 器 弥生中期 金 浜 Ⅱ

金浜-6 0.00 26.54 58 77 0.88 0.47 7,70 0,17 100.00 弥 生土 器 殊 生 中期 金 浜 Ⅱ

金浜-7 0.00 28.3ユ 55,91 2.16 0.69 34 0.38 9.92 0.00 99.99 弥 生 土 器 弥 生 中期 金 浜 Ⅱ

金浜-8 1.78 0.36 25.40 62 47 2.56 0.95 0.64 0.18 0.34 99,99 土師器 古代 金浜 Ⅱ

金浜-9 1.25 0.00 35.89 47.16 0,73 0.96 10.82 0 00 100.00 土師器 古代 金浜 Ⅱ

金浜-10 0.77 0.00 21.02 67 20 1,73 0.42 0.07 7.06 0.68 100.02 土師器 古代 金浜 I

金浜 ― 2 75 31.63 49 83 1 31 0.94 0.65 10.60 0.27 99.98 土層試料 金浜Ⅱ

金浜 一 2 164 0.00 33.13 48 98 1.10 11,06 0.00 100,00 土層試料 金浜 I
金浜 ― 3 2.35 27.31 50 08 2.72 0.75 0 94 12.89 0.42 100.00 羽 口 金浜 I

金浜 2.69 0.00 26 95 56.53 3.15 0.85 0.05 99.99 羽 口 金 浜 I

金浜― 5 0.52 0.00 31.04 48 90 0,47 1.59 13.83 0.44 99.99 羽 口 金 浜 Ⅱ

金浜一 6 2.09 1.73 25,03 52.4ユ 2.12 0.63 1364 0.19 100.00 羽 口 金 浜 I

第 3表 タイプ分類表

翻
ｈ

プ
類

イ夕
分

備  考

器種名 時期 遺跡名

金浜-8 A 土師器 古代 金浜 Ⅱ

金浜-9 A 土師器 古代 金浜 Ⅱ

金浜-16 A 羽 口 金浜 Ⅱ

金浜-12 B 土層試料 金浜 Ⅱ

金浜-3 C 弥生土器 弥生後期 金浜Ⅱ

金浜-6 C 弥生土器 弥生中期 金浜 Ⅱ

金浜-10 C 土師器 古代 金浜 I

金浜-7 D 弥生土器 弥生中期 金浜 Ⅱ

金浜-2 E 縄文土器 縄文前期 金浜 I

金浜-4 E 弥生土器 弥生中期 金浜 Ⅱ

金浜-5 F 弥生土器 弥生中期 金浜 Ⅱ

金浜-13 F 羽 口 金浜 I

金浜-14 F 羽 口 金浜 I

金浜-15 F 羽 口 金浜Ⅱ

金浜-1 G 縄文土器 縄文中期 金浜 I

金浜-11 G 土層試料 金浜Ⅱ

第 4表 組成分類表

翻
ｈ

プ
類

イ夕
分

備  考

器種名 時期 遺跡名

Iタ イプ・Qtl
金浜 -13 F 羽 口 金浜 ]

金浜 -16 A 羽 口 金浜 ]

Iタ イプ・Ot4
金浜-9 A 土師器 古代 金浜 ]

Ⅱタイプ・Qtl
金浜-14 F 羽 口 金浜 I

Ⅱタイプ・Qt2
金浜-3 C 弥生土器 弥生後期 金浜 ]

Ⅱタイプ・Qt3
金浜-1 G 縄文土器 縄 文 中期 金浜 I

金浜 -2 縄 文 土 器 縄 文 前 期 金浜 I

Ⅱタイプ Ot5
金浜 -4 弥生土器 弥生中期 金浜 ]

金浜-6 C 弥生土器 弥生中期 金浜 ]

金浜-7 D 弥生土器 弥生中期 金浜 ]

Ⅲタイプ・Qt4
金浜-8 A 土師器 古代 金浜 ]

金浜-10 C 土師器 古代 金浜 I

Ⅳタイプ・Ot2
金浜 -5 F 殊 生 土 器 弥 生 中期 金浜 Ⅱ

Iタ イプ 。Ot6
金浜 ―■ G 土層試料 金浜 コ

Iタ イプ・Qt7
金浜-12 B 土層試料 金浜 ]

Iタ イブ・Qt8
金浜-15 F 羽 口 金浜 ]
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試料 1～ 4
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2 胎上分析

第6図 SiO⊇ 状修03図

第8図 K20~CaO図
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Ⅵ 自然科学分析

3 炭化材樹種 同定

株式会社古環境研究所

(1)は  じ め に

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同

定が可能である。木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林

植生の推定が可能である。また、遺跡から出上したものについては、木材の利用状況や流通を探る手

がかりとなる。

(2)試   料

試料は、金浜 IoⅡ 遺跡において検出された古代の竪穴住居、炭窯、鉄生産関連炉、近現代の炭窯、

性格不明遺構などより出上した炭化材11点 である。

(3)方   法

試料を割折して新鮮な横断面 (木口と同義)、 放射断面 (柾 目と同義)、 接線断面 (板 目と同義)の

基本三断面の切片を作製し、落射顕微鏡によって50～ 1000倍で観察した。同定は、解剖学的形質およ

び現生標本との対比によって行った。

(4)結   果

表 1に結果を示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定の根拠となった特徴を記す。

マツ属複維管束亜属 Pれ ys subgen.娩ダοx/Fοコ マツ科 図版 1

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞から構成され

る針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は急で、垂直樹脂道が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質よリマツ属複維管束亜属に同定される。マツ属複維管束亜属には、クロマツとアカマツ

があり、どちらも北海道南部、本州、四国、九州に分布する常緑高木である。材は水湿によく耐え、

広 く用いられる。

クリ εβδιβ2θβ crettβ ιβ Siebo et Zucc.ブナ科 図版 2,3
横断面 :年輪のはじめに大型の道管が、数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が、火炎状

に配列する。早材から晩材にかけて、道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よリクリに同定される。クリは北海道の西南部、本州、四国、九州に分布する。落葉の

高木で、通常高さ20m、 径40cmぐ らいであるが、大きいものは高さ30m、 径 2mに達する。耐朽性が

強く、水湿によく耐え、保存性の極めて高い材で、現在では建築、家具、器具、土木、船舶、彫刻、
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3 炭化材樹種同定

薪炭、椎茸ほだ木など広 く用いられる。

コナラ属コナラ節 Q口θrcys Sect.P(■4口S ブナ科 図版 4

横断面 :年輪のはじめに大型の道管が、 1～数列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張っ

た小道管が、火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織で

ある。

以上の形質よリコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属コナラ節にはカシワ、コナラ、ナラガシ

ワ、ミズナラがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、高さ15m、 径60cmぐ らい

に達する。材は強靭で弾力に富み、建築材などに用いられる。

サクラ属 Pryコ ys バラ科 図版 5

横断面 :小型で九い道管が、単独あるいは 2～ 3個放射方向および斜め方向に複合 して散在する散

孔材である。道管の径は、早材部から晩材部にかけてゆるやかに減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は、同性に近

い異性である。

接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で 1～ 4細胞幅である。

以上の形質よリサクラ属に同定される。サクラ属には、ヤマザクラ、ウワミズザクラ、シウリザク

ラ、ウメ、モモなどがあ り、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉または常緑の高木から低木

である。

カエデ属 Acer カエデ科 図版 6

横断面 :小型で丸い道管が、単独あるいは 2～ 4個放射方向に複合 して散在する散孔材である。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、内壁には微細な螺旋肥厚が存在する。波射組織は、平伏細胞か

らなる同性である。

接線断面 :放射組織は、同性放射組織型で 1～ 6細胞幅である。道管の内壁には微細な螺旋肥厚が

存在する。

以上の形質よリカエデ属に同定される。カエデ属には、イタヤカエデ、ウリハダカエデ、ハウチワ

カエデ、テツカエデ、ウリカエデ、チ ドリノキなどがあるが、放射組織の形質からウリカエデ、チ ド

リノキ以外のいずれかである。北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木または小高木で、

大 きいものは高さ20m、 径 lmに達する。材は耐朽性および保存性は中庸で、建築、家具、器具、楽

器、合板、彫刻、薪炭など広 く用いられる。

(5)所   見

同定の結果、金浜 I・ Ⅱ遺跡の炭化材のうち、古代の竪穴住居より出土 した炭化材 1点 はカエデ属、

炭窯より出土 した 3点、鉄生産関連炉より出上 した 1点はいずれもクリであつた。カエデ属は温帯を

中心に広 く分布する落葉広葉樹であり、やや湿気のある肥沃な土壊を好み、谷間あるいはこれに接す

る斜面に生育する。クリは温帯に広 く分布する落葉広葉樹であり、暖温帯 と冷温帯の中間域では純林

を形成することもあり、暖温帯落葉樹林ないし、乾燥 した台地や丘陵地上の二次林要素でもある。
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Ⅵ 自然科学分析

また古代 ?の焼土 より出土 した炭化材 1点 と、性格不明遺構の 1点 もクリであつた。

近現代の炭窯より出土した炭化材 3点は、マツ属複維管束亜属 2点、サクラ属 1点であった。マツ

属複維管束亜属は温帯を中心に広 く分布する常緑針葉樹である。土壌条件の悪い岩山に生育し二次林

を形成するアカマツと、砂地の海岸林を形成するクロマツとがある。マツ類の木材は樹脂を多く含み、

現在においても窯業に好んで用いられる。近現代の炭窯より出土した 1点は、コナラ属コナラ節であっ

た。コナラ属コナラ節は、温帯を中心に広く分布する落葉広葉樹で、日当たりの良い山野に生育する。

ミズナラなどの冷温帯落葉広葉樹林の主要構成要素や暖温帯性のナラガシワ、二次林要素でもあるコ

ナラなどが含まれる。

以上、金浜 IoⅡ 遺跡の炭化材は、古代においてはクリが多く、近現代はマツ属複維管束亜属がや

や多く、いずれも二次林要素であり、遺跡周辺に分布し用いられたと推定される。

参考文献

佐伯浩 。原田浩 (1985)針葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p.20-48.

佐伯浩 。原日浩 (1985)広 葉樹材の細胞。木材の構造,文永堂出版,p.49-100.

島地謙・伊東隆夫 (1988)日 本の遺跡出土木製品総覧,雄山閣,p.296

山田昌久 (1993)日 本列島における木質遺物出土遺跡文献集成,植生史研究特別第 1号 ,植生史研究会,p.242

第 1表 金浜 I・ I遺跡 における樹種同定結果

試料No       出土地点・層位       遺構の性格   時期 結果 (学名/和名)

1  2号炭窯 底面炭化物No 5          炭窯   近現代  P/4vs s口 bFeコ .D:pFοx//οコ    マツ属複維管束亜属

2  2号炭窯 6層 (炭層直上)         炭窯   近現代  Prv盟口s サクラ属

3  3号 竪穴住居 カマ ド炭化物サンプル    竪穴住居   古代  4εθr カエデ属

4  5号 λ窯 底面炭No 2 炭窯    古代  働 sttPθβ crθ盟,協 Sieb.et Zucc.ク リ

5  4号炭窯 2区底面災化物サンプル      災窯    古代  の s協政θ2cr伽 2と,Sieb.et Zucc.ク リ

6  4号 炭窯 焼± 6内炭化物          炭窯    古代  物 sと2,θρ″伽 2と,Sieb.et Zucc.ク リ

8  1号 炭窯 Ql 堆積土上位         炭窯   近現代  0口θrθ口S Sect,Pr玉口d      コナラ属ヨナラ節

9  1号性格不明遺構 不明    不明  Casと2492 crep盪 協 Sieb.et Zucc.ク リ

10  7号焼土 炭化物サンプル          焼土    古代 ?  Casど,盟θa cre2,協 Sieb.et Zucc.ク リ

11  2号炭窯 底面炭化物� 5          λ窯   近現代  PFaTs subgen,DFpF9【 v■o‐    マツ属複維管束亜属

14  1号鉄生産関連炉 断面② Ⅱ層サンプル  鉄生産関連  古代  働 s物盟θ,cre,コ癒 Sieb et Zucc.ク リ
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3 炭化材樹種同定

金浜 I・ 工遺跡の炭化材 I

横断面         :0.4mm
l.1 2号 炭窯 底面炭化物Nα5 炭窯

放射断面         :0.lmm
近現代 マツ属複維管束亜属

, 0,2mm

横断面         :0,4mm
2.5 4号炭窯 2区 底面炭化物サンプル

放射断面         :0.2mm
炭窯 古代 クリ

横断面         :0.4mm
3,14 1号鉄生産関連炉 断面②

-114-

放射断面         :0.2mm
I層サンプル 鉄生産関連 古代 クリ

接線断面        :0.2mm

熱
咸
趨

折線断面        :0.2mm



金浜 I・ I遺跡の炭化材 I

横断面         :0.4mm
4.8 1号 炭窯 Ql 埋土上位 炭窯

放射断面         :0.2mm
近現代 コナラ属ヨナラ節

Ⅵ 自然科学分析

接線断面         :0.2mm

接線断面         :0.2mm

.0.2mm
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横断面         :0.4mm
5.2 2号 炭窯 6層 (炭層直上)炭窯

放射断面         :0,2mm
近現代 サクラ属

横断面         :0.4mm 放射断面         :0.2mm
6.3 3号竪穴住居 カマ ド 炭化物サンブル 竪穴住居 古代 カエデ属

折線断面



4 炭化種実同定

4 炭 化 種 実 同 定

株式会社古環境研究所

(1)は じ め に

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く、堆積物中に残存する。堆積物から種実を検出しその

群集の構成や組成を調べ、過去の植生や群落の構成要素を明らかにし古環境の推定を行うことが可能

である。また出上した単体試料等を同定し、栽培植物や固有の植生環境を調べることができる。

(2)試   料

試料は、古代の鉄生産関連炉より出土した炭化物である。No l(SX501断面②Ⅲ層)、 No 2(SX501

断面②Ⅲ層)、 No 3(SX501断面②Ⅱ層)、 hTo 4(SX501炉壁)、 No 5'No 6(SX501(地 山直上))、 h
7(4層 (上 の還元層))、 No 8・ 沌 9(SX501)、 No10(Ⅳ D9e土坑 ?1層 )、 詭11(Ⅳ D9e土坑 ?

ベルト内 6層 (炉壁集中))、 No12(Ⅳ D9e土坑 ?ベルト)、 h13(Ⅳ D9e焼土)の計13点である (()

内は取り上げ時の註記)。

(3)方   法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によつて同定を行っ

た。結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示した。

(4)結   果

1 分類群

草本 3分類群が同定される。学名、和名および粒数を表 1に示し、主要な分類群を写真に示す。以

下に同定の根例となる形態的特徴を記載する。

〔草本〕

イネ Oryza s覆 ″麗 L.炭化果実 (完形・破片)イ ネ科

炭化しているため黒色である。長楕円形を呈し、胚の部分がくぼむ。表面には数本の筋が走る。

イネ科 Gramineae 戊化穎

穎は黒色で楕円形を呈す。腹面はやや平ら。背面は九い。表面は滑らかである。

ツユクサ属 σο盟理eFれ覆 炭化種子 ツユクサ科

茶褐色で楕円形を呈し、一端は切形である。表面には「一」字状のへそがあり、切形の端まで達す

る。一側面にくぼんだ発芽了しがある。

・不明―炭化が著しく表面模様が観察できない。種実かどうか不明である。

2 種実群集の特徴

イネ、イネ科、ツユクサ属が同定された。イネが一番多い。

(5)ま と め

金浜Ⅱ遺跡の古代の鉄生産関連炉から検出された炭化種実について同定を行った結果、イネ、イネ

科、ツユクサ属が同定された。各試料から比較的多く検出されたのは、イネ果実 (炭化米)であった。
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Ⅵ 自然科学分析

鉄生産関連炉からイネ果実 (炭化米)が検出されたことは、いくつかの可能性が考えられる。すなわ

ち、近隣の居住生活域から撹乱的にもたらされた、燃料材に着火する際に真を用いそれに果実 (米 )

が幾分か残存していた、何らかの祭祀に意識的に用いたなどが想定される。

参 考 文 献

笠原安夫 (1985)日 本雑草図説,養賢堂,4銘p.

笠原安夫 (1988)作物および田畑雑草種類.弥生文化の研究第 2巻生業,雄山閣 出版,p.131-139。

南木睦彦 (1991)栽培植物.古墳時代の研究第 4巻生産と流通I,雄 山閣出版株式会社,p.165-174.

南木睦彦 (1992)低湿地遺跡の種実.月 刊考古学ジヤーナルNo355,ニ ユーサイエンス社,p.18-22.

南木睦彦 (1993)葉・果実・種子.日 本第四紀学会編,第四紀試料分析法,東京大学出版会,p.276-283.

吉崎昌― (1992)古代雑穀の検出.月 刊考古学ジャーナルNo355,ニ ューサイエンス社,p.2-14.

第 1表 金浜 I・ I遺跡における炭化種実同定結果

分類群          No l No 2 No 3 No 4 No 5 NIo 6 NIo 7 No 8 沌 9 No10 No ll No12 No13

出土地点 部位   SX501断 面② SX501 ⅣD9e土坑 ?

Ⅱ層  炉壁 地山直上   4層 1層  6層   サンプル

ⅣＤ９
雌

学 名 Ⅲ層和名

Herb    草本

Ory3asat�aL. イネ  果実

(破片)

Gramineae   イネ科  穎

Commelina ツユクサ属 種子

9

3

8

1

Total 17

Unknown

備考 虫瘤 3材片 ユ 材片 1材片2土塊 1
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4 炭化種実同定

金浜 I・ I遺跡の炭化種実

1 イネ果実

5 イネ果実

9 イネ果実

2 イネ果実

6 イネ果実

10 イネ果実

- 1・
Omm

7 イネ果実

11 イネ科穎

―――――――-0.5mm

4 イネ果実

―――――――- 1.Omm

8 イネ果実

―――――――- 1.Omm

12 ツユクサ属種子

- 1・
Omm

3 イネ果実
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Ⅵ 自然科学分析

5 放射性炭素年代測定 (AMS測定)

仰加速器分析研究所

(1)測定 対 象 試 料

金浜 I・ Ⅱ遺跡は、岩手県宮古市大字金浜第 2地割字古舘16ほ か (北緯39° 35′ 47〃、東経141° 56′ 27〃 )

に所在する。測定対象試料は、 3号竪穴住居 (S101)カ マ ド出土の炭化物 (1:IAAA-81890)、 4

号炭窯 (SW02)焼± 6内 出上の木炭 (2:IAAA-81891)、  1号性格不明遺構の堆積土中位から出

土したえ化物 (3:IAAA-81892)、 合計 3′点である。

(2)測 定 の 意 義

各遺構とも出土遺物が乏しく、遺構の年代決定の根拠とするために実施した。

(3)化 学 処 理 工 程

1.メ ス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取 り除く。

2.酸処理、アルカリ処理、酸処理 (☆AA:Acid Alkali Acid)に より内面的な不純物を取り除く。

最初の酸処理では lNの塩酸 (80℃ )を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで

希釈する。アルカリ処理では lNの水酸化ナトリウム水溶液 (80℃ )を用いて数時間処理する。な

お、AAA処理において、アルカリ濃度が lN未満の場合、表中にAaAと 記載する。その後、超純

水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では lNの塩酸 (80℃ )を用いて数時間処理した後、

超純水で中性になるまで希釈し、90℃ で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する。

3.試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下で封じ切 り、500℃ で30分、850℃ で2時間加熱する。

4。 液体窒素とニタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素 (C02)を 精

製する。

5。 精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出 (水素で還元)し、グラフアイトを作製

する。

6.グ ラフアイトを内径 l IIIIllの カソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

(4)測 定 方 法

測定機器は、3MVタ ンデム加速器をベースとした14c_AMS専用装置 (NEC PelletrOn 9 SDH

-2)を使用する。測定では、米国国立標準局 (NIST)か ら提供されたシュウ酸 (HOxⅡ )を標準

試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

(5)算 出 方 法

1.年代値の算出には、Libbyの半減期 (5,568年 )を使用する (Stuiver and Polash 1977)。

2.14C年代 (Libby Age:yrBP)は、過去の大気中
望C濃度が一定であったと仮定して測定され、

1950年 を基準年 (OyrB P)と して遡る年代である。この値は、δ` Cに よって補正された値であ

る。
望C年代と誤差は、1桁目を四捨五入して10年単位で表示される。また、

ИC年代の誤差 (± lσ )
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5 放射性炭素年代測定

は、試料の“C年代がその誤差範囲に入る確率が68.20/0で あることを意味する。

3.δ おCは、試料炭素のBC濃
度 (BC/鬱 C)を 測定 し、基準試料からのずれを示 した値である。同位

体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%。)で表される。測定には質量分析計あるいは加

速器を用いる。加速器により
おC/ワCを測定 した場合には表中に (AMS)と 注記する。

4.pMC(percent Modern Carbon)は 、標準現代炭素に対する試料炭素のコC濃度の割合である。

5,暦年較正年代 とは、年代が既知の試料のユC濃度を元に描かれた較正曲線 と照らし合わせ、過去の

ユC濃度変化などを補正 し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、
望C年代に対応する較正曲

線上の暦年代範囲であ り、 1標準偏差 (lσ =68.20/0)あ るいは 2標準偏差 (2σ =95.40/O)で表示

される。暦年改正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入 しないИC年代値である。なお、較

正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新 される。また、プログラムの種類 に

よっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージヨンを確認する必要がある。

ここでは、暦年較正年代の計算に、IntCa104データベース (Reimer et a12004)を 用い、OxCalv4.0

較正プログラム (Bronk Ramsey 1995 Bronk Ramsey 2001 Bronk Ramsey,van der Plicht

and Weninger 2001)を 使用 した。

(6)測 定 結 果

望C年代は、3号竪穴住居カマ ド出上の炭化物が1,200± 30yrBP、 4号炭窯焼± 6出上の木炭が1,070

±30yrBP、 1号性格不明遺構から出土した炭化物力Ⅵ,240± 40yrBPで ある。暦年較正年代 (lσ )か

ら3点 には時期差が認められる。試料の炭素含有率はすべて600/O以上であり、十分な値であった。化

学処理および測定内容に問題は無 く、妥当な年代と考えられる。

参考文献

Stuiver l� I.and Polash H.A. 1977 Discussion i Reporting Of 14C data, 買β」roεarbο盟 19,355-363

Bronk Ramsey C.1995 Radiocarbon calibration and analysis of stratigraphy:the OxCal Progra■ 1, Ra♂ゴοεβrbοコ

37(2),425-430

Bronk Ramsey C.2001 Development of the Radiocarbon Program OxCal, R,"ο carbο盟 43(2A), 355-363

Bronk Ramsey C., van der Phcht J.and Vヽeninger B.2001 'ヽViggle い71atching f radiocarbon dates, R,ど ゴοεarbο r2

43(2A),381-389

Reilner, P.」 .et al.2004 1ntCa104 terrestrial radiocarbon age cahbration, 0-26cal kyr BP, Pβ Jブοεθrbο塑 46,

1029-1058

第 1表

測定番号 試料名 採取場所 試料形態 処理方法
δ13C (%0)
(AMS)

δ ttC補正あり

Libby Age(yrBP) pMC(%)

IAAA-81890 1 3号竪穴住居 (S101)カ マ ド 炭化物 AAA -25 95=LO.34 1,200こと30 86 08二 LO,31

IAAA-81891 4号炭窯 (SW02)焼± 6内 木炭 AAA -25 35=ヒ 0.49 1,070Ξ上30 87 48ELO.33

IAAA-81892 3 l号性格不明遺構 堆積土中位 炭化物 AAA -24 25=LO.59 4,240Ξ L40 58,96こLO.26
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第 2表 参考値

測定番号
δ13C補正なし 暦年改正用

(yrBP)
lσ 暦年代範囲 2σ 暦年代範囲

Age(yrBP) pMC(%)

IAAA-81890 1,220=L30
85,91士
0.31

1,204」 L29 779AD-870AD(682%) 709AD-747AD(7.8%)
766AD-894AD(87.6%)

IAAA-81891 1,080」 L30
87.41士
0.31

1,074=L30
900AD-918AD(16.5%)
966AD-1016AD(51,70/O)

895AD-927AD(23.8%)
935AD-1020AD(71.6%)

IAAA-81892 4,230=L30
59.05土

0.25
4,244=L34

2970BC-2872BC(57.9%)
2801BC-2780BC(103%)

2917BC-2858BC(65.4%)
2810BC-2752BC(25,4%)
2722BC-2701BC(4.6%)

lAAA 81890 R=Date(1204,29
682%probabl町
770(632%)870calAD

954%p「。Baゆ‖ty

700(78%)74アcalAD

766(876%)894calA0

lAAA 31891 R_Date(1074,3り
682%probabl時
eOO(16506)91ScaIAD

960(517%)1016calAD
9640/6 probaЫ I叫

奮
ｅ

ｔ
ｏ
毎
〓
連
と
る
Ｏ
ｇ
ｎ
恙
８
【紀
τ

IAAA 81892 R_Dte等244,341
682%probablly
2907(579%)2872cttBC
2001(10 3yo1 2780caIBC

954e/。 p10battlty

2917(654Vぅ 2353catBC
2810(254%)2752catBC

|

L
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6 鉄関連資料の金属考古学的調査結果

岩手県立博物館 赤沼英男

(1)は じ め に

三陸縦貫自動車道建設に伴う岩手県宮古市金浜 IoⅡ 遺跡の緊急発掘調査によって、 9世紀後半か

ら10世紀前半に比定される鉄生産関連炉跡が検出され、そこから炉壁片、羽口、鉄塊、鉄塊系資料、

および鉄淳が出上した1)。
律令期に比定される岩手県三陸沿岸出土鉄関連資料の金属考古学的調査例

は乏しく、鉄・鉄器生産の実態については不明な点が多い。

検出された炉の機能を推定し、遺跡内における生産活動状況の実態を解明することを目的として、

金浜 I・ Ⅱ遺跡出土鉄関係資料の金属考古学的調査を実施した。以下に、調査結果を報告する。

(2)調 査 資 料

調査資料は表 1に示す28資料である。後述するとおりNo23は板状銑鉄片、No10お よびNo20は過共析

鋼 (炭素量約0。 8massO/Oを上回る銅)、 No lお よびh19は過共析鋼に鉄淳が混在した鉄塊、KTo 2は 亜共

析鋼 (炭素量約0,8massO/O未 満の銅)である。No24。 25。 27は 銅製鉄器、No26は鋳造鉄器の一部で、

No 4お よびNo17は外観形状から椀形津 (第 V章で炉底津 4に分類した資料)に分類される。

(3)調査試料の摘出

調査試料の摘出は、ダイヤモンドカッターを装着したハンドドリル (以下、ハンドドリルという)

を使って実施した。鉄器 (XTo24-27)に ついては図 1に示す部位から、保存処理の過程で0。 1～ 0。 2g

の試料を採取した。炉壁片、鉄塊、鉄塊系資料、および鉄淳についてはハンドドリルで1～ 2 cmの 切

り込みを入れ、切り込み面から0.5～ lgの調査試料を摘出した。羽口 (h18)に ついては図 5に示す

部位から鉄塊と同量の試料を摘出した。各資料から摘出した試料を2分 し、大きい方を組織観察に、

小さい方を化学成分分析に供した。

(4)調 査 方 法

組織観察用試料はエポキシ樹脂に埋め込み、エメリー紙、ダイヤモンドペーストを使って研磨した。

研磨面を金属顕微鏡で観察し、地金の製造方法、炉の機能、および鉄淳の成因を推定するうえで重要

と判断された領域、および非金属介在物を構成する鉱物相を、エレクトロン・プローブ・マイクロア

ナライザー (EPMA)で分析 した。摘出した試料にメタルが確認されたNo l、 No10、 No19、 No20、

No23、 およびNo24-27に ついては、EPMA分析終了後、ナイタール (硝酸2.5mlと エテルアルコール

97.5mlの 混合溶液)で腐食し、組織観察した。

化学成分分析用試料は表面に付着する土砂、錆をハンドドリルで丹念に削り落とし、エテルアル

コール、アセトンで超音波洗浄した。試料を130° で 2時間以上乾かした後、主としてメタル、または

メタルと錆が混在した試料については直接、他の試料についてはメノー乳鉢で粉砕した後テフロン分

解容器に秤量し、塩酸、硝酸、およびフッ化水素酸を使つて溶解した。溶液を蒸留水で定溶とし、表

2-7に示す元素を、高周波誘導結合プラズマ発光分光分析法 (ICP一 AES法 )で分析した。
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(5)調 査 結 果

5-1 鉄器 。鉄塊・鉄塊系資料から摘出した試料の調査結果

No24お よびNo25か ら摘出した試料のマクロエッチング組織は一様に腐食されていて、それぞれ炭素

量0。 2～0.4massO/0、 0。 2～ 0。 3mass%の銅とみることができる。No27の マクロエッチング組織には鍛

伸操作の跡が認められる。No24、 h25、 およびh27か ら摘出した試料は非常に清純で、No24に はマグ

ネタイト (Mag)、 鉄チタン酸化物 (XT)、 および鉄かんらん石 (Fa)、 またはウスタイト (Wus)

およびマグネタイトに微細粒子が混在したガラス化した領域 (Ma)、 No25に はガラス質ケイ酸塩 (Gl)、

No27に はMn― Fe一 S系領域またはそれに鉄粒 (Me)が混在した微細な非金属介在物がみられる (第

2表、第 8表、図 1)。 No26は レーデブライト組織に片状黒鉛 (G)が析出した組織からなる (図 1)。

No lの マクロエッチング組織はそのほぼ全域が黒 く腐食されていて、いたるところに空隙がみられ

る。領域 (Reg。 1)内部には初析セメンタイト (PCm)が析出していて、そのまわりはパーライ ト

|フ ェライト (α Fe)と セメンタイト (Fe9C)と の共析組織|に よつて構成される。炭素量0.8mass

O/Oを上回る過共析銅である (東北大学金属材料研究所編 1953・ 佐藤編 1968)。 摘出した試料のメタ

ルには、鉄チタン酸化物、FeO一 MgO― Si02系化合物 (XF)、 および微細粒子が析出したガラス質

ケイ酸塩からなる鉄津が混在している |マ クロ組織領域 (Reg。 2)内部 (図 2)|。 No10、 No19、 およ

び酌20も No l同様過共析鋼である。No19の鉄津は、鉄チタン酸化物、Fe― Al二 〇系化合物 IHa:ハーシ

ナイト (FeO・ A1203)に近い組成の化合物と推定される|、 鉄かんらん石 (Fa)、 およびNa20~K2

0-CaO一 A1203~Ti02~FeO― Si02系 のガラス化した領域 (Gl)に よって構成されている (図 3、

第 3表、第 8表 )。 No20の表面にはところどころに 1～ 3 11ull厚 の金属銅 1少量のSnを 固溶し、Pb― O

系領域およびZn― S系領域が混在 (図 4)|が固着している。

No 2お よびh3は錆と鉄淳が混在した資料である。No 2の 鉄津はイルメナイトに近い組成の鉄チタ

ン酸化物 IXT(1)一 XT(3)|、 フェロシユードブルッカイトよりTi含有量の高い鉄チタン酸化物 IXT

(4)|、 およびガラス化した領域 (Gl)か らなる (図 2、 第 3表、第 8表 )。 No 3の鉄津組織も穐 2と

ほぼ同様の組織によって構成される。No 2に は微細な線状組織が層状に並び、島状領域を形成した組

織が観察される (図 2)。 これまでに行われた出土鉄器の組織解析結果に基づけば、パーライト中のセ

メンタイトが欠落して生じた組織、とみることができる (佐 々木。村田 1984)。 マクロ組織に占める

島状組織の分布状況から、錆化前の地金は炭素量0。 2-0.4mass°/o未満の銅と推定される。h2は亜共

析鋼に鉄滓が混在した資料である (図 2)。 No23は ほぼ全域がレーデブライト組織 (L)か らなる板状

銑鉄片である (図 3)。

5-2 鉄器・鉄塊・鉄塊系資料から摘出した試料の化学組成

No27の T.Feは 95.65massO/0で 、主としてメタルからなる試料が分析されている (第 2表 )。 hl、

No10、 No19、 h20、 No23、 およびNo26の T.Feは 85～ 91mass%で、メタルに錆が混在した試料である

(第 2表、第 3表 )。 No27か らは0.650mass%の Mn、 No20お よびh23か らはそれぞれ2.62mass%、

0.141massO/oの Cuが検出されている(第 3表)。 No27に含有されるMnの相当量はメタル中に見出され

たMn― Fe― S系領域からなる非金属介在物に、No20お よびNo23の Cuに ついてはそれぞれ過共析銅に

固溶または固着するCu、 銑鉄中に固溶するCuに起因すると推定される。h2お よびNo 3か らも0。 5

massO/0を 上回るMnが検出されている (第 3表 )。 上記 2試料は錆化が進んでいて相当量の鉄津が混

在する。検出されたMnの相当量は混在する鉄淳に起因する可能性があり、当該分析結果からただち
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に錆化前のメタルに相当量のMnが含有 されていた可能性 を指摘することは難 しい。

No24-27の 鉄器、およびNo10、 No19、 No20、 およびNo23の鉄塊または鉄塊系資料には0.006mass%

以上のNi、 第 2表および第 3表のうちのNo27を 除 く鉄器、鉄塊、および鉄塊系資料には0,009mass%

以上のCoが含有 されている。第 4表お よび第 5表 に示す とお り、粘土状物質 を素材 とする羽口

(No18Salに ついては軌道に回着する鉄岸の分析結果であることから、検討から除外)お よび炉壁片の

Cu、 Ni、 およびCo含有量は0,002massO/O以 下である。鉄器に回着 した土壌に0.005massO/O以 上のCu、

Ni、 およびCoが含有 された例が未確認であるという事実を加味すると (赤沼 2004;2009)、 上記 8

試料から検出されたCu、 Ni、 およびCo三成分が埋蔵環境から富化された可能性はきわめて乏しい。

5-3 羽国の調査結果

No18(掲載No277)は外径約8.6cm、 内径約2.6cmの 羽口である (図 5 al・ a2)つ o肉厚で気道内径が細 く、

気道には鉄津が固着 している。気道に固着する鉄淳から摘出した試料 (No18SaDは 、鉄チタン酸化物、

Fe一 Mg― Si― O系化合物、および微細粒子が混在 したガラス化 した領域、気道内面から摘出した試料

(No18Sa2)は、マグネタイ ト (Mag)と思われる微細な酸化鉄粒子 (IO)と 石英 (Qtz)がガラス化

した領域 (Gl)に取 り囲まれた組織によって構成され、ところどころに微細な銅粒が点在する (図 5)。

No18Salの T.Feは32.89mass%、 Tiは 4.50massO/O、 No18Sa2の T.Feは 6.73massO/O、 Si、 大Hよ そ

れぞれ28.7mass°/o、 ■.9mass%で 、後者は溶融または部分溶融 した粘土状物質を主体 とする (第 4

表 )。 上記組織観容結果 とよく整合する分析結果である。

5-4 炉壁片の調査結果

No 8の表面は責褐色を呈する。内面はそのほとんどがガラス化 し、茶褐色を呈する (図 6 al・ a2)o

当該資料にも礫や、わずかではあるが植物繊維の混在が認められる。No 8の 内面から摘出した試料は

その全域がガラス化 し、いたるところに空隙がみられ (図 6 bl)、 局所的に錆が固着 している。図 6 cl

はbl領域 (Reg。 1)内部のEPMAに よる反射電子組成像 (BEI)である。No 2同様セメンタイ トまた

はその欠落孔によって形成された島状組織が観察される。ミクロ組織全体に占める面積割合から、炭

素量0.2-0,4mass°/oの鋼、と推定される。bl領域 (Reg。 2)内部および領域 (Reg。 3)内部にはそれ

ぞれ微細な銅粒、Hg― S系化合物 (HgSと推定される)が見出されている (図 6 dl・ dヮ 、el・ e2)o

No 9か ら摘出した試料 (図 7 al・ a2)は 著 しく溶融または部分溶融 し、発泡 している。No 8同様マ

クロ組織には局所的に鉄錆が混在 している (図 7 bl)。 ガラス化 した領域にはところどころに微細な鉄

粒 (微量のPを 含有)と 暗灰色を呈するAl― Mg一 Mn― O系化合物が析出している (図 7 cl'c2)o

第 5表から明らかなように、No 8お よびh9は共にSi、 Al、 Fe、 およびKを 主成分とする。植物繊

維が混在 した粘土状物質を主成分 とし、少量の鉄錆が混在する炉壁片 とした、組織観察結果とよく整

合する化学組成である。

5-5 鉄滓の調査結果

既述のとおり、No 4は椀状を呈する鉄淳である。凸面には土砂が固着 し、凹面は一面、茶褐色を呈 し

溶融または部分溶融 している。摘出した試料はガラス化 した領域 |と ころどころに石英 (Qtz)が析

出| を主体とし、局所的に鉄チタン酸化物 (XT:チ タノマグネタイ トに近い組成)、 鉄かんらん石、ガ

ラス化 した領域からなる (図 8、 第 8表)。 No17お よび沌22も 椀状淳で、No17はNo 4と ほぼ同じ鉱物組

成をとる (図 12、 第 8表 )。 No22の 凹面から摘出した試料 (No22Sal)は マグネタイ ト、鉄かんらん石、
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および微細粒子が混在 したガラス化 した領域 (凸面に近づ くにつれ石英が混在するようになる)に よつ

て、凸面から摘出した試料 (No22Sa2)は石英とガラス化 した領域によって構成される (図 13、 第 8表 )。

No4Sal、 沌17Sal、 およびNo22Sar Sa2の T.Feは 17～38mass%、 Siは 15～ 23mass%、 AIは 6～ 10

mass%で 、ほぼ同様の化学組成をとる (第 6表 )。 第 7表に示す遺跡周辺から採取された砂鉄の化学

組成と比較すると、上記 4試料のT.Feは上記砂鉄に比べ30%～ 66%、 Tiは 13～ 74%減量 している反

面、Siは 3～ 4.4倍、Alは 6。 5～ 10,9倍 に増量 している。砂鉄 と粘土状物質が溶融または部分溶融 した

後、固化 した資料 とみることができる。

No 5、 No 6、 およびhll-13は棒状を呈する流状淳で、断面はいずれも約 l cmで ある。設備内でほ

ぼ溶融状態にあつた鉄津が、断面約 l cmの筒状設備に導入された後、固化 した資料 と推定される。No 5

から摘出 した試料はNo4Sal領域 (Reg。 1)内部同様、チタノマグネタイ トと推定される鉄チタン酸化

物、鉄かんらん石、およびガラス化 した領域によって構成される (図 8、 第 8表 )。 No 6お よび沌 12に

はNo 4領域 (Reg。 1)内部の構成鉱物に鉄粒 (Me)力功日わつた組織、Nollお よびNo13に は微量にTi

を含有する酸化鉄 (IO iマ グネタイ トと思われる)が混在 した組織がみられる (図 8・ 10、 第 6表 )。

上記 5試料のT.Feは35～ 55mass%、 Tiは 2.6～ 5,7mass%、 Siは 11～ 15mass%、 AHよ 3.1～ 4.2

massO/Oで ある (第 6表 )。 第 7表 と比較すると、砂鉄と粘土状物質が溶融または部分溶融 した後、わ

ずかに還元された資料 と推定される。

No 7は黒褐色から茶褐色を呈するガラス化 した鉄津である (図 9 al,a2)o摘 出した試料にはいたる

ところに空隙がみられる (図 9 bl)。 マクロ組織領域 (Reg。 1)内部はNo 6領域 (Reg。 1)内部とほぼ

同様の鉱物組成をとる (図 9 cl、 第 8表 )。 領域 (Reg。 2)内部は左記鉄津に石英および斜長石 (Pl)

が混在 した組織からなる (図 9 el・ e2、 第 8表 )。 第 6表から明らかなように、No 7の化学組成もNo 6

とほぼ同じである。

No14-16、 およびNo21も No 7同様、溶融または部分溶融 した鉄津が固化 した資料である。摘出した

試料にはいたるところに空隙がみられ、No21を 除く4試料は鉄チタン酸化物、鉄かんらん石、および

微細粒子が混在したガラス化した領域からなる (図 11-13、 第 8表 )。 No15①および②にはマグネタイ

ト (図 11、 第 8表)、 No16に は鉄粒 (Me)も 析出している。XTo21は ウスタイト (Wus)、 Fe― Al一 〇

系化合物 IHa:ハ ーシナイト (FeO・ A1203)と 推定される|、 および微細粒子が析出したガラス化

した領域によって構成される (図 13、 第 8表 )。

No14、 No15① ・②、およびNo16Sal・ Sa2の T.Feは 30～ 51mass%、 Tiは 1.47～ 4.89mass%、 Siは

9.77～ 17.2mass°/o、 △1は 2.20～ 5。 35mass%で ある (第 6表 )。 4資料 とも遺跡内周辺採取砂鉄に比

べT.Feが減量 し、Ti、 Si、 およびAlが増量 している。砂鉄 と粘土状物質がほぼ溶融 した後、還元状

態下にさらされた資料 とみることができる。No21の Ti含有量は0。 170massO/0と 低 レベルである。T.Fe

が50.80mass%、 Si、 Alがそれぞれ■.6massO/O、 3.69mass%であることをふまえると、粘土状物質

と酸化鉄 とが反応 し、生成 した資料 と推定される。

(6)考 察

6-1 組成分析結果に基づ く調査鉄器の分類

古代には複数の銅製造法があった可能性が高い (赤沼・佐々木・伊藤 2000)(赤沼・福田 1997)か 。

いずれの方法が用いられたとしても、多段階の工程を経て目的とする銅が製造されたことは確実であ

る。出発物質として同一の製鉄原料が使用されたとしても、製造方法や製造条件に応 じ、最終的に得

られる鋼の組成にはばらつきが生 じる。錆化が進んだ資料の場合、埋蔵環境からの富化の影響につい
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ても検討する必要がある。従って、金属考古学的調査結果、とりわけ摘出した試料の組成分析結果を

単純に比較するという解析方法では、実態を反映した資料の分類結果を得ることは難 しい。製造法の

如何に係わらず、地金を精度高 く分類する方法の確立が必要である。

銅 (Cu)、 ニッケル (Ni)、 およびコバル ト (Co)の 三成分は鉄よりも錆びにくい金属であるため、

鉄中に取 り込まれた後は、そのほとんどが鉄中にとどまると推定される。 5-2で 述べたとお り、調

査資料に対するCu・ Nio Co三 成分の埋蔵環境下からの富化の影響は乏 しい。従って、合金添加が行

われていなかったとすると、その組成比は鋼製造法の如何に関わらず、製鉄原料の組成比に近似する

と推定される。

第 2表および第 3表の分析結果から0,005massO/0以 上のNiま たはCoを含有する、鉄器、鉄塊、鉄塊

系資料、および遺跡周辺採取砂鉄の (mass%Co)/(mass%Ni)(本 稿ではCo*と 記載)と (mass
O/OCu)/(mass°/oNi)(本稿ではCu*と 記載)、 (mass°/oNi)/(mass%Co)(本稿ではNi半

*と
記載)

と (mass%Cu)/(mass%Co)(本 稿ではCu**と 記載)を それぞれ求めると、第 2表、第 3表、お

よび第 7表の右欄のとおりとなる。それらの値をプロットしたものが図14で ある。図では非金属介在

物中に鉄チタン酸化物が見出されなかった鋼製鉄器と銅塊、および鋼塊に鉄チタン酸化物がみられな

い鉄津が混在 した資料を白九 (O)、 鉄チタン酸化物が見出された銅製鉄器、鋼塊、銅塊に鉄淳が混在

した資料を黒丸 (● )、 鋳造鉄器および銑鉄片を白四角 (◇ )、 および遺跡周辺採取砂鉄を星 (*)で

示した。図14に は、岩手県宮古市八木沢野来遺跡出土鉄鏃 (Rfl)お よび棒状銑鉄 (Rf2)、 過共析

銅 (Rf3)、 鉄片 (Rf4)(福島ほか 2008)、 同賽の神遺跡出土鉄塊系資料 (Rf5)(福 島ほか

2008)、 及び隠里Ⅲ遺跡出土鋼製鉄器 (Rf6-8)、 同鍛造剥片 |(Rf 9、 R f10、 R f14):白 四角

(□ )|、 同小鉄塊系資料 (Rfll-13)、 同遺跡内採取砂鉄 (Rf15)、 宮古市藤の川海岸採取砂鉄 (Rf

16)(丸山ほか 2009)の 分析結果も示してある。

図から明らかなように、No10、 No19、 No25、 No28、 Rfl、 Rf3、 Rf5-7、 Rf10、 およびRf15は

ほぼ近接した領域 (Al)に分布する。これらについては、No28砂鉄を始発原料として製造された鉄器

および鉄塊、鋼塊または銅製鉄器を加熱・鍛打する過程でつF出 された資料とみることができる。隠里

Ⅲ遺跡の遺構内から採取された砂鉄は、No28金浜海岸採取砂鉄の化学組成とほぼ合致する。この結果

は、金浜 I・ Ⅱ遺跡、隠里Ⅲ遺跡、人木沢野来遺跡、および賽の神遺跡に、金浜海岸から採取された

砂鉄を始発原料鉱石として製産された原料鉄 (鉄器製作の素材として使用された鉄)が逼び込まれ、

生産活動に使用された可能性が高いことを示している。

No24と Rfll(左記 2資料の分布域を領域Blと する)、 およびNo 2(図 14alで は右下に、図14a2で は

左下に分布)については、No28(金浜海岸採取砂鉄)と は組成の異なる原料鉱石を始発原料として生

産された原料鉄を素材とする鉄器、またはその生産過程で生成した鉄塊系資料という見方がとれる。

この場合、使用された原料鉄が金浜 I・ Ⅱ遺跡内もしくはその近傍で生産されたものか、あるいはまっ

たく別の地域で生産された資料が当該遺跡内に逗び込まれていたかが問題となる。Rf16(藤の川採取

砂鉄)がNo28と はかなり離れた位置に分布するという事実を加味すると、この点については、遺跡周

辺に分布する原料鉱石の分析夕Jを増やし、吟味する必要がある。

No27も 図14alで は左方に、図14a2では右方に単独で分布する。当該資料には0.650massO/0の Mnが含

有され、非金属介在物中にMn― Fe― S系 も混在している。化学組成および非金属介在物組成の点で、

9世紀後半から10世紀前半に比定される金浜 I・ Ⅱ遺跡出土鉄器、鉄塊、および鉄塊系資料とは明瞭

な差異がみられる。No27は 、他地域で生産され、製品として遺跡内にもたらされた可能性が高い。

6-2で述べるように、金浜 I・ Ⅱ遺跡内では鋼の製造過程で銑鉄に銅または銅合金が添加されて
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いた可能性がある。この場合、生産された銑鉄中のCu含有量が増える。図14領域Alの やや上方に分

布するNo l、 図14alお よびa2の上方に分布するLTo20お よびNo23に ついては、銅または銅合金添加の影

響によりCu含有量が増大した、とみることができる。Niお よびCO含有量比がそれぞれ領域大1に分布

する11資料とほぼ同じ値をとるNo l、 領域Blに分布する2資料、および左記 2資料とほぼ同じ値をと

る穐20お よびNo23の 2資料は、それぞれ領域Al、 およびBlに分布する鉄器と同じ原料鉱石を用いて

生産された原料鉄 (銑鉄)に、金属銅を添加して製造した地金を素材とした資料とみることもできる。

この点についても類例の蓄積を重ね、さらに検討していきたい。No26に ついてもNo20、 No23、 および

No24と ほぼ同じ組成の地金を用いて製作されたと考えることができるが、当該資料が近世から近代に

比定されることをふまえ、本稿ではNo27同様、製品として他地域からもたらされた鋳造鉄器の一部と

して扱うこととする。

6-2 検出された鉄関連炉の機能

本書第Ⅳ章で記されているように、表 1に示すNo l～No 9は 1号鉄生産関連炉、h10～ No18は その近

傍において検出された資料である。 l号鉄生産関連炉床下部は、平面が略方形 (短軸約47cm、 長軸約60

cm)を呈する鉄関連炉の炉床部を転用して構築された防湿構造を有していることが明らかにされた。炉

底部の残存状況から、当該鉄生産関連炉は平面が長楕円形を呈し、炉壁を有していたと推定されている1)。

既述のとおり、 1号鉄生産関連炉に使用されたと推定される羽口 (No18)は、肉厚で気道が細い。

送風面積が少ない代わりに、相当の風圧を確保することができる羽口である。 l号鉄生産関連炉から

は、凸部に溶融または部分溶融した粘土状物質が固着した椀形淳 (No 4・ No17)が検出されている。

椀形淳については、団体鉄を加熱・鍛打する際に破砕された鉄淳が火窪炉の中に入り込み、火窪炉の

底で画化することによって生成した、とする見方がとれる。壁体を伴い、火窪炉とは異なった設備構

造を有する 1号鉄生産関連遺構を、固体鉄を加熟・鍛打し純化して目的とする器形に造形する操作の

際に使用された炉 (鍛冶炉)、 とみることは難しい。 1号炉に伴う炉壁片 (No 8)に 鋼が固着している

こと、過共析銅 (No l、 No 2、 h10)が検出されていることを考え合わせると、 1号鉄生産関連炉で

は銅が製造されていた可能性が高く、以下に示す 3つの方法による精錬 (銑鉄を脱炭し鋼を製造する

操作)の実施を想定する必要がある。

① あらかじめ粘土状物質を用いて作成した椀形の容器また設備の中に溶融銑鉄 (溶銑)を準備し、

必要に応じて造津材を加えた後、空気酸化によって銑鉄を脱炭し鋼を製造する操作

② 椀形の容器あるいは設備の中に溶銑を準備し、外熱を加えながら酸化鉄を含む造津材と長時間

接触させ鋼を製造する操作

③ ①と②の併用

団体鉄の加熱・鍛打により生成した椀形津は、鍛打時に固体鉄から剥離した飛散物が火窪炉の炉床

部で溶着を繰り返し、炉床部の形状を反映した形で固化することによって生成した資料とみることが

できる。この操作では、炉内に存在する炭材が椀形淳の中に噛み込まれるはずである。h4お よびNo17

にそのような状況はみられない。このことも精錬の実施を示唆している。

銑鉄を脱災して銅を製造する操作を円滑に進めるためには、脱炭に不可欠な熱源の確保が課題とな

る。①の場合、溶銑中に送り込まれた空気中の酸素による鉄浴の酸化の際の発熱 (溶銑中に送り込ま

れた空気中の酸素は銑鉄中の炭素および鉄と反応し、前者は二酸化災素として、後者は酸化鉄として

鉄浴から排出される。鉄浴の酸化に伴う発熱が脱炭の進行に寄与したと推定される)、 ②の場合には炉

内木炭の燃焼熱、③の場合、空気酸化に伴う鉄の酸化発熱と木炭の燃焼熱の両方が精錬反応の円滑な
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進行に寄与 したと推定される。精錬操作終了後、容器内に生成 した銅塊は回収される。銅が椀形の容

器に固着 し分離が難 しい場合には鍛打・剥離 して、鋼の回収が図られたにちがいない。 1号鉄生産関

連炉内およびその周辺から検出された過共析銅 (hl、 No 2、 No10)は 使用不能と判断され、廃棄 さ

れた資料 と思われる。

1号鉄生産関連炉からは直径約 l cmの柱状を呈する流状津 (No 5、 No 6、 No H-13)が見出されて

いる。 5-5で 述べたとお り、No28砂鉄 と粘土状物質が溶融または部分溶融 し、わずかに還元状態に

さらされた後、断面約 l cmの筒内に流れ込み固化 した、とみることができる。これらの事実は、 1号

鉄生産関連炉内にほぼ溶融状態にある酸化鉄に富んだ鉄淳が生成 していた可能性が高いことを示す も

のであ り、精錬操作の過程での造津材の使用を想定することができる。

No 7は 1号鉄生産関連炉底面下部構造、No14は 4号炭窯の堆積土中から出土 した資料である。両者

とも1号鉄生産関連炉の操作に伴って排出された資料 とみることは難 しく
1)、 1号鉄生産関連炉の下

部構造構築の際に別途調達された資料、あるいは既存 1号鉄生産関連炉を構築する前に使用されてい

た設備に伴 う資料のいずれかと考えられる。No 7お よびNo14は いずれも、砂鉄と粘土状物質が溶融 ま

たは部分溶融 した後、還元が進まないうちに固化 した資料である。炉外に排出された後不定形に固化

したことを示すNo 7お よびNo14については、梨錬操作での生成を考える必要がある。

隠里Ⅲ遺跡からは、当該遺跡周辺で行われた製錬の過程で排出されたと推定される流状淳を遺跡内に

運び込み破砕 した後、造津材 として使用 していたことを示唆する流状津が検出されているという (丸山

ほか 2009)。 金浜 I・ Ⅱ遺跡においてもNo 7お よびh14に類似する鉄淳が、精錬時に造淳材 として利用

されていた可能性がある。この点についても遺構や出土資料の形状を調査のうえ、吟味すべき課題である。

使用されていた炉壁材には微小銅粒やHg― S系化合物 1水銀朱 (HgS)と 推定される|の混在が確

認された。 1号鉄生産関連炉における操作の際に使用されていたと推定される羽口 (No18)に も、微

小銅粒の回着が認められている。 1号鉄生産関連炉内に銅含有量の高い鉄浴が形成されていた可能性

が高いことを示す結果である。 6-1で 述べたとお り、 1号鉄生産関連炉に伴って検出された銅塊お

よび鉄塊系資料の化学組成は、当該資料がNo28砂鉄を始発原料 として製造された可能性が高いこと (精

錬操作を前提 とした場合、精錬の出発物質となる銑鉄がNo28砂鉄を用いて生産された可能性が高いこ

と)を示 している。上記 2つ の事実から、精錬時、 1号鉄生産関連炉内に生成 した銑鉄浴に別途銅が

添加されていた可能性を考えることができる。

時期の特定が難 しく、 1号鉄生産関連炉 とは検出地点が異なるものの、金浜Ⅱ遺跡からは過共析銅

の表面に局所的に金属銅が固着 した資料 (No20)が確認された。精錬時、溶銑中に添加 した金属銅が

十分に溶融せず、脱炭不十分な過共析鋼に固着 した資料で、使用不能と判断され廃棄された、とみる

ことができる。この場合、No20が図14の領域Alの 上方に分布する理由として、金属銅添加の影響 によ

り、Niお よびCo含有量比に対するCu含有量比が増大 した可能性を考えることができる。領域Alの上

方に分布 し、 1号鉄生産関連炉 と同時代に位置づけられるNo lについても、同様の可能性を検討する

必要がある。No23の検出は、金属銅添加に加え、0.lmassO/Oを 上回るCuを含有する銑鉄片が遺跡内に

もたらされていた可能性をも示 している。この場合、遺跡内には他地域で生産された銑鉄片が もたら

されていた、あるいは鉄鋼をはじめとする利用不能となった鋳造鉄器が精錬の出発物質として用いら

れていた可能性がある。これらの点についても類例の蓄積を重ね、検討する必要がある。

(7)ま と め

金浜 I・ Ⅱ遺跡出土資料の金属考古学的解析結果について述べてきた。これまでの調査結果を整理
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Ⅵ 自然科学分析

すると、以下の 4点 を指摘できる。

(1) 金浜 Ⅱ遺跡において検出された 1号鉄生産関連炉では、銑鉄を脱炭 し銅を製造するという精

錬が実施されていた可能性が高い

(2) (1)の 精錬操作の出発物質として用いられた銑鉄は、金浜海岸で採取された砂鉄を用いて

生産された可能性が高い (金浜Ⅱ遺跡、人木沢野来遺跡、賽の神遺跡、および隠里Ⅲ遺跡およ

びその周辺では、金浜海岸で採取された砂鉄を始発原料 とする製錬または左記製錬によって生

産された原料鉄が運び込まれていた可能性が高い)

(3) (1)の 精錬操作では、溶銑中に金属銅が添加されていた可能性がある。当該操作の実施に

ついてはその意味 も含め類例の蓄積を図 り吟味する必要がある。

(4) 近世から近代に比定される鉄器の組成は、 9世紀後半から10世紀に比定される鉄器、鋼塊、

および

'岡

と鉄淳 とが混在 した鉄塊系資料 とは明瞭に異なる。

以上、金浜 I・ Ⅱ遺跡出土鉄関連資料の金属考古学的調査結果について述べてきた。上記 (1)～

(4)を 考慮に入れて、岩手県三陸沿岸一帯の古代における鉄生産関連遺構から出土 した資料の金属

考古学的調査を進めることにより、古代における当該地域の鉄 。鉄器生産 と普及の実態が一層みえて

くるにち力Sヤ なヽヤヽ。

注

1)財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター・村田淳氏からのご教授による。

2)古 代の鋼製造法については複数の方法が提案されている。製錬産物である鉄は炭素量に応じ、銅と銑鉄に分類される。製

錬炉で得られた鉄から極力鋼部分を摘出し、含有される不純物を除去するとともに、炭素量の増減を行って目的とする鋼を

製造する。そのようにして製造された鋼を使って、製品鉄器が製作された、とする見方がある。製錬炉で直接に銅がつ くり

出されるという意味でこの方法は、近世たたら吹製鉄における鎚押法によって生産された鉄塊を純化する操作に近似する。

また、この方法によつて得られた鉄 〔炭素量が不均―で鉄淳が混在 した鉄 (主 に鋼からなるが銑鉄も混在すると考えられて

いる)〕 を精製し目的とする鋼に変える操作は、精錬鍛冶と呼ばれている。古代に鋼を溶融する技術は未確立であったと考え

られるので (溶融温度は炭素量によって異なるが、炭素量0,1～ 0。 2mass%の 鋼を溶融するためには少なくとも炉内温度を

1550℃ 以上に保つ必要がある)、 主として銅から成る鉄から鉄津を分離・除去する際の基本操作は加熱・鍛打によったと推定

される。組成が不均―な鉄から純化された銅を得る操作に精錬鍛冶という用語が用いられたのは、上述の事情によるものと

推察される。

彩しい数の鉄仏や鉄鍋、鉄釜をはじめとする鋳造鉄器の普及が示すように、遅 くとも9世紀には銑鉄を生産する技術、す

なわち炉内で生成した銑鉄を炉外に流し出す製錬法が確立されていたとする見方が提示されている。得られた銑鉄を溶解 し

携型に注ぎ込むことによって鋳造鉄器が製作される。また、生産された銑鉄を脱炭することにより鋼の製造も可能となる。

この方法による鋼製造は銑鉄を経由して鋼が製造されるという意味で、間接製鋼 (鉄)法 に位置づけられる。
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第 8表 鉄器の非金属介在物 。炉壁片・鉄滓に見出された鉱物相の EPMAに よる定量分析結果

図
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Ⅵ 自然科学分析
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6 鉄関連資料の金属考古学的調査結果

図 l Nα24-27の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。摘出した試料はナイタールによるエッチングを実施。ミクロエッチング組織はマクロエッチ
ング組織領域 (Reg。 1)内部。Mag=マ グネタイ ト、XT=鉄チタン酸化物、Fa=鉄 かんらん石、G!=ガ ラス質ケイ酸塩、
Me=鉄粒、L=レ ーデブライ ト組織、G=片状黒鉛。
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(マ クロ組織 Reg 2内 部 )

(マクロ組織 Reg l内 部 )

(上の枠内部 )

Ⅵ 自然科学分析

図 2 No lか ら摘出 した試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。Nα lは ナイタールでエッチングを実施。ミクロ組織はマクロ組織の領域 (Reg.1)ま たは領

域 (Reg.2)内部。PCm=初析セメンタイ ト、XT=鉄チタン酸化物、XF=FeO― MgO― Si0 2化合物、GI=ガ ラス化 した

領域、Ma=微細粒子が析出したガラス化 した領域。
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[マ クロ組織の領域 (Reg 2)内 部 ]

[マ クロ組織の領域 (Reg l)内 部 ]

[マ クロ組織の領域 (Reg 2)内 部 ]

6 鉄関連資料の金属考古学的調査結果

図 3 No1 0。 Nα 1 9・ No23の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。ミクロ組織はマクロエッチング組織領域 (Reg.1)お よび領域 (Reg.2)内 部。PCm=初析

セメンタイ ト、L=レ ーデブライ ト組織。XT=鉄チタン酸化物、Ha=Fe― AI― O系化合物、Fa=鉄かんらん石、GI=ガ ラ

ス化 した領域。
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Ⅵ 自然科学分析

|^]|

図 4 No20の組織観察結果

al° a2:外観。矢印は試料摘出位置。bi:マ クロエッチング組織。エッチングはナイタールによる。ci:biの領域 (Reg.1)

内部のEPMAに よる反射電子組成像 (BEI)。 di・ d2:biの領域 (Reg.2)内部の EPMAに よる反射電子組成像と定性チャー ト。

PCm=初新セメンタイ ト。
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6 鉄関連資料の金属考古学的調査結果

図 5 Nα 1 8の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。ミクロ組織はマクロ組織領域 (Reg.1)内 部または領域 (Reg.2)内 部。Mag=マ グネタイ

ト、XT=鉄チタン酸化物、XF=Fe一 Mg― Si― O系化合物、GI=ガ ラスイとした領域、Qtz=石英、Ma=微細粒子が混在す

るガラスイとした領域。
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Ⅵ 自然科学分析

‖gS

図 6 Nα 8の組織観察結果

ai・ a2:外観、矢印は試料摘出位置。bi:摘出した試料のマクロ組織。cl:biの 領域 (Reg.1)内 部のEPMAに よる反射電
子組成像 (B EI)。 di・ d2i biの 領域 (Reg.2)内 部のEPMAに よる反射電子組成像 と定性分析結果。el・ e2:biの領域

(Reg.3)内部のEPMAに よる反射電子組成像と定性分析結果。Cmは セメンタイ トまたはその欠落孔。
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6 鉄関連資料の金属考古学的調査結果

al

図 7 No 9の組織観察結果

ai・ a2:外観、矢印は試料摘出位置。

電子組成像 (BEI)と 金属粒 (Fe― P)

る反射電子組成像。

Fe― P

,

a2

C2

bi:摘 出した試料のマクロ組織。
の定性チャー ト。ai:biの 領域

0           5c冊

―
AI― Mg…稲n-0

GI

■ lμ m  15kV
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(マ クロ組織 Reg l内部 ) (マ クロ組織 Reg l内 部 ) (マ クロ組織 Reg.1内 部 )

(マ クロ組織 Reg 2内 部 ) (上の枠内部 ) (上の枠内部 )

Ⅵ 自然科学分析

図 8 Nα 4-Nα 6の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。ミクロ組織はマクロ組織領域 (Reg,1)内部または領域 (Reg.2)内部。Me=鉄粒、XT=鉄
チタン酸化物、XF=Fe一 Mg― Si― O系化合物 (Fa=鉄かんらん石)、 GI=ガラス質ケイ酸塩、Qtz=石英、Ma=微細粒子

が混在するガラス化 した領域。
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6 鉄関連資料の金属考古学的調査結果

図 9 No 7の組織観察結果

ai・ a2:外観。矢印は試料摘出位置。bi:マ クロ組織。cド bi領域 (Reg.1)内部のEPMAに よる反射電子組成像 (BEI)。

ei・ e2:bi領域 (Reg.2)内部のEPMAに よる反射電子組成像。e2はelの枠内部。Mag=マ グネタイ ト、XT=鉄チタン酸
化物、Fa=鉄かんらん石、GI=ガ ラス化した領域、PI=斜長石、Qtz=石英。

al

bl
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Ⅵ 自然科学分析

図10 Noll・ No1 2・ Nα1 3の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。ミクロ組織はマクロ組織領域 (Reg.1)内 部。Me=鉄粒、iO=酸化鉄、XT=鉄チタン酸化

物、XF=Fe一 Mg― Si― O系化合物 (Fa=鉄 かんらん石)、 GI=ガ ラス質ケイ酸塩、Ma=微細粒子が混在するガラスイとし

た領域。
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6 鉄関連資料の金属考古学的調査結果

図 1l Nα 1 4,No1 5の 組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。ミクロ組織はマクロ組織の領域 (Reg.1)内 部。Mag=マ グネタイ ト、XT=鉄 チタン酸化物、

XF=Fe一 Mg― Si― O系化合物 (Fa=鉄 かんらん石)、 Ma=微細粒子が析出したガラス化 した領域。
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Ⅵ 自然科学分析

図12 No16お よびNα 1 7の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。ミクロ組織はマクロ組織領域 (Reg.1)内部または領域 (Reg.2)内 部。Me=鉄粒、XT=鉄
チタン酸化物、Fa=鉄 かんらん石、Ma=微細粒子が混在するガラス化 した領域。
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6 鉄関連資料の金属考古学的調査結果

図13 Nα 21お よびNo22の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。ミクロ組織はマクロ組織領域 (Reg.1)内部または領域 (Reg.2)内 部。Wus=ウ スタイ ト、

Mag=マ グネタイ ト、Fa=鉄 かんらん石、Ha=Fe― AI― O系化合物、Qtz=石英、Ma=微細粒子が混在するガラス化 し

た領域。
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図14 分析 した鉄器・鉄塊・鉄塊系資料に含有されるCu・ Ni・ Co三成分比

Noは表 1に対応。Co半 :(maSs%Co)/(mass%Ni)、 Cu導 :(maSs%Cu)/(hass%Ni)、 Ni帯 :(maSs%Ni)/(mass
%Co)、 Cu・・ :(mass%Cu)/(mass%Co)、 黒丸 (0)は非金属介在物中に鉄チタン酸化物が見出された鉄器・銑塊・

鉄塊系資料、自丸 (O)は非金属介在物中に鉄チタン酸化物が見出されなかった鉄器 `銑塊 。鉄塊系資料、自菱形 (◇)は
銑鉄片、白四角 (□)は鍛造剥片、星 (*)は遺跡内およびその周辺から採取 した砂鉄、Nα をつけたものは金浜‖遺跡出土
試料。Nαは表 1に対応。Rflは八木沢野来遺跡出土鉄鏃、Rf 2は同棒状銑鉄、Rf 3は 同過共析銅、Rf 4は 同鉄片、Rf 5は 岩
手県宮古市賽の神遺跡出土鉄滓混在鉄塊、Rf6～ Rf15は隠里Ⅲ遺跡出土資料。Rf16は宮古市藤の川海岸採取砂鉄。
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Ⅷ 調 査 の ま とめ

1出 土 遺 物

(1)縄文・弥生土器の年代観

縄文土器は第 I群土器として6類、弥生土器は第Ⅱ群土器として4類 に分類した。以下では各類型

の特徴と比定される型式について検討を加える。

縄文土器

早期に属する貝殻沈線文系の土器群を一括して IA群土器とした。破片数で4点出土しており、31

の同一個体片以外の3点 を掲載した (31・ 66。 68)。 全形は不明であるが、いずれも貝殻による施文が

施されており、66・ 68は物見台式、31は 吹切沢式に相当すると考えられる。

前期に属する土器群を一括して IB群土器とした (36・ 37・ 43・ 45。 49・ 58・ 59・ 74・ 119)。 縄文

地文のみのものが多く、胎土に繊維を多量に含むことが特徴である。49は「表裏縄文土器」である。小

破片であり全形は不明である。この他、縄文のみまたは結節回転文を施す大木 2式に位置付けられる

資料が多い (36・ 37な ど)。

中期前葉に属する土器群を一括して IC群土器とした (41・ 48,78)。 原体側面圧痕・太めの隆帯・

綾繰文などが特徴であり、大木 7式に位置付けられる。

中期中葉に属する土器群を一括して ID群土器とした (47・ 50・ 82・ 133)。 渦巻文・隆沈線が特徴

であり、大木 8式に位置付けられる。

中期後葉に属する土器群を一括して IE群土器とした (28・ 34・ 35・ 57。 75・ 152)。 28・ 57'75,

152は 沈線による区画・磨消縄文・縄文充填技法などが特徴であり、大木 9式に位置付けられる。34・

35は大木10式 に位置付けられる。

晩期に属する土器群を一括して IF群土器とした (72・ 108。 117・ 143)。 精製の浅鉢で雲形文を施

すもの (117)、 球状の脚を有する小型土器 (108)、 外面には煤が多量に付着し、内面の剥落が著しい

粗製の壼形土器 (72・ 143)な どがあり、大洞C2も しくはA式に位置付けられる。

以上が本遺跡から出土した縄文土器の年代的位置付けである。後期を除いた各時期の土器が出上し

ているが、この中では IB群 とした前期の上器が最も出土量が多い。近隣の遺跡をみると、 IA群の

うち物見台式に相当する土器及び IB～ E群土器は人木沢野来遺跡、 ID・ E群土器は賽の神遺跡・賽

の神Ⅲ遺跡で出土している (県埋文第511集 )。

弥生土器

弥生時代前期から中期初頭に位置付けられる土器をⅡA群土器としているが、 1点 しか出土 してい

ない (144)。 匹字文が施される浅鉢で、砂沢式に相当すると考えられる。隣接する賽の神Ⅲ遺跡では

一定量出土 していることから、本遺跡より高い位置にある賽の神Ш遺跡で使用されていた土器が流れ

込んできたものと考えられる。

弥生時代中期前半に属する土器をⅡB群土器 とした (99。 139)。 沈線を施文 した後にミガキ調整が

行われ、最後にドーナツ状の貼付文が付される。器形は異なるが、同様の施文方法を行うものは二戸

市火行塚遺跡 。大測遺跡などに類例がある。

弥生時代中期後半に属する土器群をⅡC群土器とした (27・ 44・ 53・ 62・ 63・ 65・ 67・ 69・ 71。 73・
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Ⅶ 調査のまとめ

76・ 84・ 86・ 89,90。 92・ 94-96・ 98・ 100, 102・ 104・ 105。 109-114。 116。 122-125。 127-129・

132。 138・ 140～ 142・ 145。 151)。 全形がわかる資料はほとんど無いが、壷・蓋 といった器種が多 く認

められ、縄文施文の後に文様の施文 とミガキ調整を施すことを基本 としている。文様は基本的にヘラ

またはクシ状工具を使用 した沈線によって描かれており、山形文・弧状 (波状)文・平行沈線文など

が確認できる。類例は、宮吉市和井内東遺跡・奥州市橋本遺跡・盛岡市飯岡沢田遺跡などに求めるこ

とができる 1/1ヽ 田野1985、 佐藤ほか1992、 県埋文第489集 )。 とくに65。 ■2を はじめとして口縁部上端

に沈線を施すものは、和井内東遺跡出土例に類似 してお り、出土量 も多い。 しか し、反対に橋本遺跡

で一定量みられる重菱形文や変形工字文を描 くものはほとんど確認できない。本遺跡 と和井内東遺跡

はともに北上山地の東側に位置 してお り、地理的環境を考慮 しても本遺跡出土土器の文様施文方法は

内陸部の橋本遺跡よりも和井内東遺跡により親縁性があるといえる。一方で、124・ 128,140の ように

直立する頸部に多条の沈線を施すものは日本海側の当該期の上器型式である宇津ノ台式や志藤沢式に

みられるものであり (須藤1969、 根岸2005・ 2006)、 これに属するものも一定量確認できる。このよう

に、本遺跡のⅡC群土器は地理的に近い遺跡と同様の特徴を持つ一群と日本海側の土器型式に位置付

けられる一群が併存しているものと考えられる。

弥生時代後期に属する一群をⅡD群土器とした (32・ 33・ 64。 85。 91。 93・ 147～ 149)。 93は奥州市

常盤遺跡出土例に類似した複合口縁壷の口縁部破片で、小田野による弥生土器編年Ⅳ期 (後期初頭)

に属すると考えられる。この他は平行沈線を施した後に串 (ヘ ラ)状工具を用いて連続刺突を施して

おり、赤穴式に属する一群と考えられる。全体的に器壁は薄く色調は赤橙色である。刺突は交互に施

されるもの (147・ 148)と 一方向から施されるもの (149)がある。近隣の遺跡では、人木沢野来遺跡

や隠里Ⅲ遺跡でも少量出上している (県埋文第511・ 533集 )。

以上が今回の調査で出土した弥生土器の年代的位置付けである。出土量としてはⅡC群土器が最も

多く、弥生土器の総破片数の大半を占める。岩手県内では弥生時代中期後半の土器が出土する遺跡は

少なく、県内の当該期資料を追加できたことが今回の調査における重要な成果である。加えて日本海

側の土器型式である宇津ノ台式・志藤沢式と同様の特徴を有する土器が太平洋沿岸部の遺跡で出土し

たという点は、当時の地域間交流を考えるうえで注目すべき事象といえよう。

(2)製塩関連の遺物

本遺跡では製塩土器と土製の支脚が古代の竪穴住居を中心にまとまって出土している。製塩土器と

支脚は土器製塩に関連する遺物であり、縄文時代からその存在が確認されている。東北地方では仙台

湾周辺と陸奥湾に出土遺跡が集中しており、岩手県でも太平洋沿岸地域で約20遺跡が確認されている

(北林2008、 君島1999)。

製塩土器と支脚は、その用途から二次加熱を受けるという性格の遺物であり、非常に脆く、しかも

破片状態で出土するため形状を復元できる個体がほとんど無い。今回の調査でも両者あわせて約 6 kg

出土しているが、完形に近い状態に復元できたのは支脚 1点のみである (285)。

古代の製塩土器の特徴は、色調が赤褐色で器壁が l cm以上と厚手であることである (君島2004)。 製

塩遺跡と考えられる九戸郡洋野町 (旧種市町)二十一平遺跡出土資料をみると、内外面に輪積痕が残

る粗雑な整形であり、色調 。器壁の厚さも含めて本遺跡出土資料に酷似している。残念ながら実際の

使用を示す白色の付着物は認められなかったが、形態的特徴から本遺跡から出土 した製塩土器の破片

は 5号陥し穴状遺構出上の 1点 を除いて古代に属するものと考えられる。

本県出土の支脚は、濱田が行った分類によると円柱状の中実タイプ(I類 )と 円筒状の中空タイプ(Ⅱ
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1 出土遺物

類)があるということである (濱 田2000)。 この分類をもとに観察すると、本遺跡出上の支脚は285に

代表されるようにいずれも円筒状のⅡ類に属するものであり、円柱状の I類 に復元できるものは確認

できない。濱田の検討によるとI類・Ⅱ類とも8世紀代には既に出現し、形態による時期差は無いと

されている (濱 田2000)。 このような遺物の本来的な性質から支脚単独での年代決定は困難であるが、

遺構内で出土した土器との供伴関係から、本遺跡で出土した支脚はおおむね 9世紀以降に属すると考

えておきたい。

本県における製塩土器・支脚出土遺跡の分布をみると、特に宮古市周辺と沿岸北部の久慈市域で出

土遺跡が集中することが指摘されている (君 島1999。 2004、 濱田2000)。 本遺跡の周辺に限つてみて

も、赤前遺跡群や磯鶏舘山遺跡など、宮古湾沿岸部の遺跡でまとまって出上している。これらの遺跡

では円筒状のⅡ類がほとんどであり、年代的にも9～ 10世紀前半に属すると考えられている。これら

のことから、本遺跡を含めた宮古湾周辺ではこの時期に海水を原料とした土器製塩が活発に行われて

いたものと推察される。

(3)鉄   鐸

1号鉄生産関連炉の排津場から1点出土している (第 55図 244、 以下本資料とする)。 鉄鐸には単独

で使用されるものと錫杖状鉄製品の付属品とがあるが、本資料は小型で舌を持たないことから錫杖状

鉄製品の付属品と考えられる。鉄鐸は古墳時代中期の事例を初現として平安時代 (11世紀代)ま で全

国各地の遺跡で出上しており、とくに錫杖状鉄製品の付属品は岩手県・青森県を中心とする東北地方

での出上が多い (井上2002・ 2004)。

東北地方では、本遺跡の位置する岩手県の太平洋沿岸 (宮古市周辺)を はじめ岩手県の北上川中・

下流域、青森県の津軽平野南東部と太平洋沿岸 (八戸市周辺)で集中して出土している。出土遺跡の

9割近くは集落で、次いで鉄生産関連遺跡・古墳群・墓地・官衡関連遺跡となっている。出土遺構を

みると、集落では竪穴住居からの出土が多く、その他には土坑・竪穴状遺構・古墳などがある。

東北地方では 8世紀後半の岩手県山田町沢田Ⅱ遺跡出土例を最古として10世紀後半～11世紀前半の

青森県林ノ前遺跡出土例まで確認されている。初現から型式変化に乏しく、単独での年代決定が困難

な遺物であるが、本資料は 1号鉄生産関連炉の操業に伴って形成された排津場からの出土であること

から、10世紀前半までに製作されたものと考えることができる。

鉄鐸・錫杖状鉄製品を含めた東北地方の古代鉄製祭祀具は、雑密による影響下で儀礼に用いられた

祭祀具と考えられているが (井上2004)、 副葬品と考えられる秋田県湯ノ沢F遺跡例や錫杖状鉄製品と

して土坑内に埋納された青森県貝ノロ遺跡例などを除いて当時の使用状況を推定できるような出土状

況の資料はほとんど無い。本資料も排津場からの出上であり、使用状況は不明である。一方で造淳材

や素材として使用される予定であった鉄鏃や石突などと供伴していることから、本資料は鉄鐸の本来

的な用途から離れて素材として持ち込まれた可能性が高いと考えられる。

2検 出 遺 構

(1)竪 穴 住 居

金浜 I遺跡で 1棟、金浜Ⅱ遺跡で 2棟検出した。いずれもカマドを有する古代の竪穴住居である。

両遺跡あわせてわずか 3棟 しか検出されておらず、しかも2・ 3号竪穴住居については南側が削平さ

れていることから全体的な構造を検討することは困難である。しかし、最も遺存状況の良い 1号竪穴
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Ⅶ 調査のまとめ

住居から推定すると、本遺跡の古代竪穴住居は方形ないし長方形を基調としており、地山面を掘 り込

むことで構築されていることがわかる。また、 3棟とも残存していたカマ ド部分をみると、煙道は制

り貫き式であることがわかる。袖部の構築状況をみると、 1号竪穴住居では礫を芯材としていること

が確認できた。 2・ 3号竪穴住居は袖部が既に失われていたが、周辺に若干被熱した礫が飛散してい

たことから、 1号竪穴住居と同様の構築方法であった可能性も考えられる。

この他、本遺跡の竪穴住居の特徴として支脚や製塩土器の出土量が多いという点が挙げられる。と

くに1号竪穴住居からの出土量は多く、遺跡全体の出土量の半分以上を占める。残念ながら住居内で

製塩活動をしたと考えられる痕跡は認められなかったが、この住居の使用者が土器製塩に深 く関わつ

ていたことを示すものといえる。

なお、金浜 I遺跡では遺跡範囲の北側を宮古市教育委員会が数回にわたり発掘調査を行っている。

昭和58年度調査については遺構図面などが掲載されていない為詳細は不明であるが、今回の調査区の

北側隣接地を調査 した平成19,20年度調査では沢跡Aよ り北側で古代の竪穴住居が数棟確認されてお

り、 1号竪穴住居を含めて住居の集中域が形成されていることがわかっている。今回の調査区でも沢

跡Aよ り南側では尾根の反対側で 2。 3号竪穴住居が検出されたのみであることから、本遺跡におい

ては沢跡Aの北側が主に古代の集落域として利用されていたと考えられる。

(2)鉄生 産 関 連 炉

金浜Ⅱ遺跡では鉄生産関連炉を 1基検出した (1号鉄生産関連炉 以下、本遺構とする)。 遺構の形

態 。出上した鉄津の分析については前章までに記してあるが、再度この炉跡の性格について提示でき

る可能性について記しておきたい。

構造的特徴

本遺構は宅地造成時に上部構造が削平されており、炉底付近のみ残存していた。本体部の掘 り込み

は略方形で、残存規模は0.6× 0。 47mで ある。橙色化した炉壁が馬蹄形状に巡つていたが、この形状が

本来的なものか南側が流失した結果であるかは不明である。底面及び壁面は粘土を用いて構築されて

おり、二次加熱により橙色に変化していた。

底面の炉壁を除去して炉体の断ち割りを行ったところ、 9層の直下に防湿の為に天地を追えて設置

された流状淳 (356)が検出された。356は炉外から排出され固化した流状淳 3であったが、その後本

遺構の床面構築材として使用されたものである。なお、本来は筋状の痕跡が確認できる面が形成時の

表面であるが、設置の際に地面と接するよう天地を違えた状態で敷設されたため (註 1)、 本来底面で

あった側に被熱による溶解の痕跡が確認される。このように炉の底面に鉄津を敷設する理由としては、

他の鉄生産関連炉の下部構造で確認される木炭充填や焼締めと同様に除湿効果を狙つたと考えられ

る。また、356の破断面の観察によると、本来の表面側が気泡の混入が少なく緻密であることから、除

湿を目的とした場合、天地を違えることでより効果が上がるという認識があつたためと考えられる。

このように底面に流状津を敷設するという構造を有する鉄生産関連炉は宮古市周辺をみても本遺跡以

外に確認されておらず、焼締めや木炭充填以外の新たな除湿目的の下部構造として注目される。しか

し、防湿効果を高めるために天地を違えて設置するという構築方法をとっているにもかかわらず、焼

締や木炭の充填といった一般的な防湿・炉体強化の痕跡は認められなかった。

炉の性格・操業形態

本遺構のように構造が不明瞭な場合、遺構形態からのみでは炉の性格を明らかにすることができな

いため、鉄津の分類と自然科学分析を含めて考えてみたい。
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2 検出遺構

まず本遺構の特徴的な事象を列記すると以下の通りである。

①壁体を有する構造の炉である。

②炉底部に碗形の炉底津が形成されている。

③炉壁に銅が回着している。

④炉底面に天地を違えて流状淳3が敷設されている。

⑤本遺構及び排津場から出土した鉄淳は約 7割が流状淳である。

③銑鉄 。鉄塊系遺物 (過共鉄鋼)が出土している。

⑦気道内径の小さい羽口が出上している。

③鍛造剥片・粒状淳が検出されていない。

古代の鉄生産関連炉の性格については、製鉄・製錬・鍛錬・精練など多様な性格が考えられる。本

遺構がどの工程にかかわつたものかを考えると、まず①・②・①の特徴から個体鉄を加熱・鍛打して

製品を作る鍛錬工程、すなわち鍛冶炉としての性格は限りなく低いと考えられる。また、製鉄工程で

生成されると考えられる流状津 3が出土しているものの (⑤ )、 これは④のような使用状況にあること

から製鉄工程、すなわち製鉄炉としての性格も低いと考えられる (註 2)。

製鉄・鍛錬の工程に関わる可能性が低いとすると、残るは製錬・精錬工程のいずれかということに

なる。炉の構造のみに注目した場合、① o② o④の特徴はどちらの工程でもありうる力S、 その他の特

徴から本遺構の性格としては以下の3つが考えられる。

(1)本遺構は製錬炉であり、流状淳はその工程中に形成されたもの (形成後に④として使用)。

(2)本遺構は精錬炉であり、流状淳には造津材として利用するために持ち込まれた製錬時の流状淳

と精錬時に形成された流状津が混在している (③・⑥・⑦)。

(3)本遺構では製錬・精錬の両工程を同位置で行っていた(註 3)。 したがって流状津には両工程で

形成されたものが混在する。

上記の特徴からみると、単体では製錬 。精錬いずれの工程に関わる遺構かはにわかに断じがたく、

むしろ両工程共に行われていた可能性は高いと思われる。しかし、仮に (3)であるとしても最終的

に本遺構は精錬工程の作業を行って廃絶した可能性は高い。今回は本遺構のような特徴を有する鉄生

産関連炉の類例がほとんど無いため比較検討ができないことからあくまで可能性を提示するにとど

まってしまったが、これについては他遺跡での資料の蓄積を待って再度検討する問題としたい。

冨主

1 二次利用された際の鉄津底面はフラットで、尚且つ砂の付着も若千確認されることから当初は流状淳を本来の天地の状態

で敷設し利用したと考えた。しかし、鉄津が炉外へ流出した際に表面に確認される波状・筋状の痕跡が微細なものを含め詳

細に確認できたため、本来の表面が二次利用の段階で底面とされたと判断した。二次利用の段階で高温に晒されることで軟

化し、砂の付着やフラットな形状等の変化が生 じたものと推測される。

2 この流状淳の出自が本遺構構築直前に存在した炉跡で生成されたものとすれば、本遺構で製鉄工程が行われていた可能性

も否定できない。ただし、⑥の事象を考えるとその可能性は低いと思われる。

3 構築当初は製錬工程を行つていたが、最終段階以前に精錬工程に移行した。その際に製錬工程に伴う炉体を壊 して精錬用

に再構築したという可能性が考えられる。

(3)炭   窯

金浜 I遺跡で 1基、金浜Ⅱ遺跡で4基の炭窯を検出した。時代別の内訳は、古代が 3基 (3～ 5号

え窯)、 近世が 1基 (1号炭窯)、 近代が 1基 (2号戊窯)である。
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古代の戊窯は南側調査区の第一検出面 (古代遺構検出面=基本層序Dの Ⅱ層)で検出した。いずれ

も円～長楕円形の平面プランをしてお り、伏焼を行ったと考えられる。遺存状況の良好であった 4・

5号炭窯の分析によると、使用された木材はクリ、使用年代は 9世紀後半～10世紀前半 と判断できる。

同形態の炭窯は宮古市周辺では数多 く検出されてお り、その多 くが鉄生産に関連するものと考えられ

ている。本遺跡の炭窯 も1号鉄生産関連炉の付近に位置することと使用木材が同じであることから、

1号鉄生産関連炉における鉄生産活動に使用する燃料製造の為に構築。使用されたものと考えられる。

近世の炭窯は尾根頂部で検出した (1号炭窯)。 上部構造は残存 していないが平面形から窯体 を構築

する「築窯製炭窯」 と考えられ、平面規模が直径 4mを超える大型のものである。 しかし、底面付近

に炭化材や焼土が全 く無 く、使用された痕跡が確認できなかった。また、堆積上の観察によると、下

位に天丼や壁面崩落土と考えられる土層があり、その上位には人為的埋め戻 し土が堆積 していること

から、この炭窯は構築途中あるいは使用直前に放棄されたものと考えられる。

近代の炭窯は調査区西端付近の尾根上で検出した (2号炭窯 )。 排煙部に煉瓦とアスファル ト製の煙

突を用いた炭窯で、床面と壁面の構築状況から3回の造 り替えが行われていたと考えられる。煉瓦に

刻印された製造業者銘から使用年代は大正時代 (1918年)以降であり、近隣の人木沢 Ⅱ遺跡や木戸井

内Ⅳ遺跡で検出された煉瓦や土管を使用 した築窯製炭窯 と近い時期の炭窯と考えられる。三陸地方で

は明治時代以降築窯製炭窯を使って炭焼 きが行われていたが、石油燃料の普及などにより衰退 してお

り、現在 まで残る炭窯はごくわずかである。その意味でも今回検出した 2号炭窯は、宮古市周辺にお

ける大正時代以降の製炭の歴史を探るうえで有用な資料 となるものと考えたい。

3 総 括

今回の調査では縄文時代～近代 (大正時代)に属する多様な遺構・遺物を検出した。最後に時代ご

とにその内容を列記することで調査の総括としたい。

縄文・弥生時代

確認された遺構は陥し穴状遺構と土坑・焼土だけであるが、出土遺物が最も多い時代である。土器

は縄文時代早期から弥生時代後期までと多岐にわたるが、とくにIC群土器とした弥生時代中期後半

の土器がまとまって出上したことが注目される。岩手県内では当該期の上器が出土する遺跡は少な

く、宮古市和井内東遺跡・奥州市橋本遺跡・盛岡市飯岡沢田遺跡などが挙げられるにすぎない。また、

今回出土した資料のなかには日本海側に分布する宇津ノ台式・志藤沢式の特徴を有する土器もあり、

当時の地域間交流を検討するうえで重要な要素となると思われる。今回は沢跡内堆積土からの出上で

あり、完形に復元できた個体がほとんど無いことから器種構成については明らかにすることはできな

かったが、本遺跡で認められた全ての文様構成を提示するよう努めたつもりである。担当者の力量不

足もあり詳細な検討には至らなかったが、岩手県内において資料数の少ない時期の土器を一定量示す

ことができたという点に意義があるものと考えておきたい。

古代 (奈良～平安時代)

遺構種別・数量とも最も多い時代であり、前節で述べた通り本遺跡内で鉄生産が行われていた時代

である。鉄生産の中心となっていたのは 1号鉄生産関連炉であり、本体部の炉底付近のみの残存で

あったが斜面下方に形成された排淳場を含めて約41kgの 鉄淳が出土している。周辺では製錬工程で生

成される流状津と精錬工程で生成される含鉄鉄淳がそれぞれ一定量出土していること、削平により上

部構造が不明なことなどから製錬・精錬いずれの工程に伴う炉か判断できなかったが、底面に防湿用

-153-



3 総括

の鉄淳 を敷設するなど近隣の遺跡では見 られない構造 をもつ ことを確認することがで きた。また、周

辺 に構築 された炭窯は自然科学分析の結果か ら鉄生産関連炉 と同時期であ り、燃料供給用 に構築 され

た ものであることも確認 されている。 この他、鉄生産関連施設 と同時期か若干時期が下る頃の竪穴住

居、鉄素材 ・燃料保管用 と考 えられる掘立柱建物 も検 出 してお り、小規模ではあるが居住施設 。生産

施設 ・保管施設が揃 つていた遺跡であることが判明 した。 また、 1。 2号竪穴住居 内か らは製塩関連

の遺物 (製塩土器 。支脚)も 多 く出土 してお り、遺跡内及びその周辺ではこの時期 に鉄生産活動 とと

もに土器 を用いた製塩活動 も行 われていたことも明 らか となった。

中 世

遺物 として青磁碗 1点 と政和通賓 1点がある。青磁碗 は龍泉窯系で15～ 16世紀、北宋銭である政和

通賓 は初鋳年11■年であ り、両者 には時期差が認め られる。近隣の遺跡 をみると、金浜館遺跡で青磁

碗 と同時期の天 目茶碗 (宮古市教委 1985a)、 八木沢野来遺跡で政和通費 と同時期の白磁碗 (県埋文第

5■集)が出土 している。今回の調査ではこの時期の明確な遣構は確認で きなかったが、本遺跡内にも

前記の遺跡 と同時期の遺構が存在 していた可能性はある。

近世以降

遺構 としては炭窯 と性格不明遺構がある。 1号炭窯は構築途中あるいは使用直前 に放棄 された もの

であ り、上部構造は残存 していないが平面形か ら窯体 を構築する「築窯製炭窯」であったと考え られ

る。 3号性格不明遺構はその形状か ら当初は土器製作用の粘土採掘坑の可能性が考 えられた。残念 な

が ら胎上分析 を実施 しても土器 と土層試料 との関係 を明 らかにすることはで きなかったが (第 Ⅵ章第

2節参照 )、 1号炭窯が築窯製災窯、3号性格不明遺構が粘土採掘坑であ り、両者が同時期 に存在 して

いた とすれば、 3号性格不明遺構 は 1号炭窯の窯体構築用の粘土採掘坑であった可能性 も考 え られ

る。 この他、近代 に属するもの として煉瓦 を使用 した炭窯 (2号炭窯)も検 出 されてお り、古代か ら

近代 まで断続的ではあるが調査 区内で炭焼 きが行 われていたことが明 らか となっている。
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第 3表  土器観察表 (1) ※ [ ]は残存値、( )`よ 復元値を表す

麟
�

種 別 器種 分 類 残存部位
出土

エ リア
出土地点 層   位

計測値 (cm) 残存率 (%)

器高 日径 底径 厚 さ 回縁 底 部

1 土師器 不 Ⅲ 回 ～胴 ① 1号竪穴住居 土器No 2 [540] (1640) 0 30 0

2 土師器 爪 日 ～ 底 ① 1号竪穴住居 Qユ 貼床 [440] (1520) 0 30 15

3 土師器 tlN Ⅱ 口 ～胴 ① ユ号竪穴住居 Qユ 貼床 [420] (1640) 0 30

4 土師器 棗 Ⅱ 日～胴 ① 1号竪穴住居 Q] 貼 床 [1250] 0 70 5 0

5 土師器 賽 Ⅲ 口縁部 ① 1号竪穴住居 土器 No l [940] 0 60 5

6 土師器 甕 Ⅲ 日縁部 ① 1号竪穴住居  Q」 4層直上 [7 60] 0 90 5

7 土師器 箋 Ⅲ 回縁部 ① 1号竪穴住居 堆積土中位 [570] 0 70 5 0

8 土師器 巽 Ⅲ 回 ～胴 ① 1号竪穴住居 土器Ne 6 [1200] (1770) 0

9 土師器 甕 Ⅱ 口縁 都 ① 1号竪穴住居 Q4 堆積土中位 [850] (223Э ) 0 70

土師器 甕 Ⅲ 口 ～ 胴 ① 1号竪穴住居 カマ ド土器No l 煙道黒色土 [1810] 0 60 5

土師器 発 Ⅲ 底 部 ① 1号竪穴住居 Q4 1層 [4 50] (1040) 0 10

土師器 杯 Ⅲ 日～底 ④
2号竪穴住居 N側
ⅣD6g h、 7h i

1層

I層
4 80 (700) 5

土師器 郭 lll 口縁部 ④ 2号竪穴住居 N側ベル ト付近 1層 [285] 5 0

土師器 甕 Ⅱ 日縁 部 ① 2号竪穴住居 礫付近 焼土中 [780] (1740) 0 50

土師器 奏 D 口縁都 ④ 2号竪穴住居  N側 1層 [730] (1960)

土師器 整 ] 日 ～ 胴 ④ 2号竪穴住居 1層 [14 20] 5 0

土師器 葵 □ 胴 ～底 ①
2号竪穴住居 N側
ⅣD10f

1層

Ⅱ層
[790] (990) 0 15

土師器 賓 ll 底部 ④ 2号竪穴住居 N倒 1層 [4Ю ] (1060) 0 15

土師器 斐 ll 底 部 ④ 2号竪穴住居 4a層 [295] 0

須恵器 広口壷 Ⅳ 日縁部 ① 2号竪穴住居  N側 1層 [390] (1580) 0

須恵器 広 回壷 Ⅳ 口縁都 ④ 2号竪穴住居 N側 1層 [190] 5 0

土師器 菱 日 ～ 胴 ④ 3号竪穴住居 ベル ト 2層 [2000] 0

須恵器 瓶類 Ⅳ 胴部 ① 1号炭窯 Q3 堆積土下位 [1030] 0 0

土師器 甕 回 ～胴 ④

4号炭窯 4区
ⅣD9d
ⅣD10e

ⅣD9e
VDle

1層

Ⅲ層

Ⅱ層下位

Ⅱ層

[1360] (1800) 0 65 0

土師器 巽 胴 ～底 ④

4号炭窯 2区
ⅣD9e
ⅣD8c d
ⅣD10e f

1層 携乱

Ⅲa層

Ⅱ層

[680] 1060 0 75 0 50

土師器 奏 底 部 ④
4号炭窯

ⅣD10f

検出面

Ⅱ層下位
[280] (980) 0 50 0

弥生土器 甕 ④ 4号炭窯 底面直上 [440] 0 50 0 0

縄文土器 深」
‐
A 胴部 ① 6号土坑 堆積土上～中位 [340] 0 60 0 0

縄文土器 高杯 ? 脚 部 ① 8号土坑 堆積土 [400] 0 70 0 0

土師器 甕 底部 ① 1号焼土 検出面 [480] (1060) 0 70 0

縄文土器 深 鉢 ② 3号性格不明遺構 Q4ベ ル ト 堆積上下位 [880] 1 10 0 0

弥生土器 鉢 Ⅱ D 日縁部 ④ 4号性格不明遺構 南サブ トレ 4層 [390] 045 5 0

弥生土器 甕 Ⅱ D 頸部 ① 4号性格不明遺構 南サブ トレ 4層 [420] 0 30 0 0

縄文土器 深 鉢 底部 ① 沢跡 A 遺物集 中区 1 [440] 1300 0 85 0

縄文土器 深鉢 日縁部 ① 沢跡A 遺物集中区 1 [7 10] 0 70 5 0

縄文土器 深 鎌 日 ～ 胴 ①

沢跡A

ⅢC8b
ⅢC9b

遺物集中区 2

Ⅳ層
[2950] 0 80 0

縄文土器 深鉢 口～底 ①

沢跡A
ⅢC4c
ШC5b c
ⅢC7a

遺物集中区 3

Ⅲ層 Ⅳ層直上

Ⅱ層

20 80 (1860) 1040 0 90

縄文土器 浜 鎌 I 底 部 ① 皿B6 Ⅲ層 [340] 10 40 0 70 0

縄文土器 深鉢 口縁部 ① IC3b Ⅱ層 [550] 0 70 5 0

縄文土器 深鉢 I 底部 ① ⅡC3h Ⅲ層 [200] 0 80 0 5

縄文土器 深 鉢 IC 胴 部 ① IC3j Ⅲ層 [620] 0 80 0 0

縄文土器 深鉢 [ 底 部 ① ⅢC3j Ⅲ層 [350] (920) 0 85 0

縄文土器 深 然 IB 口縁部 ①
IC4d
ⅢC3e

Ⅳ層

Ⅱ層
[380] 0 70 5 0

縄文土器 深鉢 口縁部 ① ⅢC4e Ⅲ層 [295] 0.7Э 5 0

縄文土器 深鉢 [B 口縁部 ① ⅢC4f Ⅲ層 [420] 1_30 5 0

縄文土器 深鉢 I 底 部 ①

ⅢC4g
ⅢC3h
皿C5f

Ⅱ層下位

Ⅱ層
[4 30] (1040) 0 75 0

縄文土器 深 鉢 ID 胴 部 ① ⅢC41 肛層下位 [580] 0 0
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器面調整 施文 (○/○は日縁端部/口縁部以下 )

外面色調 備  考
跡

属

遺

帰 醜
沌

翻
乱外  面 内 面 底  部

回転 ナデ ミガキ・黒色処理 橙色 外面に墨書「水」 ? 40

回転ナデ ガキ 黒色処理 回転糸切痕 橙色 ス ス

回転ナデ ミガキ・黒色処理 橙色 39

ハ ケ ケヽ 内外面 とも摩耗 39

ヘラナデ ヘラナデ スス コゲ 39

ケズリ→ナデ ハ ケ 黒褐色 39

ハ ケ ヘラナデ 橙 色 黒斑 39

ヘラナデ ハ ケ 39

ヘラナデ ヘラナデ スス ロ縁部変形 39

ヘラナデ ヘラナデ・ハケ

ケズリ ハ ケ 木葉痕

回転ナデ ミガキ 黒色処理 回転糸切痕 橙色 Ⅱ

回転 ナデ ミガキ 黒色処理 にぶい褐色 Ⅱ 4

ヘラナデ 摩耗 によ り不明 にぶい黄橙色 接合しない同一個体片多数 Ⅱ 4

ハ ケ コゲにより不明 褐灰色 スス コゲ Ⅱ 4

ケズリ・ヘラナデ ハ ケ 灰白色 摩耗により調整不明瞭 Ⅱ 4

ヘラナデ ハケ→ナデ 木葉痕 灰黄褐色 1

ケズリ ヘラナデ 欠損 により不明 にぶい黄橙色 I 4

ケズリ ヘラナデ ナデか にぶい橙色 Ⅱ 4 40

回転ナデ 回転 ナデ 褐灰色 Ⅱ 4

回転ナデ 回転ナデ 暗灰色 自然釉付着 Ⅱ 4 40

ケズリ ヘラナデ? ハケ ヘラナデ 灰黄褐色 コゲと摩耗 により調整不明瞭 Ⅱ 4 40

ケズリ 回転 ナデ 褐灰色 I 4 40

ケズリ ハ ケ 灰自色 Ⅱ 42 40

ハ ケ ヘラナデ 木葉痕→ケズリ 明褐灰色 Ⅱ

ケズリ ハ ケ 木葉痕 にぶい褐色 Ⅱ

沈線区画→RL充填  ミガキ→刺突 ナ デ 黒色 三角刺突、赤色顔料 Ⅱ 40

沈線区画→RL充漠 ナ デ 40

L→沈線 ナ デ 褐灰色 40

ヘラナデ ヘラチデ ケズリ にぶい黄橙色 白斑

刺突 ? ナ デ 橙色 40

RL→沈線 (平行)→交互刺突→磨消 ナ デ にぶい黄橙色 Ⅱ 40

RL→沈線 (平行)→刺突 ナ デ にぶい黄橙色 Ⅱ

ナ デ 網代痕 にぶい橙色 内面黒斑 I 40

折 り返 し口縁/L ナ デ 灰黄褐色 I

非結東RL ナ デ 橙色 繊維含む、同一個体片 2点 あ り I

0段多条2段RL 結節回転文RL ナ デ ナ デ 赤褐色 同一個体片 2点 あ り I

LR→ ナデ ナ デ 網代痕 赤掲色

波状回縁/RL→沈線区画→磨消 ナ デ にぶい黄栓色

0段多条 2段RL ナデ ナ デ 赤褐色

結節 羽状縄文 LR ナ デ 灰褐色

ナ デ ナ デ 木葉痕 にぶい黄橙色

RL→沈線 (平行 ) ナ デ 黒褐色 I 43

キザ ミ/沈線 (平行 ) 沈線 (平行 ) 黒掲色 I 43

単軸絡条体 l ttL ナデ 赤褐色 I 43

0段多条2段RL ナ デ ナ デ にぶい橙色 I 43

RL→隆沈線 ナ デ 暗赤褐色 I 48

Ⅶ 調査のまとめ
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第 9表 土器観察表 (2)

爾
ｈ

種別 器種 分類 残存部位
出土

エ リア
出土地点 層  位

計測値 (CI) 残存率 (%)

器 高 日径 底径 厚 さ 日縁 底部

縄文土器 深 鉢 [C 口緑部 ①

ⅢC4g
ⅢC4e

ⅢC5d

Ⅳ層

Ⅲ層下位

Ⅲ層

[1575] 0 75 5 0

縄文土器 深鉢 IB 胴 部 ① 皿 C5c Ⅱ層 [190] 1 00 0 0

醐 縄文土器 深鉢 ID 胴部 ① ⅢC5d Ⅳ層 [280] 0 70 0 0

51 縄文土器 深鉢 I 胴 部 ① ⅢC5f Ⅲ層 [4,00] 0 50 0 0

弥生土器 一亜 Ⅱ 底部 ① ⅢC5i [層 [2.「oO] 0 55 0 5

弥生土器 奏 Ⅱ C 胴部 ① ⅢC6b Ⅱ層下位 [430] 0 55 0 0

54 弥生土器 甕 Ⅱ 胴 部 ① ⅢC6b Ⅱ層 中位 [360] 0 60 0 0

弥生土器 羹 I 胴部 ① ⅡC6b lll層 [425] 0 80 0 0

縄文土器 深 鉢 I 底 部 ① ⅢC6d Ⅲ層 [350] 0 85 0 5

縄文土器 深 鉢 [E 口 ～胴 ①
ⅢC6f

IC7g
Ⅳ層 [885] 0 60 5 0

縄文土器 深外 口縁部 ① IC7f Ⅳ層 (To Cu集 中部 ) [500] 5 0

縄文土器 深 鎌 口縁部 ① IC8b Ⅳ層下位 [270] 0 70 5 0

縄文土器 深外 I 底部 ① T1 2 Ⅳ層 [210] (860) 070 0

縄文土器 深 体 I 底部 ② ⅢD9 10g h Ⅱ層上面 [110] (620) 0

弥生土器 頸部付近 ② ⅢD9 10h Ⅱ層下位 [310] 040 0 0

弥生土器 一璽 Ⅱ C 月同言ヽ ②
ШD9 10g～

ⅣDlg h
Ⅱ層 [330] 0 45 0 0

64 弥生土器 一堕 Ⅱ D 月同言h ②
ⅢD9 10gヽ

ⅣDlg h
Ⅲ層 [385] 0 30 0 0

弥生土器 鉢 Ⅱ C 回 ～胴 ② Ⅲ D10h Ⅲ層下位 [980] 040 0

縄文土器 深鉢 IA 月同吉Б ② ⅢD10g h Ⅲ層下位 [490] 070 5 0

弥生土器 月同音Б ② ⅣDlg h Ⅲ層 [310] 045 0 0

縄文土器 深 鉢 IA 月日者Б ② ⅣD4e Ⅳ層下位 [2「oO] 0 65 0 0

縄文土器 深鉢 日縁部 ② Ⅲ ⅣD区 Ⅲ層 [205] 040 5 0

弥生土器 奏 ? I 底部 ③ ⅣE2d Ⅱb層 0 80 0 3

71 弥生土器 一璽 底部 ③ ⅣE3 4e Ⅲ層 [250] (300) 0 60 0

72 縄文土器 一夏 [F 胴～底 ③
ⅣE3 4e
ⅣD10g

V層 下位

Ⅱ層
[690] 6 00 0 60 0 100

弥生土器 弩 日縁部 ① ⅣE4 5f Ⅱb層 [510] 0 60 5 0

密 縄文土器 深鉢 底部 ③ ⅣE4 5f Ic層 [480] 080 0 5

縄文土器 深 鉢 [E 日縁き[ ③ ⅣE5f Ⅳ層 [450] 0 80 5 0

弥生土器 斐 ? Ⅱ C 口縁部付近 ③ ⅣE51 Ⅳ層 [230] 0 55 0 0

77 縄文土器 深 鉢 I 底 部 ④ ⅣC4～ 6b Ⅲ層下位 [lЮ ] (940) 0 70 0

弥生土器 甕 IC 口縁部 ④ ⅣC6f Ⅳ層 [240] 0 95 5 0

弥生土器 甕 Ⅱ ④ ⅣC7h Ⅱ層 [320] 0 45 0 0

縄文土器 深 鉢 I 底郡 ④ ⅣC8h Ⅱ層 [315] 6 80 0 55 0

弥生土器 蓋 B 頂部 ④ ⅣC9j Ⅱ層 [170] (680) 0 60 0

縄文土器 深 鉢 ID 日縁部 ④ ⅣCグ リッ ド内斜面 トレンチ I層 下位 [380] 0 90 5 0

縄文土器 深鉢 【 胴～底 ④ ⅣD3d Ⅱb層 [400] 5 60 0 60 0 Ю

84 弥生土器 菱 Ⅱ C 口縁部 ④ ⅣD6g h、 7h i I層 [400] 045 5 0

弥生土器 奏 胴部 ④ ⅣD6g h、  7h i I層 [430] 0 35 0 0

弥生土器 奏 Ⅱ C 口縁部 ④ ⅣD81 lll層 [440] 0 40 5 0

弥生土器 養 ] 底部 ④ ⅣD8 9f 阻層 [430] 0 55 0 5

弥生土器 一更 ] 底 部 ④ ⅣD9b Ⅱ層 [235] (700) 0 60 0

弥生土器 葵 Ⅱ C 口縁部 ④ ⅣD9b Ⅱ層 [320] 0 65 5 0

弥生土器 一堕 Ⅱ C 月同苦Б ④
ⅣD9b
VDla

Ⅲ層

Ⅱ層
[595] 0 40 0

弥生土器 奏 ED 口縁部 ① ⅣD9e Ⅱ層 [220] 045 5

弥生土器 〓亜 EC ① ⅣD9e L層 [290] 0 35 0

饂 弥生土器 一更 ED 口縁部 ④ ⅣD9f I層 [090] 0 55 5

餡 弥生土器 奏 ⅡC 口縁部 ④ ⅣD9f Ⅱ層 [455] 0 50 5 0

弥生土器 甕 EC ④ ⅣD9f Ⅲ層 [550] 0 60 0

弥生土器 一璽 IC 頸部 ④ ⅣD9f Ⅲ層 [590] 0 55 0

弥生土器 甕 Ⅱ 胴部 ④ ⅣD9f Ⅱ層 [1030] 0 50 0 0

98 弥生土器 甕 IC ④ ⅣD9f Ⅲ層 [670] 0 70
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器面調整 施文 (O/○ は日縁端部/口縁部以下 )

外面色調 備   考
跡

属

遺

帰
剛
血

翻
ｈ外   面 内 面 底 部

波状日縁 キザ ミ/LR 綾繰文 原体側面圧痕
→隆帯 竹管文

ナ デ 赤褐色 同一個体片 1点あ り ] 43

赤褐色 繊維含む 43

RL→沈線 (渦巻状 ) ナ デ 黒褐色 43

LR?→沈線区画 竹管文→磨消 ナ デ にぶい黄橙色 大部分黒斑 43

網代痕 ? にぶい黄橙色 43

単軸絡条体 1類R→沈線 (弧状 ) ナ デ 橙 色 ス ス 43 42

RL→磨消 ? ナ デ 橙色 補修孔、スス 43

ナ デ にぶい褐色 44

ナ デ 網代痕 灰黄褐色 繊維含む 44

LR→沈線区画→磨消 ナ デ 橙色 I 44

ナ デ 赤褐色 繊維含む、断面黒色化

ナ デ 橙色 ス ス

ナデ? ナデ? 網代痕 赤掲色 変形著 しく底面精円形

ナ デ ナ デ 再調整 にぶい黄橙色

附加条しR→沈線 (弧状)→磨消 ナ デ 黒褐色 44

しR→沈線 (山 形)→磨消 ナ デ にぶい黄橙色 喫水線 I

附加条LR→沈線 (弧状)→磨消 ナ デ にぶい掲色 I

波状口縁 キザ ミ/LR→沈線 磨消 ナ デ にぶい責褐色 黒 斑

貝殻文 ナ デ にぶい責橙色 早 期

LR?→沈線 (山 形 弧状)→磨消 ナ デ 灰黄褐色 赤色顔料 ? 42

貝殻文 ナ デ にぶい橙色 早 期 44

キザ ミ/沈線 (平行 ) ナ デ にぶい黄橙色 44

網代痕 にぶい褐色 44

RL LR混在→沈線 ナ デ 黒褐色 44

横 ナデか ミガキ ナ デ ナ デ 黒 色
ススコゲ付着 によ り調整 施文不

明瞭
B

波状口縁/ハケ ?→沈線 (平行 ) ナ デ にぶい褐色 ス ス コ

指圧痕 網代痕 明赤掲色 ]

隆帯/LR→沈線区画 ナ デ 赤褐色 大木 9式 ]

沈線 (縦)→沈線 (平行 ) ナ デ 赤褐色 コ 坐

摩耗 により不明 コゲにより不明 木葉痕 にぶい赤褐色 コゲ I

沈線→刺突 ナ デ 赤褐色 ]

RL押圧/ナデ ナ デ にぶい褐色 狙 43

ナ デ 網代痕→ナデ 黒褐色 ス ス ]

ナ デ ナ デ 黒掲色 摘み部欠損 Ⅱ

隆帯 原体側面圧痕 ナ デ にぶい黄褐色 I

沈線 ナ デ 木葉痕 にぶい黄橙色 コゲ ]

突起 キザ ミ/LR→沈線区画→磨消 ナ デ 黒褐色 黒斑 Ⅱ

LR→沈線 (平行 山形)→磨消 ナ デ 褐灰色 Ⅱ

RL/RL→沈線 (平行 山形 波状 ) ナ デ 黒褐色 Ⅱ

しR→暦消 ? ナデ ケズリ? にぶい黄褐色 磨耗により調整不明瞭 Ⅱ

ナ デ ナ デ ナ デ にぶい黄褐色 ス ス Ⅱ

沈線 (縦)→磨消 ナデ にぶい褐色 Ⅱ

LR?→沈線区画→磨消 ナ デ 暗赤褐色 Ⅱ 43

原体側面圧痕/交互刺突 橙色 黒 班 Ⅱ

LR→沈線→磨消 ナデ 黒色 Ⅱ

沈線 (平 行)キ ザ ミ/ 沈線 (平行 ) 灰褐色 Ⅱ

キザミ/L→磨消 ナ デ 黒褐色 Ⅱ

LR?→沈線 (山 形)→磨消 ナ デ 明褐灰色 Ⅱ

RL→沈線 (平行 山形 ) ナ デ にぶい黄橙色 Ⅱ

附加条しR ナ デ 黒色 Ⅱ

LR→沈線 (平行 山形)→磨消 ナ デ にぶい黄褐色 Ⅱ

Ⅶ 調査のまとめ
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第10表 土器観察表 (3)

臓
乱

種別 器種 分類 残存部位
出土

エ リア
出土地点 層   位

計測値 (cm) 残存率 (%)

器 高 日径 底径 厚 さ 口縁 底部

弥生土器 一電 頸 部 ④
ⅣD 9f

ⅣD10g

皿層

Ⅱ層
[470] 0

100 弥生土器 一璽 Ⅱ C ④ ⅣD9g Ⅱ層下位 [2.15] 0 0

弥生土器 発 Ⅱ 口～胴 ④ ⅣD9 10b 工層 [1070] 5

弥生土器 壼 Ⅱ C 回縁部 ④ ⅣD9 10f Ⅲ層 [610] 5 0

弥生土器 士宣 Ⅱ 底部 ④ ⅣD9 10g Ⅲ層 [210] (660) 0

弥生土器 甕 ll C 口縁部 ④ ⅣD10a Ⅲa層 [255] 5 0

105 弥生土器 霊 EC 胴 部 ④ ⅣD10a Ⅲa層 [310] 0

106 弥生土器 奏 ] 口縁部 ④ ⅣD10c こ層 [480〕 5 0

107 縄文土器 深鉢 I ④ ⅣD10c Ⅱ層 [650] 0 0

108 縄文土器 一豆 【F 底部 ④ ⅣD10c lll層 [270] 4 20 0 100

109 弥生土器 甕 口縁部 ④ ⅣD10b Ⅲ層 [440] 5

弥生土器 発 口縁部 ① ⅣD10b Ⅲ層 [600] 039 5

111 弥生土器 養 口～胴 ① ⅣD10b Il層 [900] (1440) 050

弥生土器 霙 日～底 ④
ⅣD10b

ⅣD10b c

Ⅲ層

Ⅱ層
23 00 17 10 5 40

弥生土器 甕 口縁部 ④
ⅣD10b

ⅣD10b

Ⅱ層

Ⅱ層
[5,90] (1960) 0 50 0

弥生土器 甕 胴部 ④ ⅣD10b Ⅲ層 [380] 0 55 0 0

15 弥生土器 蓋 ? Ⅱ 頂部 ④ ⅣD10b Ⅲ層 [165] (4 10) 0 60 0 100

弥生土器 鉢 ④ ⅣD10d 皿層 [390] 0 35 0

17 縄文土器 浅鉢 IF 日縁部 ① ⅣD10d 皿層 [360] 0 60 5

弥生土器 重 Ⅱ 底 部 ④ ⅣD10d lll層 [210] 0 45 0 100

縄文土器 深鉢 日縁部 ④
ⅣD10f

ⅣD9f

Ⅲb層

Ⅲ層
[610] 0 70 5

弥生土器 甕 ] 底部 ④ ⅣD10f Ⅲb層 [500] 0_80 0 5

弥生土器 甕 Ⅱ 口～胴 ④ ⅣD101 Ⅲ層 0 60 5

弥生土器 三 胴 部 ④ ⅣD101 Ⅲ層 [480] 0 50 0 0

弥生土器 一霊 ④ ⅣD10f Ⅱ層 [400] 0 0

弥生土器 発 日縁部 ① WD10g I層 [355] 5 0

弥生土器 奏 頸部 ① ⅣD10g Ⅱ層 [430〕 0 60 0 0

弥生土器 養 Ⅱ 胴 部 ④ ⅣD10g Ⅱ層 [510] 0.50 0 0

127 弥生土器 甕 日縁部 ④

ⅣD10g

ⅣD8 9{
ⅣD10g

層

　

層

Ⅲ
　
　
Ⅱ

[330] 5 0

128 弥生土器 士臣 頸部 ④ ⅣD10g Ⅲ層 [195] 0,75 0 0

129 弥生土器 一璽 胴 部 ① ⅣD10g Ⅲ層 [400] 0 0

130 弥生土器 高不 ? コ 底 部 ① ⅣD10g Ⅱ層 [240] (680) 070 0 0

31 縄文土器 深鉢 I 底部 ① ⅣD10g Ⅲ層 [1 0 5

弥生土器 士璽 底部 ④ ⅣD10g Ⅲ層 [220] (560) 0.80 0

縄文土器 深鉢 ID 口縁部 ? ④ ⅣD10h Ⅲ層 [330] 070 0 0

弥生土器 一霊 口 ～胴 ① ⅣD10h Ш層 [1000] 050 5 0

弥生土器 鉢 口縁部 ④ ⅣD10i Ⅱ層下位 [4醐 ] 060 5 0

弥生土器 ）璽 胴 部 ④ ⅣD101 皿層 [250] 050 0 0

弥生土器 甕 口～月同 ④
VDlc
ⅣD10b

ma層

Ⅲ層
[1320] 060 0

弥生土器 一璽 ④ VD Ⅲa層 〔3Ю ] 0開 0 0

弥生土器 甕 胴部 ④ VD g ma層 [360] 060 0 0

140 弥生土器 霊 日縁都 ① VD E層 下位 [650] (1800) 0 55 0

弥生土器 甕 顕 部 ① VD h Ⅲ層 [350] 0 35 5 0

142 弥生土器 壷 日縁都 ④ VD h Ⅲ層 0 40 5 0

143 縄文土器 一璽 胴部 ④ VD h Ⅲ層 [890] 0 45 0 0

144 弥生土器 奏 Ⅱ A 鉾か高不 ④ VD h Ⅲ層 [4.00] 0 0

弥生土器 重 底部 ① VD h Ⅲ層 [170] (440) 0

146 縄文土器 深 鉢 I 底 部 ④ T4 Ⅲ層 [350] 11 00 0紹3 0

弥生土器 琵 Ⅱ D 日縁部 ④ T5 Ⅲ層 [400] 5 0

148 弥生土器 奏 ID 回縁部 ④
T5
ⅣD10d

Ⅲ層 [520] 0

弥生土器 箋 ID 日縁部 ④ T5 Ⅲ層 [255] 0 40 5 0

縄文土器 深 鉢 I 底部 ④ T9 Ⅲ層 [085] 070 0
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器面調整 施文 (O/○ は口縁端都/口縁部以下 )

外面色調 備  考
跡

属

遺

帰 幽
詭

劉
配外   面 内 面 底  部

LR→ 沈線区画→磨消→貼付文→沈線 ナデ 暗褐色 Ⅱ

とR→沈線 (平行)刺 突→磨消 ナ デ にぶい褐色 赤色顔料 Ⅱ

RL押 圧/RL ナデ 灰黄褐色 Ⅱ

LR→沈線 (平行 波状 ) ナ デ にぶい黄橙色 [

摩耗により不明 摩耗により不明 チ デ 灰黄褐色 Ⅱ 46

原体不明→沈線 (縦)→沈線 (山 形)→磨消 ナ デ にぶい褐 色 46 44

附加条LR→沈線区画→磨消 ナデ にぶい責褐色 44

ススにより不明 ナデ 黒色 46

単軸絡条体 1類RL にぶい黄橙色 44

沈線 (平 行 ) ナデ
玉状の脚 4点、棒状
工具による貫通孔

にぶい黄橙色 手づ くね成形 46 44

沈線 (山 形)→円形貼付文 ナデ 灰褐色 貼付文剥落 46

渦巻文 ?(串 状工具使用 ) ナデ? 灰褐色 46

RL→沈線 (平行 山形 ) ナ デ 黒褐色 スス 黒斑 44

波状口縁 沈線/沈線 (山 形 縦)→刺突/LR
→沈線 (平行 山形)→磨消

ナ デ ナデ にぶい黄橙色 ススコゲ 46 44

LR押圧/LR? 十 デ にぶい黄橙色 46 44

RL→沈線区画→磨消 ナ デ 橙色

LR?→沈線 再調整 黒褐色

LR→沈線区画→磨消 ナ デ 灰褐色 46

LR?→沈線区画→磨消 ナ デ にぶい黄橙色

摩耗により不明 ナデ ? 網代痕 ? 黒 色 46

L→ナデ ナ デ にぶい責橙色

ナ デ 網代痕 にぶい黄褐色

附加条L?→ハケかナデ ナ デ にぶい橙色

RL→沈線 (平行 山形 ) ナ デ 灰黄褐色

沈線 (山 形 波状)→沈線 (平行)→磨消 ナ デ 黒褐色

沈線 (平行 ) ナ デ 黒褐色 I

LR?→ 沈線 (平行 山形)一磨消 ナ デ 黒褐色 スス コゲ

ハ ケ ハ ケ 灰責褐色 補修孔、黒斑

原体側面圧痕/沈線区画→磨消 ナ デ 赤掲色 補修孔 I

原体不明→沈線 (平行)→磨消 剥落により不明 にぶい褐色 コ

LR→沈線 (平行 山形 ) ナ デ 黒褐色

沈線 ナ デ 灰黄褐色 接合部残存 (100%)、 スス コ

ケズリ? ナ デ 木葉痕→ ナデ ? にぶい橙色 コ

沈線 (平 行 ) ナ デ ナデ? 黒色 上げ底 ]

隆沈線 円形文 ナ デ 掲灰色 隆帯 B

附カロ条LR チ デ にぶい橙色 ススコゲ 喫水線 コ

ハ ケ ナ デ にぶい黄橙色 赤色顔料 コ

ナデ ? ナ デ 黒褐色 赤色顔料 ]

RL→ ケズリかナデ ナ デ にぶい橙色 ]

LR→ 沈線 (山 形)→刺突 ナ デ 灰黄褐色 三角刺突 】

沈線区画→LR充填 貼付文→竹管 による刺突 ナ デ 黒褐色 ]

キザ ミ/LR→沈線 (平行 ) ナ デ 黒褐色 スス コゲ 黒斑 E

沈線 (平行 ) ナデ 黒褐色 コゲ ]

LR→沈線 (平行 山形)一磨消 ナ デ 橙色 Ⅱ

ススにより不明 指ナデ 赤褐色 接合部明瞭、スス Ⅱ

LR→ 沈線 (匹 字文 ?)→円形貼付文 ナ デ 明黄褐色 B

キザ ミ/LR→沈線 (平行 波状 ) ナ デ 橙 色 赤色顔料 ]

摩耗により不明 ナデ 網代反 赤褐色 Ⅱ

RL→沈線→交互刺突 ナデ 橙色 ]

原体側面圧痕/単軸絡条体 1類R→沈線→磨消

交互刺突
ナデ にぶい橙色 Ⅱ

キザ ミ/単軸絡条体 1類R→沈線→磨消 交互刺

突
ナ デ にぶい褐色 Ⅱ

ケズリ? にぶい黄橙色 Ⅱ

Ⅶ 調査のまとめ
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第11表 土器観察表 (4)

戯
沌

種 別 器種 分類 残存部位
出土

エ リア
出土地点 層  位

計測値 (cm) 残存率 (%)

器 高 回径 底 径 厚 さ 回縁 底部

弥生土器 議 Ⅱ C 口縁部 ④ T9 Ⅲ層下位 [250] (960) 0

152 縄文土器 深鉢 日～胴 ①
T9

VDlh

皿層下位

Ⅲ層
[19,20] (2400) 0 60 0

153 土師器 甕 底 部 ① ⅢB7h I層 [3_側 ] (1120) 0

1馘 土師器 甕 底部 ① lll C 3 f Ⅲ層 [220] 0 100

土RT器 奏 底部 ① ⅢC3 4f 皿層 [245] (880) 0

土師器 甕 口縁部 ① ⅢC3g Ⅲ層 [680] 5 0

土師器 甕 底部 ① ⅢC3g Ⅲ層 [410] (1020) 0 20

土師器 鉢 底部付近 ① ⅢC4c Ⅲ層 [390] 0 5

159 土師器 孫 日縁部 ① IC4eベ ル ト東 Ⅲ層 [290] 0.50 5 0

160 土師器 甕 Ⅲ 底部 ① ⅡC4eベ ル ト東 Ⅱ層 [280] (980) 0

土師器 奏 口縁都 ① ⅢC5c Ⅲ層 [715] 0 70 5 0

162 土師器 郭 日縁部 ① ⅢC4e Ⅳ層 [330] 5 0

163 土師器 斐 ? Ⅲ 底部 ① ⅢC5e Ⅲ層 [310] (860) 0 20

164 土師器 係 底部 ① ⅢC6b Ⅱ層下位 [180] (600) 0

土師器 賢 Ⅱ 底部 ① ⅢC6d Ⅱ層 [250] (980) 0 20

土師器 奏 Ⅲ 底部 ① IC7b Ⅲ層 [245] (800) 0 20

土師器 不 Ⅲ 底 部 ① Ⅲ Ca区 Ⅱ層 上面 [170] (560) 0.35 0 20

土師器 高台不 Ⅲ 底部 ① ⅢC4 Ⅱ層上位 [120] (680) 0,70 0 0

須恵器 広日壷 Ⅳ 口縁部 ① IC5c I層 [205] 5 0

li0 土師器 甕 胴～底 ③ ⅣE3 4e Ⅳ層 [750] 0 100

土 師器 甕 Ⅲ 日縁部 ④ ⅣC7h i Ⅱ層 [710] 5 0

172 土師器 甕 Ⅱ 底部 ① ⅣC8f Ⅱ層 [230] (880) 0 15

173 土師器 変 Ⅲ 日縁部 ① ⅣC8F g E層 [580] (1800) 20 0

174 土師器 箋 Ⅲ 底部 ④
ⅣC9 10j

ⅣD10e
Ⅱ層 [390] 1120 0 50

土師器 霙 Ⅱ 口縁部 ④

ⅣC8h
ⅣD10f

ⅣC 8i

ⅣD9e

Ⅱ層

Ⅱ層下位

Ⅱ層

[730] (2300) 0

176 土師器 箋 Ⅲ 底都 ④ ⅣD8 9f Ⅱ層 [165] (980) 0 30

土師器 霊 皿 日縁部 ④ ⅣD8 91 Ⅱ層 [5511] 5 0

178 土師器 霊 Ⅲ 底部 ① ⅣC10と Ⅱ層 [190] (980) 0.紹Э 0

179 土師器 養 Ⅲ 口縁部 ①
ⅣD9d e
ⅣD8c d

Ⅲ層

Ⅱ層
[910] 5 0

180 土師器 甕 Ⅲ 日縁部 ④ ⅣD 9f Ⅱ層 下位 [115] 5 0

土師器 杯 コ 底部 ④ ⅣD9 101 Ⅱ層 [140] (560) 0

182 土師器 甕 Ⅲ 底部 ④

ⅣD9d
ⅣD10e f

ⅣD8 9f

Ⅲ層

Ⅱ層下位

Ⅱ層

[530] 0

183 土師器 甕 ll 底部 ④

ⅣD10至

ⅣD8e
ⅣD10e

Ⅱ層下位

Ⅱ層

Ⅱ層上面

[2Ю ] 7「D0 0

184 土師器 杯 ll 底部 ①

ⅣD10g

ⅣD9 10g
ⅣD10と

層

　

層

Ｉ
　
　
Ⅱ

[150] (660) 040 0

土師器 奏 ] 底部 ④
VDle
ⅣD10d

Ⅲa層

Ⅲ層
[200] 0

186 土師器 奏 ] 日縁部 ④ VDlf Ⅱ層 [750] 0紹Э 5 0

187 土師器 甕 Ⅲ 底部 ④ T9 Ⅱ層下位 [480] 6 00 050 0

188 須恵器 広口壼 Ⅳ 日縁部 ④ ⅣC7i j Ⅱ層 [180] (1760) 0「o0 0

189 須恵器 広口壷 Ⅳ 日縁部 ④ ⅣC9i Ⅱ層 [245] (1960) 0

190 須恵器 長頸瓶 Ⅳ 頸部 ④
ⅣC9h
ⅣC9 10j

Ⅲa層

Ⅲ層
[660] 0 0

須恵器 長頸瓶 Ⅳ 顕部 ④ ⅣC9i Ⅱ層 [490] 0「o0 0 0

192 須恵器 長顕瓶 Ⅳ 胴部 ④

ⅣC10j

VClj
ⅣC10i j

層

　

層

Ⅲ
　
　
Ⅱ

[810〕 0 0

193 須恵器 長頸瓶 Ⅳ 頸部 ① ⅣC101 皿層 [180] 0 0

194 須恵器 広口壷 Ⅳ 日縁部 ④ ⅣD9e Ⅲa層 [2.50] 5 0

須恵器 広日壷 Ⅳ 胴 ～底 ④ ⅣD10f I層下位 [7.60] (1200) 0

須恵器 瓶 類 Ⅳ 底 部 ④
VDlc
ⅣD10a

Ⅲa層

こ層
[570] (1000) 0
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器面調整 施文 (○/○は日縁端都/口縁部以下 )

外面色調 備  考
跡

属

遺

帰 剛
沌

翻
�外  面 内 面 底  部

キザ ミ/LR→沈線区画→磨消 ナ デ 栓色 48 45

RL→沈線区画→磨消 ナ デ にぶい赤褐色

ヘラナデ ヘラナデ 木葉痕 浅黄橙色

ヘラナデ ナ デ 木葉痕 黒褐色 48 46

ケズリ ヘラナデ 木葉痕→ケズ リ ? 灰褐色 底部内面摩耗 48 46

ケズリ ヘラナデ 浅黄橙色 157と 同一個体、白斑 48

ケズリ ヘラナデ 木葉痕 浅黄橙色 156と 同一個体 46

ケズリ ミガキ 黒色処理 褐灰色 49

ミガキ 黒色処理 ミガキ 黒色処理 黒色 49

ケズリ ヘラナデ 本葉痕 にぶい橙色

ハケ→ヘラナデ ハ ケ 橙色 コ ゲ

ミガキ・黒色処理 ミガキ 黒色処理 黒 色 剥落 摩耗により調整不明瞭

剥落により不明 ヘラナデ 回転 糸切痕 明赤褐色

ミガキ 黒色処理 ミガキ 黒色処理 回転糸切痕 黒色

ケズリ 指ナデ ヘラナデ 木棄痕 褐灰色 底部外面摩耗

ヘラナデ ヘラナデ ケズリ? 灰白色 内外面 とも摩耗

回転ナデ ミガキ 黒色処理 回転糸切痕 にぶい黄橙色

回転ナデ ミガキ 黒色処理 再調整 ? にぶい黄橙色 接合部残存

回転ナデ 回転 ナデ 暗赤褐色

ヘラナデーケズリ ハケ ヘラナデ 木葉痕 灰褐色

ハ ケ ハケ? 灰黄褐色 内面摩耗

摩耗により不明 ナデ? 木葉痕 にぶい黄橙色 コ

ケズリ? 摩耗により不明 灰掲色 ]

ケズリ→ナデ ハ ケ 木葉痕 灰褐色 ]

ケヽ ハ ケ 橙色 摩耗により調整不明瞭 ]

磨耗により不明 ナ デ 木葉痕 明褐灰色 E

ケズリ ヘラナデ 褐灰色 Ⅱ

ケズリ ナデ? ケズ リまたは摩耗 にぶ い橙色 ]

ヘラナデ 弱 いハケ にぶ い褐色 コ 50

回転ナデ 回転 ナデ 灰白色 B 50

回転 ナデ ミガキ 黒色処理 回転糸切痕 橙色 Ⅱ 50

ヘラナデ ハ ケ ナデかケズリ 掲仄色 変形著 しく底面楕円形 Ⅱ 50

ケズリ ナ デ 磨耗 により不明 褐灰色 Ⅱ 50 47

回転ナデ ミガキ 黒色処理 回転糸切痕 暗灰色 Ⅱ 511

ハ ケ ナ デ 木葉痕×2 にぶい責橙色 Ⅱ

ケズリ→ナデ ハ ケ 橙色 コ ゲ こ

強いヘラナデ 強いヘラナデ ケズリ にぶい橙色 Ⅱ

回転ナデ 回転 ナデ 掲灰色 Ⅱ

回転 ナデ 回転ナデ 暗灰色 Ⅱ

回転 ナデ 回転ナデ 灰 白色
自然釉付着、円盤閉塞技法、頭部

凸帯
Ⅱ

回転ナデ 回転ナデ 掲灰色 自然釉付着 Ⅱ 50

敲 き→回転ナデ 回転 ナデ 褐灰色 自然釉付着 Ⅱ 50

回転ナデ 回転ナデ 灰 白色 自然釉付着、頸都凸帯 Ⅱ

回転ナデ 回転 ナデ 黒褐色 自然釉付着 Ⅱ

ケズリ 回転ナデ 不 明 灰色 底部端摩耗 Ⅱ

敲 き一回転ヘラケズ リ ヘラナデ 高台貼付→ナデ 灰色 Ⅱ

Ⅶ 調査のまとめ
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第12表 石器・石製品観察表

臓
乱

器種 分 類
出土

エ リア
出土地点 層  位

計測値 (cm)
三量 (g) 材質 備  考

跡

属

遺

帰 剛
血

劉
ｈ長 さ 幅 厚 さ

石鏃 I ② 沢跡B Ⅱ層下位 0 30 088 買岩 北上山地

198 石 鏃 I ② ⅣD2g Ⅳ層 0 30 0 77 頁岩 北上 出地

石 鏃 I ① ⅡC5h Ⅳ層 2 75 頁岩 北上山地

石鏃 Ⅱ ① ⅣD10g Ⅱ層 2 35 Ю 1 40 買岩 北上山地

石 鏃 皿 ① IC4eベル ト東 Ⅲ層 050 頁岩 北上山地

202 石 鏃 Ⅲ ① ⅢC7c Ⅳ層直上 [320] 1 73 買岩 北上山地 先端欠損

203 石 鏃 Ⅲ ④ T8 皿層 4 15 0 35 買岩 北上山地 アスファル ト付着か

204 石鏃 ll ① ⅢC8b Ⅳ層下位 買岩 北上山地 I

石 鏃 ll ① ⅡC5e 皿層 「00 1 92 頁岩 北上山地 基部 にアスフアル ト付着 I

206 石 鏃 Ш ③ ⅣE4f Ⅳ層 1 32 買岩 北上山地 基部にアスフアル ト付着

石 鏃 Ⅳ ① IC7e Ⅳ層直上 1 10 0 55 買岩 北上山地

208 石 匙 I ① IC7d Ⅳ層直上 8 72 頁岩 北上山地 刃部使用疾

石匙 Ⅱ ① ⅣC9j Ⅱ層下位 1 95 384 頁岩 北上山地

石 錐 ① ⅢC6c Ⅱ層 3 75 40 買岩 北上山地

磨製石斧 ③ 基本層序C V層 [710] 5 90 20162 砂岩 北上山地

層 製石斧 ④ ⅣC10j Ⅱ層 [6Ю ] 4 40 2 30 102 28 蛇紋岩 早池峰山周辺

磨製石斧 ① ⅡB7j Ⅲ層 [930] 280 211 22 閃緑岩 北上山地

磨製石斧 ④ VCl, Ⅲ層下位 [1020] [420] 370 278 00 蛇紋岩 早池峰山周辺 未製品

磨製石斧 ① 3号陥 し穴状遺構 1層 [375] 2 05 38 75 閃緑岩 北上山地

磨製石斧 ③ ⅣE5f Ⅳ層 [545] 3 50 6479 細粒花両閃緑岩 北上

山地
未製品 I

磨製石斧 ① 1号土坑 堆積土中～下位 [560] 2 35 76 22 デ イサ イ ト 北上 山地 研磨途中の未製品か I

磨梨石斧 ② VDll Ⅲ層 [735] [4Ю] [330] 147 20 蛇紋岩 早池峰山周辺 未製品 Ⅱ

磨製石斧 ② VDl五 Ⅲ層 [820] 4 00 47 60 蛇紋岩 早池峰山周辺 未製品 Ⅱ

磨製石斧 ② VD2c Ⅲ層 [855] 2 80 200 99 蛇紋岩 早池峰山周辺 未製品 Ⅱ

磨製石斧 ④ ⅣD10c Ⅲ層 10 25 155 67 砂岩 北上山地 未製品か Ⅱ 49

石 錘 ① 1号陥 し穴状遺構 堆積土上位 9 20 7 60 2 90 26250 はんれい岩 北上 山地 I 49

223 礫石器 ① VDlc 皿a層 [520] 3 60 87 40 デイサイ ト 白浜 黒色付着物 【

224 礫石器 ① ⅣC7h i Ⅱ層 14 95 5 90 896 60 デ イサ イ ト 北上 山地 黒色付着物 Ⅱ

225 礫石器 ④ T5 Ⅲb層 15 20 5 80 940 10 デイサイ ト 北上山地 [

226 礫石器 ④ ⅣD9d Ⅱ層 14 80 11 60 4 45 299 7( 火道角礫岩 花原市 Ⅱ

227 礫石器 ④ ⅣD9e Ⅱ層 960 8 05 4 90 567 10 安山岩 北上山地 使用痕弱、黒色付着物 Ⅱ

礫石器 I ④
ⅣD10f

ⅣD10e

Ⅱ層

I層
15 60 1350 327 8( 花尚斑岩 北上山地 黒色付着物 Ⅱ

礫石器 I ④ ⅣD 9f Ⅱ層下位 3 90 248 20 安山岩 北上山地 黒色付着物 49

礫石器 I ① 1号竪穴住居 9層 10 65 8 90 6 50 8823Э 安山岩 北上山地 黒色付着物 49

礫石器 I ① 1号竪穴住居 射床 102 00 安山岩 北上山地 使用痕弱 49

232 礫石器 I ① ⅡC5e Ⅱ層 [310] [330] 3 55 46 90 砂岩 北上山地 黒色付着物

233 礫石器 Ⅱ ④ ⅣC9j Ⅲ層 [970] 3 70 331 60 デイサイ ト 北上 山地 49

234 礫石器 ④ ⅣC10i lll層 [860] 酔5 40 安山岩 北上山地 馘

礫石器 Ⅳ ③ ⅣE3f Ⅳ層 1680] 1250 7 90 ,931 0( デイサイ ト 北上山地 F。4 50

236 礫石器 Ⅳ ② ⅡD9g h Ⅱa層 [940] [875] [560] 871 00 花筒閃緑岩 北上山地 醜 50

237 礫石器 Ⅳ ③ ⅣE3e 皿層下位 [850] [1120 109 4( 花尚閃緑岩 北上山地 54 50

礫石器 Ⅳ ④ ⅣD10a Ⅱ層 [2.95] [380] [260] 47 10 砂岩 北上山地 凹石か 弘 50

砥 石 ④ 基本層序E Ⅲa層 1580] [1040 6 30 1491( 流紋岩 北上山地 54 50

240 砥石 ① EIC 4 e Ⅲ層 [335] [695] 270 88 17 流紋岩 北上山地 54 50

241 砥 石 ① 2号竪穴住居 煙道前焼土中 [780] [8 20] 33Э 349 30 流紋岩 北上山地 黒色付着物
FD4

不明 ② ⅣDli j [c層 [6 CC] [455] [280] 20 00 軽石 十和田湖か 用途不明 馘 50

勾 I ④ ⅣD10d Ⅱ層 [380] 2 00 1 10 10 23 頁岩 晩期か、端部欠損 妥 50

第14表 銭貨観察表

掲載
No

銭種
出土

エ リア
出土地点 層 位

計測値 (cm)
重 (g) 材質 備  考

遺跡
帰属

助
�

翻
ｈ銭径 穿径 厚 さ

政和通賓 ③ ⅣE3e Ⅱb層 2.40 0.60 0.15 2 90 青銅 北宋銭 初鋳年11■年

五 銭 ③ ⅣE5e 携乱 1 70 0.35 0.20 錫 か 五銭錫貨か
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第13表 金属製品観察表

掲載
No

器種
出土

エ リア
出土地点 層  位

計損I値 (Cm)
備  考

跡
属

遺
帰 醜

血
写図
No.

長 さ 幅 厚 さ

244 鉄鐸 ④ ⅣD91 Ⅱ層 [4.9飼 菫径2.3(

鉄 鏃 ④ ⅣD91 Ⅱ層 [6.30] (3.20 ]

環状鉄製品 ② 1号炭窯 Q3 堆積土中位 (1.60 I

環状鉄製品 ③ ⅣE3h Ⅱb層 [430] (2.60) 石突か ]

248 板状鉄製品 ① ⅢC5e Ⅲ層 [5,10] 一部欠損 I

皿状鉄製品 ② ⅣD2h Ⅱa層 高さ230 [7.60] I

不明鉄製品 ④ ⅣD10e Ⅱ層 2.90] [140] Ⅱ

棒状鉄製品 T21 埋め戻 し土中 5.50] 九軸 Ⅱ

252 藝 ① ⅢC5b Ⅲ層 5.0硼 3.50 1,40 先端部欠損 I

253 角釘 ④ 1号鉄生産関連炉 ベルト西 1層 3.∞ ] 基部のみ Ⅱ

角釘 ① l号竪穴住居 床面直上 [8.0飼 I

角釘 ① ⅢC4g Ⅲ層上位 [7.8倒 脚先欠損 I

角 釘 ② ⅣC2f Ⅱ層 [330] 頭・脚先欠損 I

257 角 釘 ② ⅣD2i I層 [3.60] 頭・脚先欠損 I

258 角釘 ③ ⅣE4h Ⅱa層 [710] 基部のみ Ⅱ

角釘 ④ ⅣC5i Ⅱ層 [4.30] 先端部欠損・折頭釘 Ⅱ

角釘 ④ ⅣD区道路上斜面 I層 2.80] 脚先欠損 舟釘 Ⅱ

角釘 ① ⅢD8d I層 19倒 1 40 頭・脚先欠損・舟釘 I

262 釘 ④ ⅣD2a I層 83飼 断面円形・平丸頭釘 Ⅱ

Ⅶ 調査のまとめ

( )は推定値、[ ]は残存値を示す

第 15表 羽口観察表

掲載
No

器種
出土

エリア
出土地点 層  位

計測値 (cm)
備  考

跡
属

遺
帰

阻
ｈ

翻
ｈ長 さ タト准そ 内径

羽 口 ① l号竪穴住居 床面直上 [■ .10] 5.80 先端部外面に鉄津付着

羽 口 ① 2号土坑 堆積土中～下位 [3.00] (9.40 (3.50) 輪積・指圧痕

267 羽 口 ① 皿C3f Ⅲ層 [5,90] (7.lXl (2.60) 先端部に溝

268 羽 口 ① 皿C5d Ⅲ層 [320] (5.40 (3.40) 薄手

羽 口 ① ⅢC5e Ⅲ層 14.20] 920
羽 口 ① 皿C6b Ⅲ層 14 10] (10.00) (4.40)

羽 口 ③ ⅣE2d Ⅱ層 16.20] (8.00) (2.60)

272 羽 口 ③ ⅣE3d Ⅱ層

`40]

(8.60

273 羽 口 ④ ⅣC7c・ d Ⅱ層 4.50] (1020 (4.00) 輪積

274 羽 口 ④ ⅣD8～ 10e f Ⅱ層 760] (8.20 (3.20) 先端部内側に鉄津付着

275 羽 口 ④ ⅣC 8f Ⅱ層 14.30] (8.00 (5.00) 輪積

276 羽 口 ④ ⅣD9e Ⅱ層 500] (8.10 (2.Ю ) 先端部内側に鉄津付着

277 羽 口 ④ ⅣD9e Ⅱ層 8.30] (8 60 (2.60) 分析資料

278 羽 口 ④ ⅣD10e Ⅱ層下位

`.80]

(7.00 (2.40)

279 羽 口 ④ ⅣD10e Ⅱ層 7.00] (740) (2.60)

280 羽 口 ④ ⅣD10f Ⅱ層 B.20] (8.10) (2.80)

281 羽 口 ④ ⅣD10f Ⅱ層 5,90] (7.40) (3.20) 先端部に溝 5

282 羽 口 ④ ⅣD10g Ⅱ層 6.90] (740) (3.00) 5

283 羽 口 ④ ⅣD10f Ⅱ層 B.40] 8.30 2.80 5

284 羽 口 ④ ⅣD10f 騒層 [10.30] 先端部内側に鉄津付着 5

羽 口 ① 皿B7j Ⅱ層 [3.30] (11.20) (3.20) I

羽 口 ① ⅢC3e Ⅲ層 4.10] (6 80) I

羽 口 ① ⅢC3g Ⅲ層 3.9倒 (7.20) I

羽 口 ④ ⅣD10e Ⅱ層 6.50] (7 40) (2.40)

羽 口 ④ ⅣD10e Ⅱ層 6.00] 傷,60 (2.40) 先端部内側に鉄津付着

羽 口 ④ ⅣD10f Ⅱ層 5.30] (6 00) (4.00) 先端部内側に鉄淳付着

( )は推定値、[ ]1ま残存値を示す
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第16表 支脚観察表

撤
ｈ

器種
出土

エ リア
出土地点 層   位

計測値 (cm)
調   整

跡
属

遺
帰

醜
詭

翻
ｈ器高 外径 内径

285 支脚 ① 号竪穴住居 カマ ド前 床面直上 [ll.00] 10 70 2 60 横ナデ・輪積痕 5

286 支脚 ① 号竪穴住居 Qユ 床面直上 [690] (5.60) ヘラナデ・ナデ 5

支脚 ① 号竪穴住居 Pit 2 堆積土中 [4 30] (10.80) (6 00) 指圧痕 58 5

支脚 ① 号竪穴住居 南ベル ト 9層 [5,00] (7.50) (2 80) ナデ・輪積痕 5

支 脚 ① 号竪穴住居 東ベル ト 4層 [8.00] (8.60) (3 40) ナデ・輪積痕 58 5

支脚 ① 号竪穴住居 東ベルト 4層 [3.3飼 ナ デ 5

支 脚 ① 号竪穴住居 床面直上 [2.40] 1.30 横ナデ 5

支脚 ① 号竪穴住居 堆積土上～中位 [6.20] (10,00) 輪積痕

支 脚 ① 号竪穴住居 堆積土上～中位 [440] (10.00) (3.40) 輪積痕

支脚 ① ⅢA7・ 8j Ⅲ層 [420] (7.20) 律.60 底部に指圧痕

支 脚 ④ VDla 皿a層 [320] (8 80) 0.80 横ナデ

296 支脚 ④ VDla Ⅲa層 [320] (8 80) 0.80 横ナデ 磁

支脚 ① l号竪穴住居 床面直上 [340] (13.00) (6.00) I

( )は推定値、[ ]は残存値を示す

第 17表 製塩土器観察表

※全て残存部位の計測値
※整形 調整欄の (棒 )は棒状工具の使用痕が残るもの

第18表 土製品 (そ の他)観察表

掲載
No

器種
出土

エリア
出土地点 層  位

計測値 (cm) 整形・調整 面
調

外
色

遺跡
帰属

醜
沌

翻
ｈ長 さ 幅 厚 さ 外面 内面

297 製塩土器 ④ 5号陥し穴状遺構 2層 3.05 2.80 1.00 横ナデ 横ナデ 橙色

製塩土器 ① 1号竪穴住居 Pit 2 堆積土 3.70 3.50 1.60 横ナデ 横ナデ 橙色 I

製塩土器 ① 1号竪穴住居 床面直上 4 20 4酌 1.80 横ナデ (棒 ) 橙色 I

製塩土器 ① 1号竪穴住居 南ベル ト 床面直上 4 90 6 60 1.00 横ナデ 横ナデ 橙色 I

製塩土器 ④ 2号竪穴住居 南側床面 3 00 3.20 1.80 横ナデ 横ナデ 橙 色 諺

製塩土器 ④ 2号竪穴住居 南側床面 3 50 4.60 1.40 横ナデ 横ナデ 橙色 52

製塩土器 ④ 2号竪穴住居 ベル ト付近 1層 4.25 2.80 1.30 横ナデ 横ナデ 橙色 52

304 製塩土器 ① 皿C4f Ⅲ層下位 6.05 5.40 2.00 縦ナデ (棒 ) 横ナデ 橙 色

製塩土器 ① 1号竪穴住居 堆積土上～下位 3.50 4.40 1.50 横ナデ 横ナデ 橙色

製塩土器 ① ⅢC3e Ⅲ層 3 40 3.50 1.50 横ナデ 横ナデ 橙 色

307 製塩土器 ① 1号竪穴住居 堆積土中位 3 70 6.60 1 40 横ナデ 橙色

308 製塩土器 ① 沢跡A 遺物集中区 1 3 40 3 60 1 40 横 ナデ 横ナデ 橙 色

309 製塩土器 ① ⅢC7d Ⅳ層直上 3.00 3 80 縦ナデ 横ナデ 橙色

310 製塩土器 ① ⅢC6b Ⅲ層 3.20 4.50 横ナデ 横ナデ 橙色

製塩土器 ① ⅢC4f Ⅲ層下位 4.60 4.00 横ナデ 横ナデ 橙色

312 製塩土器 ① l号竪穴住居 堆積土中位 3 20 4 70 横ナデ (棒 ) 横ナデ 橙色

製塩土器 ① ⅢC4f Ⅲ層 3.50 2 80 横ナデ (棒 ) 横ナデ 橙色

製塩土器 ① ⅢC41 Ⅲ層 3.20 3 80 横ナデ 橙 色

製塩土器 ① ⅢC5e Ⅲ層 3.10 5.10 横ナデ 横ナデ 橙色

製塩土器 ① ⅢC6b Ⅲ層 3.60 4.40 横ナデ 橙色

製塩土器 ① 試掘Tl 埋め戻 し土 2.50 4.10 1,70 横ナデ 橙 色 磁

轍
ｈ

器種
出土
エリア

出土地点 層位
計測値 (CIl)

備  考
跡
属

遺
帰

醜
ｈ

翻
沌長 さ 幅 厚 さ

318 小 玉 ④ ⅣD10e Ⅱ層 1.00 1.01g

土器片円盤 ① 皿C6b 皿層 4.70 5,00 0.60 縄文土器転用、1706g I 52

棒状 ④ VDlh □層 [3.90] 3.00 2 05 外面剥落、色調橙色 52
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第19表 陶磁器観察表

轍
Ｍ

種別 器 種
存

位
残

都
出土

エ リア
出土地点 層  位

装   飾
産地 年代 備  考

跡
属

遺
帰

醐
恥

翻
沌釉 薬 絵付 文様

青磁 碗 底 都 ① ⅣC6h Ⅱ層 青磁釉 龍泉窯 器高 (31)cm、 底径 (64)cm Ⅱ

陶 器 腰鈴 口～体 ② 沢跡 B直上 I層 鉄釉 仄釉流 し掛け 瀬戸 連房 9 10小 期 器高 (47)cm、 日径 (94)cm I

陶 器 層鉢 体苦【 ① Tll I層 鉄釉 瀬戸 連房式登窯期 Ⅱ

陶 器 穏 鉢 体言L ① ⅣD2a I層 鉄釉 瀬戸 連房式登窯期 Ⅱ

陶 器 腰錆 体 部 ② ⅣD区 I層 鉄釉 灰釉流 し半μナ 瀬戸 連房 8～ 10小期 写真掲載 I

326 陶 器 腰鋳 体部 ② ⅣDli j I層最下位 鉄釉 灰/4流 し掛け 瀬戸 連房 8～ 10小期 写真掲載 I

327 陶 器 碗 口縁部 ② ⅣD2a I層 仄 釉 大堀相馬 写真掲載 Ⅱ

328 磁 器 碗 体部 ① ⅢC区 I層 透明釉 二重網 目文 瀬戸 連房 9小期以降 写真掲載 I

329 磁 器 碗 口縁部 ② ⅣDli j I層最下位 透明釉 海浜風景文 瀬戸 連房 9小期以降 写真掲載 I

330 磁器 碗 体部 ② ⅣD2a I層 透明釉 海浜風景文 肥前 大橋 期 写真掲載 Ⅱ

“

Ⅶ 調査のまとめ

第20表 煉瓦観察表

掲載
No

器種
出土

エ リア
出土地点 層位

計測値 (CIl)

製造者 備  考
跡
属

遺
帰

醐
ｈ

劉
沌長 さ 幅 厚 さ

煉 瓦 ④ 2号炭窯 排煙部 22.40 10.80 美濃窯業社 完形 Ⅱ

332 煉 瓦 ④ 2号炭窯 排煙部 22.50 11.00 美濃窯業社 ? コールタール付着 Ⅱ

煉瓦 ④ 2号炭窯 排煙部 [13.9倒 10.60 6.20 美濃窯業社 Ⅱ

煉瓦 ④ 2号炭窯 排煙言Б [11.10] 11.00 美濃窯業社 ? コールタール付着 Ⅱ

第21表 炉壁観察表

掲載
No

出土
エ リア

出土地点 層位 溶着津 混入物 ヨ量 (g) 備  考
跡
属

遺
帰

勘
ｈ

翻
ｈ

④ ⅣD10e Ⅱ層 有

スサ
粒径 1～ 5 Hlllの 長石等を含む砂粒
(風化花筒岩由来か)

524 0

6.3cm以 上の厚み
木炭付着
表面ガラス化

④ ⅣD10e Ⅱ層 41

スサ
粒径 1～ 3 Hlxの 長石等を含む砂粒
(風化花尚岩由来か)

2 3cll以上の厚み
砂鉄付着

337 ④ ⅣD9f Ⅱ層 鉦
粒径 1～ 2 Hulの 長石等を含む砂粒
(風化花商岩由来か)

2,7cll以上の厚み
湾曲気味
構築時若しくは使用時の癖跡

53

④ 1号鉄生産関連炉 5層 有

スサ
粒径 1～ 5111111の 長石等を含む砂粒
(風化花南岩由来か)

3654 4
4.6cll以上の厚み
湾曲気味

53

第22表 鉄素材・鉄滓観察表

掲載
No

出土
エ リア

出土地点 層  位 種  類 ヨ量 (g 備  考
跡
属

遺
帰 阻

乱
写図
No

② ⅢD9・ 10j Ⅱb層 銑鉄 割欠き痕跡 I

340 ③ ⅣE区 Ⅲ層下位 銑鉄 98 7 鉄津付着

341 ④ 1号鉄生産関連炉南ベルト 1層 鉄塊系遺物 1 713 酵

342 ③ ⅣE2d Ⅲ層 鉄塊系遺物 2 I・ ] 酵

343 ④ ⅣD10e Ⅱ層 鉄塊系遺物 3 酵

④ ⅣD10e Ⅱ層 含鉄鉄津 l M

④ ⅣD9e Ⅱ層 含鉄鉄淳 2 木炭付着・塊状 54

346 ④ l号鉄生産関連炉ベルト中央 2層 含鉄鉄津 2′ 木炭付着・剥片状 54

347 ④ Ⅳ D10王 Ⅱ層 含鉄鉄津 3 44.5 54

① 皿C4e Ⅲ層 含鉄鉄津 4 180.5 炉底津 1の形状・小害」痕跡 舅

349 ③ ⅣE3e Ⅲ層 含鉄鉄津 4 408.8 炉底淳 4の形状・小害」痕跡

① ⅢC4f Ⅲ層下位 含鉄鉄淳 5 231.8 底部に炉壁もしくは炉底が付着 I 引

⑥ ⅣE3e Ⅲ層 炉内津 30.2 卜割痕跡 詔

④ ⅣD10a こ層 炉底淳 ユ 161.5 M

353 ④ 1号鉄生産関連炉ベルト中央鉄津 5層 炉底津 4 287 9 M

354 ④ ⅣD9e Ⅱ層 流状津 ユ 砂粒と溶解した炉壁 ?が付着 馳

④ 4号炭窯 1区 1層 流状津 2 330.1 望

356 ④ 1号鉄生産関連炉 底面敷設鉄津 流状淳 3 3169.8
炉底へ転用された際に上面 (鉄淳
形成時の底面)が溶解する

M

357 ④ VDld Ⅱ層 流状津 3 2053.9 望
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第23表 胎土分析試料一覧

謝
ｈ

出土地点 層  位 出土エリア 遺跡帰属 種別 器種 分類 備  考

I ⅢC4g Ⅳ層 ① I 縄文土器 深鉢 IC

2 ⅢC8b Ⅳ層下位 ① I 縄文土器 深鉢 IB

3 VDlg Ⅲ層 ④ Ⅱ 弥生土器 奏 ID

4 ⅣD9d Ⅲ層 ① Ⅱ 弥生土器 甕 ⅡC

5 ⅣD9f Ⅲ層 ④ Ⅱ 弥生土器 奏 ⅡC

6 ⅣD10f Ⅲ層 ④ Ⅱ 弥生土器 奏 ⅡC

7 ⅣD10g Ⅲ層 ④ Ⅱ 弥生土器 奏 ⅡC

8 2号竪穴住居 焼土中 ④ Ⅱ 土師器 奏 Ⅲ

9 2号竪穴住居 貼床 ④ Ⅱ 製塩土器 土師器甕として分析

1号炭窯 堆積土中～下位 ④ Ⅱ 土師器 杯 Ⅲ

3号性格不明遺構 サンプル① ② I・ Ⅱ 土層資料

3号性格不明遺構 底面サンプル② ② I・ Ⅱ 土層資料

2号土坑 堆積土中～下位 ① I 土製品 羽 口

ⅢC4f Ⅲ層 ① I 土製品 羽 口

ⅣD10f Ⅱ層 ④ Ⅱ 土製品 羽 口

ⅣE3e Ⅱb層 ③ Ⅱ 土製品 羽 口
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カラー写真図版  1

遺跡違景

平成20年度調査区全景 (北 から)

-171-



カラー写真図版  2

1号鉄生産関連炉 (東から)

i‐ 鼻

金浜 I遺跡出土土器
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V・ VD区調査前現況 (北東から) ⅡB・ C区調査前現況 (東 から)

VC・ D区調査前現況 (南東から) VE区調査前現況 (南西から)

VD・ E区調査前現況 (西 から)

ⅢD区調査前現況 (南から)                基本層序A(南から)

写真図版 1 調査前現況、基本層序 (1)
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基本層序 B(東から) 基本層序 C(南から)

基本層序 D(北東から) 基本層序 E(北東から)
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写真図版 2 基本層序 (2)



メインベルトA① (東から)

メインベルトA③ (東から)

メインベル トA② (東 から)

メインベルトA④ (東 から)

纂．　才一恥緯 粋 1覇干
,ヽ1,ヽ ||イlrlを■、

メインベルトA⑦

沢跡 A To―Cu検出 (南 から) 沢跡 A全景 (東 から)

写真図版 3 メインベル トA、 沢跡A
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・
 ・ i l.  ・    ― |'

メインベルトB① (東 から)

T8完掘 (南から)

写真図版 4

T9完掘 (南西から)

メインベル トB、 沢跡 B、 トレンチ (1)

沢跡 B検出 (北東から)

メインベルトB② (東から)

T2完 i屈 (南 から)

T4完掘 (南から) T6完掘 (南から)
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T¬ 完掘 (南から) T13完掘 (南東から)

ユF!越杉釜4葬∴症■:,華子

T16完掘 (南東から) T17完掘 (北東から)

T19完掘 (南東から) T22完掘 (北西から)

tll=
(■ |

・
11:||,.|!||

亀■
撃

1号陥 し穴状遺構断面 (西から)1号陥 し穴状遺構完掘 (西 から)

写真図版 5 トレンチ (2)、 陥 し穴状遺構 (1)
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璽圃囲解 |ィ  ||■  ||■ |■  . ■|―
|■ |■ ■ヤ,

2号陥 し穴状遺構完掘 (東 から)

4号陥 し穴状遣構完掘 (北 から)

5号陥 し穴状遺構完掘 (南から)

下
・―子  ―         =

2号陥 し穴状遣構断面 (東 から)

瀑

藤

一準
≡
】
〓

5号陥 し穴状遺構断面 (北 から)
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写真図版 6 陥 し穴状遺構 (2)



完掘 (南 から)

堆積土南北断面① (西から) 堆積土南北断面② (西から)

カマ ド (南東から)堆積土東西断面 (北 から)

写真図版 7 1号 堅穴住居 (1)
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カマ ド堆積土断面 (東から) 燃焼部焼土 (東 から)

煙道断面 (南東から) S K01(南から)

Tl断面 (北西から)

羽口No.265出土状況 (北西から) 支脚No.285出土状況 (南から)

1号竪穴住居 (2)
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写真図版 8



完掘 (北から)

断面A(北から) 煙道断面 (南 から)

煙道直上遺物出土状況 (南西から) 道路部分断面 (北 から)

写真図版 9 2号 竪穴住居
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lri■
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工||●

■||,lil11

11■

=

〆 |

■ || ■|||  |'■ ||.‐  .

| |1111・

―‐||| |   |●
|

1機鏡1甚亀
|||■ ■● |́

|・ Ⅲ■1
1.4

ri 蘇

ヽ

煙出 し断面 (F衛 から)

イ
ド

―
|:,::::1皇争:
鰈
舞イエ|■

鮮4
隷11=|

力矮
浄I

堆積土断面 (南から)

炭化物層断面 (南から) 2・ 3号竪穴住居 (北 から)
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写真図版10 3号竪穴住居



一
寸

一一　

８８Ｐ

(1と から)

P86(南西から)

(南西から)

写真図版11 1号掘立柱建物

P89 作葡西から)
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完掘 (南 から)

韻 !・ i■ |―

・
!i―

断面① (東から) 断面② (東から)

モ|

競
ゞ

||=争

1・ 2・ 10層除去 (南東から)
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断面③ (南東から)

写真図版12 1号鉄生産関連炉 (1)



炉壁検出 (東から)

炉底断ち割 り (東から)

本体部 (東から)

底面敷設鉄滓Nα356(南東から)

12層焼土検出 (北から)

炉 。排滓場検出 (北 から) 1層掘 り下げ中 (南東から)

写真図版13 1号鉄生産関連炉 (2)
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完掘 (東 から)

コ嘔田閣騨閣瀑口齋
'1事=1攀

断面 (東から)

岩手沿岸北部地震による崩落状況 精査風景
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写真図版14 1号炭窯



第二次使用面 (東 から) 南北断面① (東から)

第 3層焼土検出 (西から) 南北断面② (東から)

北壁面断ち割り (南東から)第二次使用面 (東から)

第一次使用面 (東 から) 底面断ち害!り (東 から)

写真図版15 2号炭窯 (1)
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2号炭窯西壁面構築状況 (北から) 2号炭窯排煙部 (北東から)

3号炭窯完掘 (東から) 3号炭窯断面 (東から)

5号炭窯完掘 (東から) 5号炭窯検出 (東 から)

5号炭窯断面 (東から)                5号 炭窯焼土断面 (東 から)

写真図版16 2号炭窯 (2)、 3・ 5号炭窯
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郊 ∵
■|||'I

轟

完掘 (南東から)

炭化物層検出 (南東から) 断面 B(東 から)

焼± 6・ 7(南東から)

写真図版17 4号炭窯
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雑一一一

2号土坑完掘 (西から)

■ _■ |.''IIII軽
欝 帯 :

1号土坑完掘 (西から) 1号土坑断面 (西 から)

2号土坑断面 (西 から)

3号土坑完掘 (北 から)

4号土坑完掘 (北から) 4号土坑断面 (西 から)
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写真図版18 1～ 4号土坑



5号土坑完掘 (北から) 5号土坑断面 (北 から)

6号土坑断面 (西から)6号土坑完掘 (北 から)

7号土坑完掘 (北から) 7号土坑断面 (北 から)

8号土坑完掘 (北西から) 8号土坑断面 (北西から)

写真図版19 5～ 8号土坑
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9号土坑断面 (東 から)9号土坑完掘 (東 から)

10号土坑完掘 (東から)

11号土坑完掘 (北から)

10号土坑断面 (東から)

11号土坑断面 (北 から)

12号土坑完掘 (南 から) 12号土坑断面 (南から)
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写真図版20 9～ 12号土坑



13号土坑完掘 (南 から)

14号土坑完掘 (南から)

13号上坑断面 (南 から)

14号土坑断面 (西 から)

15号土坑完掘 (東から) 15号土坑断面 (東 から)

16号土坑完掘 (東から) 16号土坑断面 (東 から)

写真図版21 13～ 16号土坑
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17号土坑断面 (北 から)

18号土坑完掘 (西から)

■●II■■●■●rii
18号土坑断面 (西 から)

19号土坑完掘 (南 東から)
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20号土坑完掘 (西から)

写真図版22 17～20号土坑



21号土坑完掘 (西から) 21号土坑断面 (西 から)

22号土坑完掘 (西から) 22号土坑断面 (西から)

23号土坑断面 (西 から)

24号土坑断面 (南から)

23号土坑完掘 (西から)

24号土坑完掘 (南から)

写真図版23 21～24号土坑
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26号土坑断面 (西 から)

27号土坑断面 (北西から)
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28号土坑完掘 (北西から)

写真図版24 25～28号土坑

28号土坑断面 (北西から)



29号土坑完掘 (北西から) 29号土坑断面 (北西から)

30号土坑完掘 (北西から) 30号土坑断面 (北西から)

31号土坑完掘 (西 から) 31号土坑断面 (西 から)

32号土坑完掘 (西 から) 32号土坑断面 (西から)

写真図版25 29～32号土坑
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33号土坑完掘 (南から)
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34号土坑完掘 (南から)

35号土坑完掘 (北西から)
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33号土坑断面 (南 から)
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34号土坑断面 (南 から)
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35号土坑断面 (北西から)

=| |.: 1 , |:、

36号土坑断面 (北西から)36号土坑完掘 (北西から)
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写真図版26 33～ 36号土坑



37号土坑断面 (南東から)

38号土坑完掘 (南東から) VE区土坑群 (北西から)

39号土坑完掘 (北西から) 39号土坑断面 (北西から)

40号土坑完掘 (西から) 40号土坑断面 (西 から)

写真図版27 37～40号土坑
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41号土坑完掘 (南から) 41号土坑断面 (南 から)

42号土坑断面 (東から)42号土坑完掘 (東から)

43号上坑完掘 (北から)

44号土坑完掘 (北東から)

43号土坑断面 (南から)

44号土坑断面 (北西から)
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写真図版28 41～44号土坑



45号土坑完掘 (南 から) 45号土坑断面 (南 から)

46号土坑完掘 (南 から) 46号土坑断面 (南 から)

1号焼土検出 (南 から) 1号焼土断面 (東 から)

1号焼上断面 (南から) 作業風景

写真図版29 45'46号土坑、 1号焼土
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2号焼土検出 (北東から) 2号焼土燃焼部 (北東から)

2号焼土断面 (東から) 3号焼土検出 (東 から)

3号焼土 焼土層検出 (東から)

3号焼土 焼土層たちわり (東から)

3号焼土断面 (東から)

3号焼土完掘 (東 から)
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写真図版30 2・ 3号焼土



4号焼土検出 (北から) 4号焼土断面 (東から)

5号焼土検出 (北から) 5号焼土断面 (東 から)

6号焼土検出 (南西から)

7号焼土検出 (南から)

6号焼土断面 (南西から)

7号焼土断面 (西から)

写真図版31 4～ 7号焼土
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8号焼土検出 (東 から)
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3号焼土断面 (東 から)

9号焼土検出 (南 から) 9号焼土断面 (東 から)

10号焼土検出 (西 から) 10号焼土断面 (南から)

11号焼土検出 (西から) 悧号焼土断面 (南 から)
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写真図版32 8～ 11号焼土



12号焼土検出 (西から) 12号焼土断面 (南 から)

1号溝完掘 (西 から) 1号溝断面 (西 から)

1号性格不明遺構完掘 (南東から)

1号性格不明遺構断面 (南東から)

1号性格不明遺構断面 (北西から)

作業風景

写真図版33 12号焼土、 1号清、 1号性格不明遺構
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断面 (東から)

(南から)
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写真図版34 3号性格不明遺構
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2号性格不明遺構断面 (東から)

4号性格不明遺構炭化物出土状況 (東から)

号性格不明遺構

2号性格不明遺構断面 (南 から)

4号 f性格不明遺構完掘 (南西から)

作業風景

4号性格不明遺構断面 (東から)

4号性格不明遺構断面 (南 から)

写真図版35 2
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1号桂穴列 (東から) P36(南 から)

P39(南 から)
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P66(E噺 から)

写真図版36 1号柱穴列、柱穴

P18(西 から)



1号土器集中区 (東 から)

2号土器集中区 (南 から)

1号土器集中区土器No.34・ 35出 土状況 (東 から)

3号土器集中区 (北 から)

VD区古代遺構面 (北から)

写真図版37 土器集中区、終了全景 (1)
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ⅢB・ C区終了全景 (南から) ⅢD区終了全景 (南東から)

VC・ D区尾根部終了全景 (西から) VDoE区 尾根部終了全景 (西 から)

Ⅳ C・ D区谷部終了全景 (北西から) 平成 21年度調査区終了全景 (南西から)

岩手沿岸北部地震による壁面崩落状況

写真図版38 終了全景 (2)
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現地公開の様子



写真図版39 出土遺物 (1)
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写真図版40 出土遺物 (2)
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42

写真図版41 出土遺物 (3)
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飴   56 9
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写真図版42 出土遺物 (4)
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88

93

83

写真図版43 出土遺物 (5)
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写真図版44 出土遺物 (6)
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125

132

写真図版45 出土遺物 (7)

-217-



158

164

写真図版46 出土遺物 (3)
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184                    185

191                 194

写真図版47 出土遺物 (9)
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213
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写真図版48 出土遺物 (10)



写真図版49 出土遺物 (11)
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写真図版50 出土遺物 (12)
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写真図版52 出土遺物 (14)



写真図版53 出土遺物 (15)
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358

写真図版54 出土遺物 (16)
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所収遺跡名 所在地
コー ド

】ヒ  糸車 東 経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

金浜 I遺跡 岩手県宮古市

大字金浜第 2

地割字古舘16

ほか

03202 LG43-2342 度
分
秒

度
分
秒

４

５

２

2008.04.08

2008.05.31

3,800rざ 三陸縦貫自動車
道宮古道路建設
事業

2009.04.14

2009.05.01

101ド

金浜Ⅱ遺跡 岩手県宮古市

大字金浜第 2

地割字古舘17

1ま か

LG43-2363 度
分
秒

141度
56す)
26カ少

2008.06.02

2008.08.28

5,500rギ

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

金浜 I遺跡 狩猟場
集落
生産遺跡

縄文～弥生

古代

近世
近現代
時期不明

陥し穴状遺構 3基
土器集中区 3箇所
土坑12基

竪穴住居 1棟
焼± 3基
柱穴列 1列
土坑 1基

炭窯1基・′陛格不明遺構2基
土坑 8基
焼± 3基
柱穴
溝 1条

縄文土器 (早・前・中)

弥生土器 (中 ・後)

石器 (鏃・錐・匙・磨製石
斧・礫石器)・ 土器片円盤

土師器・須恵器・製塩土器
羽口・支脚・鉄津

陶磁器・鉄製品

縄文時代の陥し穴状遺構、
製塩土器を伴う古代の竪穴
住居、近現代の炭窯や粘土
採掘坑と考えられる遺構な
どを検出した。
また、沢跡からは縄文時代
前期及び弥生時代中期後半
を主体 とする土器類が出土
した。

金浜 Ⅱ遺跡 狩猟場
集落
生産遺跡

縄文～弥生

中世

近世
近現代
時期不明

古代 竪穴住居 2棟
掘立柱建物 1棟
鉄生産関連炉 1基
炭窯 3基・土坑 3基
焼± 2基

基構逹還状
基
基

穴
１
２

し
坑
土

陥
土
焼

基
基

１
・９

窯
坑

炭
土

縄文土器 (早・前・中・晩)

弥生土器 (前 。中・後)

石器 (鏃・匙・磨製石斧・

礫石器)・ 勾玉

土師器・須恵器・製塩土器
鉄製品 (鐸・鏃・釘など)

小玉

青磁碗・政和通賓

陶磁器・鉄製品

古代鉄生産関連の遺構 (炉・

炭窯・掘立柱建物・排滓場)、

近現代の炭窯などを検出し
た。
また、南側の沢跡からは弥
生時代中期後半を主体とす
る土器類が出上した。

約要 2箇年の調査により縄文時代早期～弥生時代後期の遺構・遺物、古代の鉄生産関連の炉跡・炭窯・掘立柱建
物、近世～近代の炭窯などを検出した。なかでも金浜 I遺跡では土器製塩関連遺物である土製支脚と製塩土器が
まとまって出上した竪穴住居、金浜Ⅱ遺跡では複数の操業形態が推定できる鉄生産関連炉を検出したことが成果
といえる。とくに鉄生産関連炉は防湿の為に底面に板状の鉄津を敷設するといった特異な構造を有すること、自
然科学分析の結果から近隣の海岸で採取可能な砂鉄を原料とした鉄生産が行われていたことが明らかとなった。
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